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1本書は佐久市による創鎌の森整備事業に伴う、野馬窪遺跡群　野馬窪遺跡Ⅵの発掘調査報告書で

ある。

事業主体者　佐久市教育委員会社会教育部公民館・体育課、建設部道路建設課

調査主体者　佐久市中込3056　佐久市教育委員会　教育長

遺跡名及び発掘調査所在地　野馬窪遺跡群　野馬窪遺跡Ⅵ

佐久市猿久保

5　調査担当者　上原　学

6　本書の編集・執筆は上原が行った。

7　本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡　　例

1　遺構の略称は以下のとおりである。

H一竪穴住居址　　　Ta-　竪穴状遺構　　　M一溝状遺構

F鵜掘立柱建物跡　　P一ピット

2　スクリーントーンの表示は以下のとおりである。

遺構一地山断面綴欝　　帖や、焼土

遺物一読誤断面
享葦墨書専

D一土坑

●　ヽ∴青∴青∴●∴●　●I∴i■　　"

t　青　書　青　書　裏　書　農

事∴裏∴青∴裏∴青　書∴∴章　　●　　●

軍　事　青　書　青　嶋　●∴∴●

青　嶋　青　書　書　t　●,∴音●

粘土

石器使用痕

3　挿図の縮尺は以下のとおりである。

遺構一竪穴住居址・竪穴状遺構・土坑・掘立柱建物跡・ピット1/80 ・ 1/40　　溝状遺構1/80 ・ 1/160

遺物一土器1/4、石器・石製品、鉄製品　1/4・1/2・1/1

4　遺物の写真番号と実測図番号は一致する。

5　遺構の標高は各遺構ごとに統一し、水糸高を標高とした。

6　土層・遺物の色調は「新版　標準土色帖」による。

7　調査グリッドは小グリッド4×4m、大グリッド40×40mである。

8　住居址の区割りは上を北として4分割し、北東区から反時計回りにI ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ区とした。

9　遺物観察表内の[ ]は推定値、　〈　〉　は残存値を示す。

10　遺構及び方位の計測は次のとおりである。

接 � ��
〆 

言上 剪� ��

一・--・._∴ 

竪穴住居址

一// 

土坑

長軸長

短軸長

長軸方位
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第 I章調査の経過
第 1節 調査に至る経緯

1.創練の森整備事業と保護協議

創練の森は、武道館・研修センタ 改築等の必要性から、周辺道路整備とあわせ、事業が開始され

ることとなった。

佐久市教育委員会では、この整備計画にあたり、開発地域一帯が、野馬窪遺跡群に含まれる事から、

社会教育部体育課・公民館・建設部道路建設課等の関係部署と保護協議を重ねた(平成24年4月'"'-')。

平成24年7月9'"'-'13日には、創練の森事業用地内の試掘確認調査を実施し、調査結果を基に行った協議

から、遺跡が破壊される調整池及び掘削造成される地域周辺、車道部分、研修センター建築部、周辺

道路拡幅部の発掘調査と既存道路改良工事の立ち会い調査を実施する運びとなった。なお、工事によ

って遺構への影響が認められない地域については埋土保存とした。

平成24年11・12月に、創練の森周辺道路整備に係わるS3-2号線、 S3-5号線拡幅部のうち遺跡が認

められた地域の調査を実施し、平成25年5'"'-'8月には、創練の森整備地域内の調整池 ・造成によ り掘削

される地域周辺・車道及び研修センター建築予定地、周辺道路整備に係わるS3-8号線拡幅部の調査を

実施した。また、平成25年8月から平成26年3月にかけて道路改良工事に伴い掘削幅が狭小で遺跡の存

在が未確認であったS3-9号線、 S3-5号線の立ち会い調査及び平成25年度事業用地内のうち未買収地域

であった S3-2号線北側の試掘確認調査を実施した。

第 1図野馬窪遺跡群野馬窪遺跡VI位置図(1・100，000)
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2. 文化財保護手続き

平成24年4月9日 土木工事のための埋蔵文化財発掘の届出 (94条書類)

武道館・多目的運動場事業、研修センター整備事業

平成24年 6月12日 土木工事のための埋蔵文化財発掘の届出 (94条書類)

周辺道路整備

3. 調査体制

調査受託者佐久市教育委員会

(平成24年度)

事務局社会教育部長

文化財課長

文化財調査係長

文化財調査係

嘱託職員

現場・整理担当者

現場・整理調査員

(平成25年度)

事務局社会教育部長

文化財課長

文化財調査係長

文化財調査係

嘱託職員

現場・整理担当者

現場・整理調査員

(平成26年度)

事務局社会教育部長

文化財課長

文化財調査係長

文化財調査係

嘱託職員

整理担当者

整理調査員

教育長土屋盛夫(~平成26年5 月)

糊樺晴樹(平成26年5月~)

伊藤明弘

吉津隆

三石宗一

須藤隆司小林員寿羽毛田卓也冨沢一明上原学

並木節子神津一明久保浩一郎

林幸彦

上原学

浅沼勝男江原富子小幡弘子風間敏木内勇

小井土秀元小林百合子清水澄生滝沢三男土屋武士

中嶋フクジ比田井久美子 日向昭次武者幸彦渡辺長子

渡辺学

矢野光宏

三石宗一

比国井清美

須藤隆司小林異寿冨沢一明上原学神津一明

久保浩一郎

林幸彦

上原学

赤羽根充江浅沼勝男岩崎重子岩松茂年小幡弘子

神津和子小島真小林節子中揮登羽毛田利明

比田井久美子武者幸彦横尾敏雄依田好行渡辺学

山浦俊彦

三石宗一

比田井清美

小林員寿富沢一明上原学神津一明久保浩一郎

林幸彦

上原学

浅沼勝男岩崎重子岩松茂年小幡弘子羽毛田利明

比国井久美子武者幸彦横尾敏雄渡辺学
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第2節発掘作業の経過

1. 発掘作業

(1)名称と記号

遺跡名は、事業予定地域が佐久市遺跡詳細分布図により、野馬窪遺跡群内に含まれており、周辺地

域では、野馬窪遺跡群 野馬窪遺跡 1. n・m.w.vの調査が実施されていることから、 「野馬窪
遺跡群 野馬窪遺跡VIJ と名付けた。略号は調査済みの遺跡に使用されていた rsNKJ に野馬窪遺
跡群内では6カ所自の調査を意味するローマ数字のVIを付記し rs NKVIJ とした。

(2)遺構の名称と記号

日一竪穴住居牡(地面を円形や方形に掘りくぽめ、柱穴・炉・カマド等住居と考えられるもの。佐久市では明らかに平地

住居と考えられる遺構は発見されていない。)

Ta一竪穴状遺構(地面を円形や方形に掘りくぽめ、中世の建物、簡易住居、貯蔵庫等と考えられるもの。土坑と区別す

るため、径または長辺が3m以上とした。)

Fー掘立柱建物跡(円形や方形に掘りくぽめ、柱を建てたと考えられるピットが規則正しく配列され、倉庫等の建物とし

て使用されたと考えられるもの。)

Dー土坑(地面を円形や方形に掘りくぽめ、陥穴・貯蔵穴・ゴミ穴等と考えられるもの。ピット・竪穴状遺構と区別するた

め、径または長辺がO.5m以上3m未満を土坑とした。)

Mー溝状遺構(地面を溝状に掘り下げたもので、環濠・水路・道路・堀等と考えられるもの。)

Pーピット(地面を円形や方形に掘りくぽめ、柱状のものを建てたと恩われるもの。土坑と区別するため、径がO.5m未満

とした。)

(3)調査区の設定

調査区上に国家座標(世界測地系)に基づく40X40mの大グリッドを設定し、とれを更に4X4mの

小グリッドに分割した交点に、木製の遺構測量用基準杭を打設した。(頭部に釘設置)

グリッド名は、大グリッドにローマ文字 (A、B、C・・・)を、小グリッドは北から南方向にアラビア

数字を(1"-'10)、東から西方向にひらがな(あ~と)を使用し、グリッド名Aーあ-1グリッドの

ように設定した。

(4)調査の方法

調査は、試掘確認調査の結果及び保護協議から設定した調査区の表土を重機によって遺構検出面であ

る黄褐色ローム上面まで除去した。その後、人員による遺構の検出作業を行い、設定可能な地域から

基準杭を打設した。検出した遺構は命名後、掘り下げ・図面作成・写真撮影等の作業を実施した。住

居祉の掘り下げは、 4区画(I"-'町区)に分割し、対角の 1. m区を床面まで掘り下げ、セクション図
作成後、層ごとに床面まで完掘した。その後ピット、炉、カマド等の付随施設を掘り下げ、写真撮影、

平面図作成を実施し、住居祉堀方の写真撮影及び図面の追加作成を行った。カマドが設置されている

住居祉は、住居祉堀方掘り下げ前にカマドの解体調査を実施しながら図面を作成した。遺物は、地区

及び可能なものは層ごとに取り上げた。遺跡・遺構の全体写真は撮影ごとにタワーを設置して撮影し

た。遺構の平面図作成は調査区内に設定した基準杭を利用した遣り方担n量により、調査担当・調査員
が実施し、縮尺は1:20を基本とした。写真撮影は担当者が行い、デジタル一眼レフカメラと35rnrnフィ

ルム一眼カメラによるカラーリバーサルで行った。

調査地域の順序は、範囲が、広く分散しているととから、一定の区域を設定し、調査の進捗状況に

よって徐々に調査箇所を移動した。
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(5)日誌

平成24年度 7月 9日"'13日 試掘調査(住居祉・溝状遺構・ピットなど発見)。

11月21日~重機による表土除去作業開始。

11月21日~遺構検出・遺構掘り下げ・図面作成・写真撮影等。基準杭設定作業。

12月21日 機材撤収。平成24年度現場作業終了。

平成25年度 4月12日~調査区範囲の設定・機材準備等。

2. 整理作業

(1)整理の内容

5月13日~重機による表土除去作業。

5月15日~遺構検出・遺構掘り下げ・図面作成・写真撮影等・基準杭設定作業。

8月26日~創錬の森事業用地内・ S3-8号線拡幅部調査終了。

9月 2日'"17日 S3-5号線、 S3-9号線道路改良部立会調査。

12月11日"'S3-2号線立会・試掘・確認調査。

2月13日"'S3-2号工事立合調査。

整理作業は発掘調査年度 (H24・25年度)に図面整理・図面修正、写真整理、遺構図版作成、

遺物洗浄、遺物注記、遺物接合・補修修復、遺物実測、覆土ふるい作業等を行い、最終年度である

26年度に残りの遺物実測図作成、遺物写真撮影、割付本作成、鉄製品保存処理、遺構・遺物図版

作成、原稿執筆、印刷製本、遺物・図面収納作業を実施した。

遺物実測は調査員が1/1で鉛筆実測したものを、1/2でトレースし、報告書掲載時の縮尺を基本

的に1/4とした。

遺構図版は、 1/40で鉛筆による仮割付を行った後、製図ベンにてトレースを実施し、報告書掲

載時の縮尺を基本的に1/80とした。

報告書の原稿はマイクロソフト社製「ワード」、表原稿はマイクロソフト社製「エクセル」を使

用し、遺構・遺物写真はニコン fNEFデータ」を使用した。

金属製品は劣化を防ぐため、平成26年度に保存処理業務を業者委託した。

(2)資料の収納

作業が終了した図面は、原図・印刷用図版一式をファイルに収納、写真はアルバムに収納したネ

ガ・データと共に文化財課耐火収納庫に保管した。遺物は、報告書掲載図版と照らし合わせ、遺構

ごとにコンテナへ入れた後、報告書使用遺物と未使用遺物を分けて文化財課遺物保管施設に収納し

た。

平成24年度

平成24年12月4日~整理作業開始。

遺物を遺構ごとに整理した後、洗浄作業から開始。遺物乾燥後、

注記・接合・補修補強・実測図作成を行う。

同時に図面整理・修正、写真ネガ・写真データの整理を実施。

平成25年 1月18日平成24年度分整理作業終了。(平成25年度へ継続)

平成25年度

平成25年4月15日"'5月14日 実測図作成、遺構トレース、遺物補修補強作業を実施。

5月21日~図面修正、写真整理、遺構鉛筆トレース、遺構トレース、

平成26年2月20日 遺物洗浄、遺物注記、遺物接合、遺物復元補強、埋土ふるい、
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平成26年度

遺物実測、遺構 ・遺物図版作成。

6月 2 日 ~11 月 28 日 遺物実測、遺物トレ ス、遺構 ・遺物図版作成、埋土ふるい、

原稿作成。

7月1日鉄器保存処理契約。

12月5日原稿入稿。

12月~平成27年3月 遺物 ・図面整理、遺物 ・図面収納作業。

3月 報告書刊行。

第 2図野馬窪遺跡群野馬窪遺跡VI位置図 (1: 5.000) 
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第E章遺跡の位置と環境
第 1節地理的環境

佐久地域は、周辺を山地台地に固まれた盆地状を呈し、 一般に佐久平と呼ばれ、北には雄大な浅間

山、南には琴科山が存在する。東には群馬県との境を成す北関東山脈の北端が延び、西は御牧原 ・八

重原といった小高い台地が広がり、 夢科山の裾野と接している。佐久地域における水系の代表は、南

方の川上谷に源を発す千曲川であり、北流しながら支流を集めつつ水量を増して佐久平に入る。その

後野沢付近から流れを北西に変え、琴科山麓の支流を集めた片員川、浅間山の麓に源を発す湯川、関

東山地か らの支流を集めた滑津川といった河川と合流し、蛇行しながら上田、長野方面に貫流する。

この山地に固まれ、水にも恵まれた盆地状の佐久平は、地質学的に見ると大きく 二分することができ、

志賀川と滑津川が合流し、さらに千曲川と川筋を一つにする東西線を境として、河川の北側段丘上と

南側で、は20m前後の比高差が認められる。この北部地域は北方の浅間山麓部の緩やかな台地で、浅間山

の噴出物である火砕流軽石流と降下火山灰が厚く堆積している。この堆積物は雨水による浸食に弱く

長い年月の聞に深く削り取られ、浅間山の麓から放射状に幾筋もの浸食谷(田切り地形)を形成している。

これに対し南部地域は千曲川の氾濫源沖積地と滑津川の谷口扇状地等で、河床磯層と沖積粘土層地帯

が主となり地下水位も高く、地盤の安定した土地である。このため南部一帯は広く水田として利用さ

れていた。

今回調査対象となった野馬窪遺跡VIは、浅間山の噴出物である軽石流の第二次堆積物が厚く堆積し

た湯川左岸、猿久保地籍の湯川と谷状地形に挟まれたおよそ南北方向に細長い段丘上に位置し、北か

ら南に向かつて緩やかな傾斜を示す。標高は700'"'"'704mを測る。

第 3図 佐久市地質図(佐久市志自然編から)
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佐久平周辺航空写真(南から)

第 2節歴史的環境

野馬窪遺跡VIは、北方の浅間山に源を発する湯川左岸段丘上の猿久保地籍に展開する弥生時代から

中世の複合遺跡である。今回は、遺跡付近の湯川右岸端部及び湯川左岸における遺跡状況を中心に以

下時代別に述べる。

旧石器時代一佐久市における遺跡は、北に聾える浅間山の形成段階で噴出した軽石流(約13，000"'-'

11，000年前)の影響によって遺跡が埋没または消滅したと考えられる湯川右岸以北地域を除く、佐久

平縁辺丘陵地帯に展開する傾向が窺え、段丘平坦部に展開する野馬窪遺跡群内では今のところ発見さ

れていない。市内の代表的な遺跡は、南部の前山地籍に所在する立科F遺跡、北東部の香坂地籍に所

在する八風山遺跡群がある。東方の香坂川流域に展開する八風山遺跡Eでは、姶良Tn火山灰・八ヶ

岳4テフラ降灰以前、放射能炭素年代測定補正後の値が32，240:1::260BP (BPは1，950年代からの遡り

を意味する)といった数値が測定された(測定 5資料の炭化物中最も古い数値)石器群が出土し、八

風山遺跡 I、八風山遺跡NA"'-'C地点では付近で産出するガラス質安山岩を使用しての石槍製作跡が

発見されている。

縄文時代一遺跡は佐久盆地の周囲を取り囲む山際の台地上に形成される傾向があり、付近に河川等

の水源が認められることも多い。野馬窪遺跡群内では土器は僅かに出土しているが、住居土止を伴う遺

跡は発見されていない。範囲を広げると、東方には戦国時代まで志賀湖と呼ばれる大きな湖が存在し

ており(戦国時代の開拓によって消滅)、湖周辺の平坦な湖岸及び東方から突き出た低丘陵先端の緩

斜面上に草創期から後期の遺構又は遺物が確認されている。

草創期は本遺跡の東方、志賀湖の西岸に位置する和田上遺跡Eから爪形文土器が 1片出土している。

また、西方の湯川左岸段丘上に位置する寺畑遺跡から爪形文土器及び同時期と思われる石器が出土し

ている。土器は、底部 ・胴部 ・口縁部分が存在しているため、この時期としては好資料である。

早期は、志賀湖の南岸に展開する寄山遺跡群及び西岸の和田上遺跡 ・和田上遺跡Eから、楕円 ・山

形文などの土器片が出土している。また、志賀湖に注ぎ込む河川の一つである霞川上流の香坂地籍に

所在する曲尾E遺跡から楕円 ・山形押型文、員殻沈線文系、員殻条痕文系、絡状体圧痕文系など、茂

内口遺跡では中葉から末の土器片が出土している。

前期は東方の寄山遺跡群の一つである中条峯遺跡に初頭の集落が営まれ、寄山遺跡NB区、 7区か

らは土器が出土している。また、茂内口遺跡からは後半の諸磯式土器が、志賀湖北側の霞川左岸に位
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置する権現平遺跡からは羽状縄文系土器などを伴う住居祉数軒が発見された。日当たりのよい緩やか

な南斜面を利用して集落が形成されている。

中期になると遺跡数が増加し、遺構・遺物が共に発見される例が多くなる。特に寄山遺跡群は、佐

久市を代表する縄文時代の遺跡で、住居牡等の遺構及び土器、土偶、多量の打製石斧が発見されてい

る。また、曲尾E遺跡からは加曽利E系、曽利系、唐草文系土器などが発見されている。

後期は東方の志賀湖西岸に位置する和田上遺跡において堀之内式期の敷石住居杜 l軒が調査された。

和田上遺跡Eからこの時期と考えられる土坑及び堀之内・加曽利B.称名寺式などの土器片が出土し

ている。土器が認められるD26号土坑から出土した炭化材の年代測定結果は3，470土20yrBPであった。

また、鶏ヲネ遺跡からは中期末から後期初頭の土器を出土する住居吐が数軒発見されている。

晩期の遺跡は佐久市全域をみても破片資料が主体である。

弥生時代一前期の遺跡は近年、徐々に増してきてはいるが、佐久市全域をみても未だ少ない状況で

ある。西方の湯川左岸低位段丘上に位置する猿久保地籍の仲田遺跡からは口縁部の壷 1片が、南の千

曲川左岸沖積地上に位置する野沢地籍の五里田遺跡から氷E式の土器片が土坑などから発見されてい

る。土器が認められるD7号土坑から出土した炭化材の年代測定結果は2，370士40yrBPであった。本

遺跡に比較的近い湯川対岸の低位段丘上に位置する岩村田地籍の下信濃石遺跡からは、斜面地・黒色

土中から氷式と考えられる土器片が多数出土し、年代測定を行った2点の結果は、条痕文蜜胴部

2，400土30、奮編代底2，440土30であった。

遺跡の発見例が増加し始めるのは中期後半になってからである。湯川両岸の段丘上には数多くの遺

跡が所在する。右岸の岩村田から鳴瀬地籍にかけての台地端部では西八日町遺跡、北一本柳遺跡、西

一本柳遺跡、北西の久保遺跡、森平遺跡など、中期後半から後期にかけての遺跡が連続して所在して

いる。左岸においても、本遺跡北方の上流に下小平遺跡、西方の下流に根々井芝宮遺跡、東方の戸坂

遺跡、南方の深掘遺跡で住居牡等の遺構が発見され、比較的規模の大きな集落が形成されていたよう

である。野馬窪遺跡群内では、本調査区南において、昭和56年に幼稚園増築工事に伴う野馬窪遺跡の

調査が行われ、後期の住居祉2軒、溝牡2条が発見されている。しかし、周辺で行われた発掘調査の状

況は、弥生土器が出土してはいるが、住居祉等遺構の発見例が少ない状況であることから、遺跡群内

においては、小規模な集落が形成される程度であった可能性が考えられる。

古墳時代一前期の遺跡数は、近年発見数は徐々に増しているが、遺跡数は前代の弥生時代後期に比

べ少なく、各遺跡で発見される住居数が数件と小規模である。本遺跡周辺では湯川左岸の狭小な段丘、

正陵地帯山麓部の台地、田切り地形の東西を浸食谷によって分断された細長い台地上から発見され、

小規模ながら市内では比較的多くの遺跡が認められる。池端城跡は霞川左岸の三方がE陵地帯に固ま

れた台地に存在し、前期の住居壮2軒が発見され、 S字状口縁台付吾、小型器台、小型丸底壷等の遺

物が出土した。乙の時期では比較的良好な残存状況を示し、日 2号住居士止は8.5X7.5mを測るやや大型

であった。池端遺跡は田切り地形の台地上に位置し、 2軒の住居吐が発見され、出土遺物から弥生時

代末~古墳時代初頭と考えられている。また、北の湯川左岸第2段丘上のやや手狭な台地に形成され

た腰巻遺跡からは前期後半の住居牡4軒が、南の深堀遺跡から数軒の住居吐が発見されている。 5世

紀後半になると、徐々に発見される遺跡数が増加し、との頃に佐久市では、住居内にカマドが導入さ

れ始めるようである。立地は、これまでの山麓部などの小規模集落に加え、比較的平坦で幅広い田切

り地形の台地上、河川によって形成された肥沃な沖積地上に大規模な集落が発生してくる。南の千曲

川及び東から注ぎ込む滑津川によって形成された沖積地に立地する平賀地籍の樋村遺跡では、 5世紀

後半から 7世紀にかけての住居吐が300軒以上発見されている。湯川左岸に位置する本遺跡周辺の台地

上では、東の権現平遺跡から後期の住居祉が6軒、北東の四ツ塚遺跡Eから後期の住居吐2軒、南方の

深堀遺跡E ・m.v、深堀遺跡町から後期の住居吐2軒、南東の馬瀬口遺跡から後期の住居牡4軒が
発見されている。今回の調査では 5軒の住居祉が調査されている。これらの状況から、野馬窪遺跡周

辺の湯川左岸段正上では、樋村遺跡ほどの大規模集落は形成されなかったようである。

次に古墳だが、佐久市内では、現存・消滅をあわせ、約500基を数える。形態は円墳が主体で、乙れ

口
O



に方墳が加わる。市内では前方後円墳と断定できる古墳は未だ確認されていないが、千曲川左岸丘陵

上に前方後方型と考えられる瀧の峰古墳(現在は墳丘墓と考えられている)が所在することから未確

認の前方後円墳が存在する可能性も否定できない。時期的にみると前半期の古墳は少なく、単独で前

川の段丘上及び丘陵尾根上に構築されている。後期から終末期は圧倒的に数が増し、小型円墳が主体

No. 遺跡名 所在地 !日 縄 弥 古 歴 中 備 考

l 野馬窪遺跡VI 猿久保 。。。今回調査
2 立科F遺跡 前山字立科 。 H2年度調査佐久市第5集

3 八風山遺跡群 香坂鳥谷前他 。 日 5~7年度調査佐久市第 75 集

4 寺畑遺跡I 猿久保字下原 。 日6年度調査佐久市第40集

5 和田上遺跡I 新子回・瀬戸 。。。。。S54年度調査
6 和田上遺跡E 瀬戸 。。。。 H23年度調査佐久市第206集
7 曲尾E遺跡 香坂字曲尾 。 S62年度調査佐久埋蔵文化財調査セント第四集

8 茂内口遺跡 香坂字茂内口 。 。 S61年度調査佐久市「茂内口遺跡」
9 中条峯遺跡 瀬戸字中城峯・中城平 。。。 H2・3年度調査佐久市第42集
10 寄山遺跡 瀬戸 。。 H2~4年度調査佐久市第42 集

11 権現平・池端遺跡 新子田字権現平 。。。 H6年度調査佐久市第43集
12 鶏ヲネ遺跡 香坂字鶏ヲネ 。 S62年度調査 佐久埋蔵文化財調査センター第21集

13 五星回遺跡 野沢字五星回 。。。 日9年度調査佐久市第79集

14 仲田遺跡 猿久保仲田 。。。日7年度調査佐久市第66集
15 下信濃石遺跡 岩村田下信濃石他 。 。日16年度調査佐久市第134集
16 西八日町遺跡 岩村田字西八日町他 。。。。佐久市第113・125・127・139・172・173・175集他
17 北一本柳遺跡 岩村田字北一本柳他 。。。S46・47.H15・16・19年度調査佐久市第158集他
18 西一本柳遺跡 岩村田一本柳他 。。。。佐久市第34・37・73・91・113・125・139・154集他
19 北西の久保遺跡 岩村田北西ノ久保 。。。。S57 ~ 59年度調査佐久市「北西の久保J
20 森平遺跡 横和字森平 。。日18年度調査佐久市第165集
21 下小平遺跡 岩村田 。。。 S55年度調査佐久市「下小平遺跡」
22 根々井芝宮遺跡 根々井字芝宮他 。。。日3・4年度調査佐久市第49集
23 戸坂遺跡 新子回字戸坂他 。。。。日16年度調査佐久市第129集
24 深堀遺跡E・J[.V 瀬戸 。。。。日10~ 12年度調査佐久市第98集
25 深堀遺跡IV 瀬戸字西原他 。。。日11・12年度調査佐久市第101集
26 池端城跡 新子回字池端 。。。。H7年度調査佐久市第48集
27 腰巻遺跡 上平尾字腰巻 。。。。 S62年度調査 佐久埋蔵文化財調査センター第四集
28 樋村遺跡I 平賀宇樋村 。。。。 S57・58年度調査佐久市「樋村遺跡」
29 樋村遺跡E 平賀字樋村 。。日11・12年度調査佐久市第 106集
30 四ツ塚遺跡I 新子田字供養塚 。。H10年度調査佐久市第79集
31 四ツ塚遺跡耳 新子回字供養塚 。 日11年度調査佐久市第81集

32 馬瀬口遺跡 瀬戸 。。日19年度調査佐久市第182集
33 瀧の峯古墳 根岸 。 S61年度調査 佐久埋蔵文化財調査センター第 14集

34 蛇塚古墳 安原蛇塚 。 H8年度調査佐久市78集

35 野馬窪古墳 猿久保 。
36 桟敷古墳 安原字桟敷 。
37 金比羅塚古墳 猿久保 。
38 御経塚古墳 猿久保 。
39 供養塚遺跡I 新子田字供養塚 。 H10年度調査佐久市第67集
40 供養塚遺跡E 新子回字供養塚 。。 H15年度調査佐久市第114集
41 野馬窪遺跡I 猿久保 。。。 S56年度調査
42 野馬窪遺跡1I. J[ 猿久保 。。。。。日20年度調査佐久市第 170集
43 蛇塚B遺跡E 新子田 。H6年度調査
44 高師町遺跡E 新子国字高師町 。。H7年度調査佐久市第57集
45 番屋前遺跡ト立 猿久保字番屋前他 。H8年度調査佐久市第55集
46 番屋前遺跡耳 猿久保字番屋前 。H10年度調査佐久市第77集
47 関戸田遺跡 平賀字関戸田 。。。。。日14・15年度調査佐久市第 135集
48 扇田遺跡 内山字扇田 。。10 。日16~ 18年度調査佐久市第 135集

第 l表周辺遺跡表
(第4図中番号の無い遺跡は地図外)

-9-



第4図周辺遺跡位置図 (1: 10，000) 
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となり丘陵末端部の緩斜面部及び段正部に古墳群を形成している。付近の調査例としては北方の湯川

左岸段丘端部に所在した蛇塚古墳群3基の古墳が調査され、青・水色・緑・黄色のガラス小玉、馬具、

金銅貼鍔といった遺物が出土した。築造時期は6世紀後葉から 7世紀の円墳と考えられた。現在は消

滅している。との他、現存している古墳として、野馬窪遺跡群周辺の段丘平坦部では、調査区東に野

馬窪古墳、北に桟敷古墳、南西に金比羅塚古墳、御経塚古墳が確認できる。

奈良・平安時代一奈良時代は、西方の湯川左岸段丘上の仲田遺跡で住居吐10軒、東の四ツ塚遺跡 I

で 5軒、供養塚遺跡で2軒、供養塚遺跡Eで 1軒、南の深堀遺跡から数軒発見されている。四ツ塚遺

跡 I、供養塚遺跡、供養塚遺跡Eはそれぞれ霞川、香坂川右岸段丘上に近接する遺跡であるととから、

一定の空間を保って形成された同一集落と推察される。野馬窪遺跡群内ではとれまで奈良時代と断定

できる住居祉は発見されていない。平安時代になると住居祉等の遺構が発見されるようになる。野馬

窪遺跡で平安時代の住居祉 l軒、野馬窪遺跡JI.mで l軒、西に隣接する地域で実施した試掘調査で

同時期と考えられる遺構が発見されている。周辺遺跡では東方の蛇塚B遺跡Eで7軒、高師町遺跡E

で4軒、南東の馬瀬口遺跡で4軒、西方の仲田遺跡で11軒、南方の深堀遺跡で90軒前後が調査されて

いる。立地的な特徴として、いずれの遺跡も阿川によって形成された段丘及び谷状地形に分断された

台地端部に広がる平坦地を利用する傾向が認められる。

中近世一野馬窪遺跡群内では、東側の隣接地である野馬窪遺跡JI.mで竪穴建物祉、掘立柱建物跡、

土坑、区画に利用したと考えられる溝跡、ピットが調査され、一帯に中世前期頃の館跡が所在してい

たと考えられている。また、南に隣接する番屋前遺跡群内に位置する番屋前遺跡 1. JIから中世と考

えられる溝跡が、番屋前遺跡Eから中世の竪穴遺構、土坑、溝状遺構、ピットが発見されている。

第3節発見された遺構と遺物

遺構竪穴住居吐-27軒(古墳~平安時代) 掘立柱建物跡-2棟 竪穴状遺構-3軒

土坑-13基 溝状遺構-8条 ピット-830個

遺 物 弥生土器片(費) 土師器(坪・高坪・碗・奮・甑・羽釜) 須恵器(邦・費)

灰軸陶器(碗・皿・壷)

石器・石製品(すり石・紡錘車) 鉄製品(万子・斧・紡錘車) 銅製品(巡方)

第4節基本層序

遺跡付近は、現在の浅間山が形成される過程で噴
A'B'D'E区 G区 C'F'H区

出した軽石流が基盤となっており、乙の上面を旧表

土及び道路工事・グラウンド造成等による整地層が

覆っている。今回調査を実施した地域の基本層序は

以下のとおりである。

Y¥ 
I' 

Uし5血
1 '層は層厚10~100cmを測る埋土の整地層である。

I層はC・F.H区及びG区で確認された整地層直下
¥¥ I E 

に残存した表土層で10~35cmを測る。西側のA.B

.D.E区は完全に削り取られ存在しない地域が多い。

E層は表土とロームの暗褐色土中間層である。 |卜1.0皿

E層は浅間山の噴出物であるローム層である。遺構

確認は、 E層上面で明確に判断できる。

D区周辺では、遺構上部の大半が残存していない状

況から、旧表土と共にE層上面も数十cmの厚みで削

り取られていると考えられた。

第 5図野馬窪遺跡VI 基本層序模式図
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遺構と遺物第E章
第 1節竪穴住居祉

Hl号住居牡

1 黒褐色土層 (lOYR2/2)トム ・軽石 ・炭化物含む。

2 黒褐色土層 (10YR3/2)Uーム ・軽石 ・炭化物含む。

3 A音褐色土層 (lOYR3/3)やや硬質。

4 にぷい黄褐色土層 (10YR4β)U-1と暗褐色土の混合土。

5 黒褐色土層(lOYR2β)日ーム・軽石含む。しまりなし。

6 褐色土層 (lOYR4/4)日ームと暗褐色士の混合士。

7 s昔褐色土層 (lOYR3/4)U-1多く、軽石含む。

8 灰黄褐色土層 (10YR5/2)日ーム多く、暗褐色土含む。

9 黒褐色土層 (lOYR2/3)日ーム ・軽石 ・炭化物含む。l

l

t

'

 

l

E

s

i

'

 

グ予

B' 

C '，'-，、c

" D '. '一 D'

♀ーー金

H2 

日

5 道警皇空調~2
0' 

ゑ2
D C' C 

揚多

4 2m 
699.827m 
(1 :80) 。

Hl号住居祉遺構・遺物実測図

番号 若宮 種 器形 口径c皿 成径c田 器日高C回 調 繋・文 様 残存型転・部俊 備 考

1 土師器 褒 [13.4) (9.5) 日縁横ナデ外面へフケズリ 内面へフナデ 口縁・胴部破片
外面 10YR6/4にぷい黄燈色他
回転実測 掘方出土

2 灰紬陶器 碗or皿 [7.2) (2.2) 回転へラケズリ後高台貼り付け 体部内外面灰紬施粕 底部・体部破片
外而 2.5Y7/2灰黄色
回転実測 W区出土

3 土師器 褒 [19.5) (10，1) 口縁横ナデ外面へラケズリ 内面へラナデ ロ縁・胴部破片
外面 10YR6/4にぷい黄檀色他
回転実担IJ m.IV区・検出出土

番号 様穏 銭形 最大長(cm)最大幅(cm)最大厚(cm) 調 撃・文 様 重量(g) 備 考

4 石器 すり石 7，7 5.38 4，18 表而すり痕 210，01 
W区出土

5 石器 すり石 10，81 9.27 5.96 表面すり痕 814.07 
検出出土

第8図

Hl号住居祉遺物観察表

遺構は調査区西のWーお-7グリッドに位置し、

係にあり、近年の耕作によって大きく破壊されている。

面の一部で、主軸はN50 Wである。

平面形態は残存状況から方形又は長方形と考えられる。

規模は確認した範囲で南北壁3.2m、南壁O.8m、確認面から床面までの深さは最大28cmである。

覆土は、大半が撹乱の混合土で埋没当時の状況は不明確である。

構造の特徴として、残存した床面は硬質で、西壁際には壁溝が存在する。ピッ トは床面上で 1個、

南壁際に l個、堀方で 2個確認できたが、周辺は撹乱によるピッ トも多数存在したため、本住居に確

実に伴うピッ トであるかは断定できない。カマド、炉は認められない。堀方は中央付近が浅く、壁際

を深く掘り下げている。

Fb
 

t
E
A
 

南西コ ナ をH2に破壊され、 H23と切り合い関

確認できたのは西壁周辺の壁立ち上がりと床

第2表



出土遺物は土師器の坪・須恵器の坪・灰紬陶器が出土した。撹乱が激しい状態であったため、古墳

時代と平安時代の土器が混在する。小破片が大半である。平安時代は土師器の坪・護、須恵器の坪が

認められ、内面黒色処理の土師器坪が最も多い。古墳時代は土師器の坪 ・高杯・費、須恵器の坪・費

が認められる。古墳時代の土器は、切り合い関係にあるH23とほぼ同時期であることから、 H23の混

入と思われる。図示したのは形状が認められる土師器饗と灰軸陶器の皿または碗、掘方から出土の混

入と思われる士師器小型嚢である。

時期は、土師器饗の口縁形状がコの字状を呈 し、

したい。

H2号住居祉

遺構は調査区西のw-お-8グリ ッドに位置し、
1を切り、 D 1に切られ、西側の一部は調査区域外とな

る。主軸はN30 Wである。

平面形態は調査状況からやや東西に長い長方形であ

る。

規模は南北3.6m、東西4.0m、確認面から床面まで

の深さは最大18cmを測る。

覆土は遺構周辺の壁際から流れ込んだ堆積状況であ

ることから自然堆積と考えられる。

構造の特徴として、床面は全体的に土問状の硬質面

を持ち、東壁の一部に深さ5cm、幅23cm内外の壁溝が、

南西コ ーナ に長径65cm、深さ35cmでテラスを持つ南

北に長い楕円形の士坑が認められる。ピットは確認で

きない。カマドは北壁の中央と考えられる位置に構築

されている。円形に厚さlOcm程度の焼土が堆積した火

床から煙道への立ち上がりが残存し、煙道先端は撹乱

に破壊されている。掘方の中央部は浅く、周辺部が若

干深く掘り下げた状態である。

出土遺物は士師器の杯・碗・ 費、須恵器の坪・護、

灰紬陶器の碗、鉄製品が出土した。土師器坪・碗は内

面黒色処理された個体が未処理に比べ破片も含め倍以

上の比率である。形態は口径に対して器高が深めの形

状と底部から丸みを持って立ち上がり、器高が低めの

形状が混在する。費はロク口費が中心で、口辺部の短

い形状と長い形状が存在する。H3のロクロ費に比べ

ややっくりが組い。須恵器坪は破片が数点と極僅かな

9世紀代と

1 黒褐色土層 (lOYR3/2)
日ーム粒 ・炭化物含む。

2 暗褐色土層 (lOYR3/3)
日一ム粒・炭化物含む。

3 褐色土層 (7.5YR4β)トムやや多く含む。
4 にぷい赤褐色土層 (5YR4/3)

粘土・灰・焼土・炭化物含む。
5 暗赤褐色土層 (5YR3β)

粘土・灰 ・焼土・炭化物やや多く含む。
6 極暗赤褐色土層 (5YR2/3)
焼土・灰・炭化物含む。

7 極暗赤褐色土層 (5YR2/4)焼土・灰・炭化物含む。

8 褐色土層 (7.5YR4β)0-1;と暗褐色土の混合土。しまりあり。
9 褐色土層 (7.5YR4/4)日ム主体。暗褐色土含む (まだら土)。
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出土である。灰紬陶器は高台周辺の破片で、高台の外形は「く」の字、内側は湾曲気味である。施紬

方法の漬けがけかの判断はできなかった。須恵器嚢は破片数点である。

時期は、須恵器の坪が極僅かで、ロクロ嚢が主体であること、土師器杯に口径に対し器高が高い形

状と浅い形状が混在することから平安時代、 9世紀末から10世紀前半としたい。

番号 器種 器形 口径cm 底径C田 務高cm 調 整・文 様 残存事 ・部位 備 考

1 土師器 杯 12.6 4.9 4.6 底部回転糸切り 体部横ナデ 内面中央から5本の放射状暗文 95 
外面10YR6/2灰黄褐色他
完全実測 I区 ・カマド出土

2 土師器 杯 13.8 7.4 4.9 
底部回転糸切り 体部横ナデ内面中央から放射状暗文

70 
外面7.5YR7/6燈色

淡い内面黒色 完全実測 No.遺物

3 土師器 杯 13.2 5.5 4.2 
底部回転糸切り 体部繍ナデ内面中央から2本単位の十字放射状暗文

70 
外面7.5YR6/6糧色他

内面黒色処理 完全実測 ぬ遺物

4 土師器 杯 [13.4) 6.7 4.9 
底部回転糸切り 体部被ナデ 内面中央から放射状暗文の痕

45 
外面7.5YR7/6憧色

跡あり 部回転実現IJ 1区出土

5 土師器 杯 [15.8) [5.6) 6.3 底部ヘラケズリ 体部横ナデ内面黒色処理 底部から口縁破片 外国7.5YR3/1黒褐色
回転実出IJ n.!V区・検出出土

6 土師器 珂t [16.2) 体部横ナデ内面黒色処理 体部破片
外面7.5YR7/4にぶい燈色
回転実担IJ No.造物

7 土師器 杯 [17.4) 
体部横ナデ 内面黒色処理 中央から放射状階文

イ本部破片
外面7.5YR7/4にぷい糧色

8と同一個体の可能性あり 回転実視l E区出土

8 土師器 珂t [7.8) 
体部横ナデ底部ヘラケズリ 中央から放射状暗文

底部から口縁破片
外面7.5YR7/4にぶい燈色

7と同一個体の可能性あり 回転実淵IJ m区出土

9 土師器 碗 7.8 (2.2) 体部横ナデ内面ナデ底部高台貼り付け 高台から体部破片 外面7.5YR6/6燈色
部回転実視j検出出土

10 土師器 碗 [7.2) (2.3) 
内面黒色処理 ・中央から太い4本の放射状暗文 l底部高台貼 高台から体部破片 外面7.5YR6/6糧色
りイ寸け 完全実測 検出出土

11 土師器 碗 [6.4) (2.9) 内面黒色処理底部やや足高の高台貼り付け 高台から体部破片 外国5YR6/6燈色
回転実測 カマド出土

12 灰紬陶器 碗 7.4 (l.8) 底部回転ヘラケズリ後高台貼り付け 高台から体部破片|外回転面5実y視ml白色
カマド出土

13 土師器 ロクロ褒 [22.6) (14.7) 口縁から体部破片 外回面転2実.5調YllR5/6明赤褐色
カマド出土

14 土師器 ロクロ費 (16.2) 内外面ロクロナデ 口縁から体部破片 外面面実7.5担YllR7/4にぷい燈色
断 カマド出土

15 土師探 褒 丸底 (12.5) 内外面ヘラケズリ 底部破片 外一面部2回5転Y実R5測/6明赤褐色
カマド出土

番号 器種 若苦 形 最大長(c担)最大幅(cm)最大序(cm) 調 整・文 様 環濠(g) 備 考ー

16 石器 すり石 16.6 13.31 6.36 表面なめらかすり痕かっ 2112.4 

17 鉄製品 刀子 (12.47) l.39 0.54 17.2 
No.遺物

18 鉄製品 鎌 (8.66) 2.85 0.55 先端欠損 27.1 
検出出土

19 鉄製品 長T (6.3) 0.68 0.68 角棒状製品片側欠損 5.44 
検出出土

20 鉄製品 (12.18) 0.65 0.54 角棒状製品片側欠損 10.37 
使乱出土

第3表 H2号住居祉遺物観察表

H3号住居祉

遺構は調査区西のWーお-9グリッドに位置し、北壁を撹乱に南壁をD2に破壊され、 H22を切る。

主軸はN20 Wである。
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平面形態は残存状況からやや隅の丸い方形である。

規模は南北4.3m、東西4.2m、確認面から床面までの深さは最大36cmを測る。

覆土は中央付近の一部が3層の他は黒褐色土の単層で、不規則な堆積状況が認められないことから

自然堆積と考えられる。

構造の特徴として、床面は土問状の硬質面を持つ。壁溝は確認できない。ピットは床面上で4個、

掘方で 3個確認できた。主柱穴はP1と掘方で発見したP2と思われる。カマドは北壁のほぼ中央に

構築されているが東側半分は撹乱に破壊されている。確認できたのは火床の一部と北壁外に張りだし

た煙道への立ち上がりである。掘方は、中央と壁周辺をのぞいたド ナツ状の方形部分が深く掘り込

まれている。

出土遺物は土師器の坪・碗・ロクロ費・鉢、須恵器の杯 ・襲、灰軸陶器、鉄製品が出土した。土師

器坪・碗は内面黒色処理が破片も含め未処理の倍以上の比率である。形態はやや小型の底部から体部

下部は丸みを持って立ち上がり、器高は低めである。墨書が認められる。奮はロク口聾が中心で薄手

の武蔵奮は少ない。須恵器杯も土師器に比べ極僅かである。墨書 l点が認められる。灰紬陶器は破片

資料で高台部は低く短い。外の傾斜は垂直に近く、内側はハの字直線的で、接地面がやや広い。

時期は、土師器口クロ費が主体で、須恵器杯が極僅かであること。杯の形状が底部から丸みを持っ

て立ち上がり、器高が低めの形状が主体であることから、日 2にやや後出する平安時代、 10世紀前半

としたい。
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1 黒褐色土層 (10YR2/2)トム・軽石少量含む。

2 にぷい黄褐色土層 (10YR5/4)日ーム多く含む。やや硬質。

3 黒褐色土層 (10YR2/3)日ーム・軽石 ・炭化物含む。

4 黒褐色土層 (10YR2/3)炭化物やや多く、日-A・軽石含む。

5 にぷい黄褐色土層(lOYR4/3)日ーム・軽石やや多く、炭化物含む。

6 階褐色土層(lOYR3/3)やや硬質(床)。

7 黒褐色土層 (10YR3/2)日ームと暗褐色土の混合土。

8 褐色土層 (lOYR4/4)トムと暗褐色土の混合土。

9 掲色土層 (10YR4/6)トム7"Dック含む。

10 暗褐色土層(lOYR3/3)トム ・軽石 ・炭化物含む。しま りなし。

1J にぷい黄褐色土層 (10YR4β)トム ・軽石 ・炭化物含む。

しまりなし。

12 暗褐色土層 (10YR3/3)暗褐色土とD-Aの混合土。
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番号 器種 器形 口径c田 底径c皿 総高C田 調 理監・文 様 残存率・部位 備 考

1 土師器 杯 13.1 5.9 3.6 体部ロクロ横ナデ底部回転糸切り 内面黒色処理 70 
外面5YR6/6纏色
完全実担'I ぬ遺物

2 土師器 杯 13.2 6.2 4 
体部ロクロ櫛ナデ 底部回転糸切り 内面淡い黒色 ・中央か

60 
外商7.5YR6/6燈色他

ら卜字放射状暗文 完全実凱'I E区出土

3 土師器 杯 (13) [6.2) 4 体部ロクロナデ底部回転糸切り 内面黒色処理 40 
外面5YR6/6樫色
完全実証1'1 E区出土

4 土師器 珂= [12.6) 6.1 3.4 
体部機ナデ底部回転糸切り 内面黒色処理・中央から2本

40 
外面5YR4/2灰褐色他

単位の十字放射状暗文 部回転実測 I区出土

5 土問I器 杯or碗 ロクロナデ外面掛痕あり 口縁破片
外面5YR4/6赤褐色
断面実測 H区出土

6 土師器 杯 (1.1) 底部回転糸切り 底部から体部にかけて盤識あり 底部から体制i破片 外面7.5YR6/4にぷい栂色
断面実担11 N区出土

7 土師器 坪or碗 ロクロナデ外面墨痕あり 体部破片
外面7.5YR5/4にぷい褐色
断面実測 E区出土

8 土師器 杯or碗 内面黒色処理 外面墨書あり 体部破片
外而7.5YR7/4にぷい積色
断面実測 W区出土

9 土師器 小型褒 [10.6) (5.9) 口縁横ナデ外面ヘラケズリ 内面へラナデ 口縁から腕部破片
外面5YR5/2灰褐色他
回転実現'I m. N区出土

10 土師器 ロクロ褒 (20.4) (8.8) 内外国ロクロナデ 口縁から胴部破片
外商5YR6/6樺色
回転実剖'I II.N区出土

11 土師器 事干 [7.9) (4.3) 外面ロクロナデ 底部回転糸切り 内面ナデ・淡い放射状暗文 底部から体部破片 外一商部2回5転Y実51測6明赤褐色他

12 須恵器 杯 内外面ロクロナデ 口縁破片 外断面而実10測YR6/1褐灰色
N区出土

13 須恵器 杯 内外面ロクロナデ 外面墨書あり 体部破片 外断面面実10測YR6/3にぷい黄燈色
W区出土

14 須恵器 杯 [5.6) (2.5) 内外面ロクロナデ底部回転糸切り 底部から体部破片
外面10YR6/1褐灰色
|回転実測 W区出土

15 灰紬陶器 皿or碗 ロクロナデ内面灰軸施紬 口縁破片 |外断面而実2.5Y8測 11灰白I区色出土

16 灰粕陶器 皿or碗 6.3 (1.3) 底部ヘラケズリ後高台貼り付け 高台から底部破片医伊主半面全実2.5掛Yil7/2灰W黄区色出土

17 須恵器 褒 外面平行叩き 内面同心円当て具痕 胴部破片 |外断直面f5YR実SIll4/3にぷI区い赤出土褐色他

18 須恵器 雪量 外商平行叩き 胴部破片 |外断面而安問調ll/1灰色I区出土

番号 苦量 種 器形 最大長(cm)最大樹(佃)最大厚(c箇) 調 襲・文 様 重量量(g) 備 考

19 鉄製品 小型鎌?(10.34) 1.66 0.31 片側欠損片刃 14.72 
N区出土

20 鉄製品 紡錘車軸 (27.55) 0.74 0.81 両端欠f員角俸状 34.44 
N区出土

21 鉄製品 鎌 (8.41) 2.73 0.43 両端欠il'l 17.25 
E区出土

第4表 H3号住居枇遺物観察表

H4号住居祉

遺構は調査区西のW か 10グリッドに位置し、 Ta1に切られ、北壁周辺を撹乱に破壊されている。

主軸はN80 Eである。

平面形態は方形である。

規模は南北3.7m、東西4.1m、検出面から床面までの深さは最大25crnを測る。

覆土の基本は堆積に不規則な状況が認められない黒褐色土の 2層であることから自然堆積と考えら

れる。

構造の特徴として、残存した床面は土問状に硬質である。東壁と南壁東部分に幅15crn、深さ 5cm内

外の壁溝が存在した。カマドは北壁の中央と思われる位置に構築されているが大半が破壊されている。

カマド火床から煙道への立ち上がり部分に焼け込みが確認されるのみである。掘方は東側の一部が20

crnとやや深い他は 5crn内外と浅い。

出土遺物は土師器の杯・ 費、須恵器の坪 ・費、すり石、弥生土器が出土した。土師器坪は内黒が未

処理に比べ圧倒的に多く、高台の付いた碗は認められない。墨書が存在する。嚢は口縁コの字状の武

蔵饗及びロクロ費が存在し、 ロクロ費が主体である。須恵器は坪 ・費共に破片で数も少ない。また、

混入と考えられる古墳時代の土師器及び弥生土器が出土した。

時期は、土師器ロクロ費が主体であること、坪の形状がやや深さを持ち、碗が認められないこと、

-19-



僅かだが数個体分の須恵器坪が認められ、形状もしっかりしていることから、平安時代、 9世紀後半

としたい。
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1 黒褐色土層 (10YR3/2)トム・軽石含む。

2 暗褐色土層 (10YR3/3)日ーム ・軽石含む。

3 極暗赤褐色土層 (5YR2/4)焼土 ・灰 ・炭化物含む。

4 灰褐色土層 (7.5YR4/2)灰多く含む。

5 黒褐色土層 (10YR2/2)トム ・軽石 ・炭化物含む。

6 明赤褐色士層 (2.5YR5/6)焼土層。

7 にぷい黄褐色土層 (lOYR5/4)トム主体。暗褐色土含む。

8 褐色土層 (lOYR4/4)U-1と暗褐色土の混合土。しまりなし。 10 ~上cJ:~
第13図 H4号住居牡遺構 ・遺物実測図
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番号 様種 器形 口径C血 底径cm 総高cm 宮崎 整 ・文 様 残存率 ・部位 備 考

1 土師器 杯 12.7 5.5 4.7 
体部ロクロナデ底部回転糸切り 内面淡い黒色 体部表面

85 
外面7.5YR5!4にぷい褐色

に墨書 部回転実現1III・N区出土

2 土師器 杯 [14.1J [5.5J 4.1 外面ロクロ横ナデ 内面淡い黒色 放射状のナデ 底部から口縁破片
外面7.5YR6!4にぶい燈色
回転実測 検出出土

3 土師器 杯 [16J 外面ロクロナデ 内而黒色処理 ・放射状ミガキ 口縁破片
外面7.5YR7!6燈色
回転実担l H区出土

4 土師器 杯 [18.2J 外面ロクロ横ナデ 内商黒色処理 口縁破片
外面7.5YR7!4にぷい檀色
回転実視i 検出出土

5 土師器 珂= 外面ロクロナデ内面黒色処理表面墨書あり 口縁破片
外商7.5YR6!8燈色
断面実測 E区出土

6 土師器 珂t [11.2J 丸底 5.3 
口縁横ナデ外面へラケズリ・ミガキ 内面ヘラナデ ・放射

口縁から底部破片
外部7.5YR6!6燈色

状暗文古墳時代の混入土器の可能性あり 回転実測 検出出土

7 土師器 ロクロ褒 (24.3J (6.1) 内外面ロク口ナデ 口縁から胴部破片
外面5YR6!6燈色
回転実損'I 1区出土

8 土師器 ロクロ饗 (27.7J (9.4) 内外商ロクロナデ 口縁から胴部破片
外面7.5YR7!4にぷい燈色
回転実担'I m区出土

9 土師器 輔..... [18.5J (7) ロ縁コの字状武蔵褒 口縁横ナデ外面ヘラケズリ 口緑から胴部破片
外面7.5YR5!4にぶい褐色他

内面クシ状工具によるナデ 回転実測 E区出土

10 土師器 古里 6.6 (5.3) 底部外面ヘラケズリ 内面ヘラナデ 底部から胴部破片
外面7.5YR6!4にぷい燈色
回転実測 カマド出土

11 須恵告書 杯 (7.6J (2.4) 体部ロク口敏ナデ 底部回転糸切り 底部から体部破片
外商2.5Y6!1黄灰色
回転実測 検出出土

12 土師器 褒
外商クシ状工具によるナデ 内而ナデ

胴部破片
外面7.5YR7!2明禍灰色

古墳時代の混入遺物の可能性あり 断面実担l 検出出土

第 5表 H4号住居枇遺物観察表 (1)
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番号 器種 器形 口径cm 底径cm 器高C由 調 理竪・:文 様 残存率・官官位 備 考

13 弥生土器 喧量 外面櫛描波状文 混入造物 胴部破片
外面5YR4/2灰褐色他
断面実草剤l 検出出土

番号 器種 器形 最大長(cm)最人幅(cm)最大序(cm) 苦闘 整・文 様 重量(g) 備 考

14 石器 すか磁石 7.15 6.74 6.49 表面にすり・敵きによる窪み 422.23 
E区出土

15 石器 すり石 4 3.71 3.24 表面にすり痕 56.34 
E区出土

上一一一一一一

第6表 H4号住居祉遺物観察表 (2) 

H5号住居i1上

遺構は調査区西の道路東際AF-こ 7グリッドに位置し、西側は撹乱に破壊され、その先は調査

区外となる。主軸はN10 Eである。

平面形態は、調査状況からやや隅丸の方形又は長方形と思われる。

規模は南北2.8m、東西は調査規模の最大で2m、検出面から床面までの深さは18cmを測る。

覆土は不規則な堆積が認められない黒褐色土の単層であることから自然堆積と考えられる。

構造の特徴として、床面は周辺部の一部を除き土問状に硬質である。壁溝及び床面上でピットは確

認できない。掘方時にピット 1個を確認したが主柱穴であるかは判断できない。カマドは北壁に構築

されていたが西側の半分は撹乱に破壊されている。火床と思われる円形の焼土とカマドの構築部分と

思われる北壁外への張り出し部分のみ確認できる。掘方は中央部分及び、壁周辺部は僅かにテラスが

残る程度に浅く、残りの部分をドーナツ状に深く掘り下げた状態である。

出土遺物は土師器の坪 ・費、須恵器の坪・費が出土したが全体的に遺物量は少ない。土師器坪は破

片が僅かに認められる。奮は口縁コの宇気味の武蔵嚢である。須恵器坪は底部回転糸切り後周辺部に

ヘラケズリを施し、焼成が不良な個体と良好な個体が存在するが出土数は少ない。

時期は、ややコの字気味の武蔵聾及び底部糸切り後周辺部ヘラケズリを施す須恵器坪の存在から奈

良時代8世紀後半としたいが、資料不足のため奈良・平安時代、 8世紀後半から 9世紀前半と幅を持

たせたい。
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1 黒褐色土層 (10YR2/3) ) -~ 
万
日
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日ーム ・軽石 ・炭化物含む。しま りなし。

2 黒褐色土層 (7.5YR2/2)

トム・軽石含む。 しまりあり。

3 褐色土層 (7.5YR4β)

トム主体。暗褐色土含む。

4 明赤褐色土層 (2.5YR5/6)焼土層。
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第14図 H5号住居祉遺構・遺物実測図

番号 器積 器形 日後cm 底後cm ~~ïØîc田 調 張・文 様 残存率・部佼 備 考

1 土師器 雪量 [19.4) (6.7) 口縁横ナデ 外面ヘラケズリ 内面ヘラナデ 口縁から胴部破片
外面5YR5/8明赤褐色
回転実測 I区出土

2 土師器 現A‘ 3.8 (2.7) 底部 ・外面ヘラケズリ 内面ヘラナデ 底部から胴部破片
外商lOYR4/3にぷい黄褐色
部回転実担lカマド出土

3 須恵器 勾t [6.4) (2.6) 底部回転糸切り 表面粗い 底部から体部破片
外商lOYR5/3にぷい黄褐色
回転実測 N区出土

4 須恵器 褒 外面平行叩き 内面へラナデ 胴部破片
外面5YR4/2灰褐色
断面実測 E区出土

5 須恵器 褒 外面平行叩き 内面ヘラナデ 胴部破片
外面5YR4/4にぷい赤褐色
断面実測 カマド出土

第 7表 H5号住居祉遺物観察表
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H6号住居吐

番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

撹
舌L

。l

蕩i

器積

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

若語 形

杯

珂t

碗

き壁

褒

苅く

褒

~ I 

D D' 

あ~

口径cm 底筏C血

13.9 5.3 

[14.2) [6.6) 

7.6 

18.5 

[16.7) 

[13.8) 6.3 

'0¥ 

701.200m 
(1 :80) 2m 

1 暗褐色土層 (10YR3/3)焼土 ・炭化物.D-1.・軽石含む。

2 赤褐色土層 (2.5YR4/6)焼土層(火床)。

3 極日音赤褐色土層 (5YR2/3)焼土 ・灰 ・炭化物含む。

4 にぷい赤褐色土層 (5YR4β)焼土 ・灰 ・炭化物含む。

5 にぶい赤褐色土層 (5YR4/4)D-1.主体。焼土含む。

6 暗褐色土層 (lOYR3/3)トム、軽石含む。

7 灰黄褐色土層 (lOYR5/2)日ム主体、暗褐色土含む。

8 灰黄褐色土層 (10YR6/2)日ーム主体、暗褐色土含む。

¥」ノ
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器高C血 調 繋 ・文 様 残存盟事 ・部位 備 考

4.4 外面ロクロナデ内面黒色処理底部回転糸切り 50 
外面7.5YR7/4にぶい燈色
一部回転実測 02出土

4.1 
外面ロクロナデ内而黒色処理底部回転糸切り

口縁から底部破片
外面7.5YR6/6糧色

表面墨書あり 回転実測 01出土

(1.9) 底部回転糸切り後高台貼り付け 内面黒色処理 高台から底部破片
外商10YR5/4にぷい黄褐色他
一部回転実測 02出土

(7.1) 口縁横ナデ・コの字状武蔵費胴部外面ヘラケズリ 内面へ 口縁から胴上部破片
外面5YR6/6燈色

ラナデ 完全実測 I区出土

(7.4) 口縁横ナデ・コの字状武蔵褒胴部外面ヘラケズリ 内面へ 口縁から胴上部破片
外面7.5YR5/6明褐色

ラナデ 回転実測 I区出土

4.25 内外面ロクロナデ底部回転糸切り 表面粗い 40 
外面5Y7/1灰白色
一部回転実測 02出土

外面平行叩き 内面ヘラナデ 胴部破片
外面5Y5/1灰色
断簡実測 01 出土

第8表 H6号住居祉遺物観察表

遺構は調査区西の道路東際Gーあ-9グリ ッドに位置する。遺構の上部は大半がすでに掘削されて

おり、確認できたのは住居祉北壁周辺部の僅かな範囲である。主軸はN40 Wである。

平面形態は残存状況からやや隅丸の方形と考えられる。

規模は調査規模で南北1.2m、東西3.8m、壁の立ち上がりは北壁際で5cm内外を測る。

覆土は検出段階で床面が露出しており、住居祉の基本となる覆土は確認できない。

構造の特徴として、確認できた床面は土問状に硬さをもっ。壁溝、 主柱穴と思われるピ ットは確認

されないが、住居祉の北東及び北西コ ナ と思われる位置に土坑が 2個認められた。カマドは北壁

の中央と思われる位置に構築されている。大半が破壊され、火床の窪みと円形に堆積した焼土が残存

していた。

出土遺物は、床面直上から土師器の坪 ・碗 ・輩、須恵器の杯 ・小型曹が出土した。土師器坪の数は

少ないが内黒が主体である。墨書も認められる。形態は糸切りされた底部から緩やかな湾曲で口縁に

至る。碗は糸切り後高台貼り付けで、高台の接地面が幅広い。費は口縁コの字状を示す武蔵嚢が主体

である。須恵器杯は底部糸切り後緩やかな湾曲で口縁に至る。土師器杯に形状が酷似するがっく り、

22 



焼成はやや不良である。須恵器曹は大型と小型の破片が僅かに出土した。

時期は、口縁コの字状武蔵費の存在、土師器の形状及びっく りが雑になりつつある須恵器の存在か

ら9世紀代としたい。

H7号住居祉

遺構は調査区北東の道路西際AQ-き-3グリッドに位置し、東壁の一部が調査区域外となる。主

軸はNI00 Wである。

平面形態はやや隅丸の方形である。

規模は南北3.3m、東西3.6m、検出面から床面までの深さは35cmを測る。

覆土は周辺部から徐々に堆積した状況を示していることから自然堆積と考えられる。

構造の特徴として、床面は全体的に土問状で硬質である。壁際は中央に比べやや低くなるが壁溝は

確認できない。住居内にピットは認められない。カマドは北壁中央に構築されている。大半が破壊さ

れ、一部の袖と火床に堆積した焼土、火床から北壁外に張りだした燃焼部と煙道への立ち上がりのみ

認められる。掘方は東及び南側の一部を深めに掘った以外は 3cm以内の硬質層のみである。

出土遺物は土師器の坪・碗・費、 須恵器の坪・蓋 ・費 ・鉢、灰紬陶器、すり石、鉄製品が出土した。

土師器坪は糸切りされた底部からやや丸みを持って口縁部に立ち上がる。やや厚みがある。碗は破片

のみで全体の形状が判別できる個体は出土しない。坪・碗の内面黒色処理と通常の処理を施す比率は

破片も含め、通常の処理が黒色処理をやや上回る。嚢は口縁コの字状の武蔵嚢が主体である。一部口

縁 「く」の字状の武蔵費、台付奮が含 まれる。器形の大きいこともあるが本住居吐で破片も含め最も

出土量が多い。須恵器杯は回転糸切りされた底部から開きながらやや丸みを持って口縁に至る。 鉢は

回転糸切りされた底部から聞きながら丸みを持って立ち上がり、口辺付近で大きく内湾する。須恵器

鉢は出土数の少ない形状である。灰紬陶器は口縁部の破片と高台部が出土している。碗または皿と思

われる。高台は三 日月状である。大原2号窯跡に類似する。

時期は、口縁コの字の武蔵費が主体で、灰紬陶器の高台が三日月状であること、須恵器坪がある程

度の比率で出土していることから平安時代、 9世紀後半としたい。
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第16図 H7号住居祉遺構 ・遺物実測図
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1 黒褐色土層 (10YR2/3)

日ーム・軽石・炭化物含む。
2 暗褐色土層(lOYR3/3)

日-1.やや多く、軽石・炭化物含む。
3 暗赤褐色土層 (5YR3/2)
焼土・灰・炭化物含む。

4 暗赤褐色土層 (5YR3/4)
焼土・灰・炭化物やや多く含む。

5 黒褐色土層(lOYR2/2)
焼土・灰・炭化物含む。

6 暗褐色土層 (7.5刊3/3)

日ーム・軽石・炭化物含む。
7 暗褐色土層 (7.5YR3/4)

トム・軽石・炭化物含む。

8 灰褐色土層 (5YR5/2)焼土・灰含む。
9 暗赤褐色土層 (5YR3/3)

焼土・炭化物・粘土含む。
10 暗赤褐色土層 (5YR3/2)粘土層。
11 にぷい褐色土層 (7.5YR5/4)
D-1.主体。炭化物含む。

12 にぷい赤褐色土層 (5YR4β)
焼土・灰含む。

13 暗赤褐色土層 (5YR3/4)焼土・粘土含む。
14 暗褐色土層 (7.5YR3/3)日ームと暗褐色土の
混合土。軽石・炭化物含む。上面硬質。

15 にぷい黄褐色土層 (10YR5/4)トム主体。
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番号 器種 器形 口径C田 底後C皿 器高C田 調 m・文 様 残存率 ・部位 備 考

l 土師器 杯 [13.5J 5.6 4.3 外面ロクロナデ内面ナデ底部回転糸切り 内面淡い黒色 50 
外商5YR6/4にぷい権色他
一部回転実測 I区出土

2 土師器 杯 [14J [6.5J 4.8 
外面ロクロナデ内面ナデ底部回転糸切り・周辺部ケズリ

35 
外商7.5YR7/4にぷい燈色他

内面淡い黒色 回転実担1) E区出土

3 士師器 杯 [13.7J 7.6 5.3 外面ロクロナデ内面ナデ 底部回転糸切り 内面淡い黒色 50 
外面5YR6/6植色
一部回転実測 E区出土他

4 士師器 褒 20.2 (17.8) 口縁横ナデコの字状武蔵褒胴部外面ヘラケズリ 内面へ 口縁から胴下部破片 外面2.5Y6/6燈色
ラナデ 回転実視) 1区・カマド出土

5 土師器 雪量 [20.2J 14.8 
口縁横ナデ ・コの字状武蔵費胴部外面ヘラケズリ

口縁から胴下部破片
外商5YR5/6明赤褐色

内商クシ状工具によるナデ 回転実損1) II区・カマ ド出土

6 土師器 褒 [20.4J 13.4 口縁横ナデ・コの字状武蔵費胴部外面ヘラケズリ 口j縁から胴部破片
外商2.5YR5/4にぷい赤褐色

内面クシ状工具によるナデ 回転実説1) II区・カマド出土

7 土師器 雪量 19 (3.9) 口縁横ナデ・コの字状武蔵現 口縁破片
外面lOYR7/4にぷい黄櫨色
一部回転実測 I区出土

8 土師器 台付費 [15.2J 10.1 17.2 
口縁横ナデ外面ヘラケズリ 内面へラナデ 台部内外面横

25 
外面7.5YR5/4にぷい褐色

ナデ 一部回転実測 H区・カマド出土

9 須恵器 鉢 [19.4J 8.2 9.2 体部上部内外面ロクロ横ナデ 外雨下部へフケズリ 45 
外面5Y7/1灰白色

底部回転糸切り 部回転実測 I区出土

10 灰紬陶骨量 皿or碗 9.1 (1.8) 
底部回転ヘラケズリ後高台貼り付け 一日月高台 部に灰

高台から底部破片
外面lOYR8/1灰白色

利l 完全実出1) IV区出土

11 須恵器 杯 [13.7J 6 4.6 体部内外国ロクロナデ 底部回転糸切り 50 
外面2.5Y6/2灰黄色
一部回転実測 H区・カマド出土

番号 器種 機形 最大長(cm)最大幅(c皿)最大厚(cm) 調 盤 ・文 様 室量(g) 備 考

12 石器 すり石 (8.31) 8.18 3.11 2カ所欠損 表面滑らかなすり面 364.81 
I区出土

13 石器 すり石 6.03 5.11 1.25 表面滑らかなすり面 45.42 
I区出土

14 鉄製品 斧 8.44 3.32 1.92 袋状 105.38 
E区出土

第17図 H7号住居士止遺物実測図 (2) 

第9表 H7号住居祉遺物観察表

H8号住居祉

遺構は調査区西のN一う-9グリ ッドに位置する。 主軸はN 10 Wである。

平面形態、はやや隅丸の方形である。

規模は南北4.7m、東西5.0m、検出面から床面までの深さは65cmを測る。

覆土は壁際から徐々に堆積した状況であることから自然堆積と考えられる。

構造の特徴として、床面は土問状に硬質で、壁際に幅10"-'20cm、深さ 12cm内外の溝が巡る。ピット

は床面上で3個、掘方で2個確認できる。主住穴はPL P 2と考えられる。また、北東コ ナ に

径70cm、深さ20cmの円形及び長軸136cm、短軸92cm、深さ25cmの長方形を呈する土坑が存在する。カ

24-



マドは北壁のほぼ中央に石材及び粘土を使用して構築されている。 燃焼部が住居内に収まる形状で、

北壁から住居内に張り出した袖の一部及び袖に挟まれた焼土の堆積した火床が残存している。火床か

ら煙道部への立ち上がりは、途中一段のテラスを持ち550 程度の傾斜で北壁外70cmに至る。掘方は、

壁周辺部を深めに掘ったドーナツ状で、中央付近は土問状に貼り床を行った程度である。

出土遺物は土師器の坪 ・碗・襲、須恵器の坪・皿・費、灰紬陶器、砥石 ・原石が出土した。土師器

坪 ・碗は糸切りされた底部から聞きながらやや丸みを持って口縁部に至る形態と口縁端部が僅かに外

反する形態が認められ、内面黒色処理の比率が高い。墨書土器も認められ「西 ・財 ・圧・目・井 ・川

.OJ等が判読できた。また、破片資料のため文字の判読ができない墨書も多く出土している。碗の

高台は糸切り後貼り付けで標準的な高さ1.2cm内外を測る。費は口縁コの字状の武蔵費と口縁が僅かに

外反する小型品が認められる。須恵器坪は土師器の坪に形状がほぼ等 しい。灰紬陶器は碗又は皿の口

縁破片と壷の破片が認められる。

時期は口縁コの宇状の武蔵費が主体でロクロ棄が伴わないため9世紀前半の特徴も有するが、灰紬

陶器の存在、 須恵器坪の出土が減少傾向にあることから、平安時代、 9世紀後半としたい。

--<1 

C 

B 

-<1 

よ援 時
第18図 H8号住居祉遺構 ・遺物実測図

。 699.700m (1 :80) 2m 

c' 
B' 

1 黒褐色土層(lOYR2/2)軽石・日-1・炭化物含む。
2 灰褐色土層 (5YR4/2)灰・焼土・炭化物・粘土含む。
3 暗褐色土層 (10YR3/3)軽石・日4・炭化物含む。
4 黒褐色土層 (10YR3/2)軽石・トム・炭化物含む。
5 暗赤褐色土層(5YR3/4)焼土・灰主体。
6 暗褐色土層(10YR3/4)日ムやや多く含む。しまりなし。
7 黒褐色土層(10YR3/2)日ーム・軽石少量含む。
8 黒褐色土層 (10YR2/2)日ーム7"uック・軽石含む。
9 暗褐色土層(10YR3/3)日-1・軽石含む。しまりなし。
10 褐色土層 (10YR4/4)U-1主体。しまりなし。
11 黒褐色土層 (10YR2/3)日4・軽石・炭化物含む。
12 明赤褐色土層 (2.5YR5/6)焼土層。
13 日音赤褐色土層 (5YR3/3)燐土・灰主体。
14 暗赤褐色土層(5YR3/3)焼土・トム・粘土・炭化物含む。
15 極暗赤褐色土層 (5YR2/4)焼土・炭化物・粘土含む。
16 にぷい赤褐色土層 (5YR4/3)焼土・炭化物多く、

粘土含む。
17 極暗褐色土層 (7.5YR2/3)焼土・炭化物少量、軽石含む。
18 灰褐色土層(7.5YR4/2)粘土層。焼土・炭化物含む。
19 褐色土層(lOYR4/4)焼土・炭化物含む。
20 暗褐色土層(10YR3/4)硬質 (床)。

21 褐色土層 (10YR4/4)
日-1.軽石多く含む。

22 にぷい黄褐色土居 (10YR4β)
トム・軽石多く含む。

23 暗褐色土層(10YR3/3)
トム・軽石・炭化物多く含む。
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第20図 H8号住居祉遺物実測図 (3) 

番号 器積 器形 口径cm 底径c皿 銭高c回 鶏 整・文 様 残存里担・部位 備 考

1 土師探 杯 14 5.9 4.5 外面ロクロナデ 内面黒色処理 底部回転糸切り 100 1外完面全実7.5担YIlRM明h褐漬色物

2 土師器 珂t 13.5 6.4 3.8 外表面面墨ロ書クロ「ナデ 内面黒色処理 底部回転糸切り西あり 98 i外完面全実10YR担llM にhぷi宜い物黄権色
3 土師器 珂t 13.3 5.6 4.2 |外底面部回ロク転ロ糸ナ切デり 内面黒色処理 中央から放射状に山形状暗文 100 |外完面全実7.5YR担測測lリl 恥遺物

4 土師器 杯 12.5 6.6 4.5 |外底面部ロ凶ク転ロ糸ナ切デり 内外面面黒墨色書処理ro中l央あかりら放射状に暗文風ミガキ 100 |外完面全実1川剖測l 恥1消世物

5 土師器 杯 13.8 5.3 4.1 |外底面部回ロ転ク糸ロナ切デり 内面黒色処理 中央から放射状ナデ 95 外面全7実.5測YR6/6糧色
完 h漬物1

6 土師器 珂= [13.6) 5.8 4.4 外面回ロ転ク糸ロナ切デ 内面黒色処理 中央から放射状ナデ底部 り 45 外一商部7回5転Y実R7/6樺色
前IJD2出土

7 土伺i器 杯 [13.7) 5.5 4.5 |外底商部回ロ転ク糸ロナ切デり 表内面面黒墨色書処あ理り 中央から放射状ナデ 45 外ー商部7回.5転Y実R7/6権色
担IJD2・カマド出土

8 土師器 杯 [14.2) 5.9 4.3 |外底商部ロ転ク糸ロ切ナデ 表内面面黒墨色処理 中央から放射状ナデ回 り 寄あり 60 外屯面部7回5転Y実R6担/ll6檀色
D2・カマド出土

9 土師器 珂t [13.7) 5.9 4.2 I外底面部回ロ転ク糸ロ切ナデり 表内面面黒墨書色処あ理り ・中央から放射状ナデ 55 外A面部5回Y転R実6/測4にぶい殿色
II-IV区・カマド出土

10 土師器 珂t [13.1) 5.7 3.6 |外底面部回ロ転ク糸ロナ切デ 表内面面黒色処理 中央から放射状ナデり 墨書 「西」あり 60 外面部5回Y転R実6/測4にぷE区い樺出土色

11 土師器 係 [12.7) 4.8 3.6 外面部回ロ転ク糸ロ切ナデ 内面黒色処理・中央から放射状ナデ底 り 45 外一出部7回5転Y実R7視/i4にIぷ区い出燈土色

12 土師器 杯 [14) [6.2) 3.5 外面ロクロナデ内面黒色処理・ナデ底部回転糸切り 20 |外回転面実7.5YR宮市l附燈色
I区出土

13 土師器 巧t [14.3) 6 4 1外表面面僅ロかクロに墨ナ痕デ 内面淡い黒色 ナデ 底部回転糸切り 35 外一面部5回Y転R実6/測6燈色I区出土

14 士師器 杯 [13.4) 5.4 4.9 外面ロクロナデ 内面黒色処理・ナデ底部回転糸切り 35 外一面部回10転YR実7測/3にぷい黄D燈2出色土
I区・

15 土師器 杯 [13.3) 5.5 4.1 |外表面面僅ロかクにロ墨ナ痕デ 内面淡い黒色 ナデ 底部回転糸切り 30 外一面部外回面転5YR6/6樺色
実測 I・IV区 カマド出土

16 土師器 杯 [14.2) 5.8 3.6 外面ロクロナデ内面ナデ底部回転糸切り 40 外回面転実7.5視YlR6/4にぷい樺色
カマド出土

17 土師器 珂t [16.2) 外国ロクロナデ 内面ナデ・放射状ナデ 25 外回面転7実5視YjR6/4にぷい権色他
1.11区出土

18 土師器 珂ミ 12.7 5.6 4.1 外面ロクロナデ 内面黒色処理 ・ナデ底部回転糸切り 85 
外面5YR4/2灰褐色
完全実視IJ Dl出土

19 土師器 碗 14.7 7.9 5.8 |外底面部ロ転ク糸ロナ切デり後高内面黒色り処付理け 表中央面か墨書ら放射財状」ナデ回 台貼 「 あり 90 1外完面全実7.5YR拙IJ 附燈色
h遺物

20 土師器 碗 [15.2) 6.9 5.4 |外底面部ロ台ク貼ロナりデ 内面黒色処理 中央から放射状ナデ 30 
外面5YR6/4にぶい栂色

高 付け 部回転実視IJ lI.m区出土

21 土師器 碗 [17.2) 9.4 8.6 |外底面部ロ回ク転ロ糸ナ切デり後後黒高色台処貼理りド付ミけガキ 内面淡い黒儲面剥離か 25 外回面転実5Y演Rl2/1黒褐色
D2出土

22 土師器 碗 8.2 (2.3) 底部回転糸切り後高台貼り付け 内面黒色処理 高台から底部破片
外面10YR4/2灰黄褐色
完全実視IJ IV区出土

23 土師器 碗 6.8 (2.3) 底部回転糸切り後高台貼り付け 高台から底部破片
外面10YR7/4にぶい賛糧色
完全実測 E区 カマド出土

24 土師器 碗 6.1 (2.1) 底部凶転糸切り後高台貼り付け 内面放射状ナデ 高台から底部破片 外面全実10現YlR8/3浅黄積色
完 W区出土

25 土師器 皿 [12.9) 7.6 3.5 
底部回転糸切り後高台貼り付け 内面黒色処理表商墨痕僅

50 
外面7.5YR6/日稽色

かあり 部回転実視IJ 1.11区出土

26 士師器 皿 [13.8) 外面ロクロナデ 内面黒色処理 口縁破片 外面5YE測R6/6権色I区回転実 . D2出土

27 土師器 皿 外面ロクロナデ内面黒色処理表面墨書 「庄司つあり 口縁破片 外断面面7実5測YR6/3にぷい褐色
I区出土

28 土師器 珂t 外面ロクロナデ内面ナデ表面淡い墨書あり 口縁破片 1外断面面m実視llm明赤褐色l区出土
29 土師録 珂t 外面ロクロナデ内面黒色処理表面盤害あり 口縁破片 外断面面7実5tYR6/3にぷい褐色相I 1lI区出土

30 土師器 杯 外面ロクロナデ内面黒色処理表面墨書あり 体部破片 外断商面実7.5測YR5/6明褐色E区出土

31 土師器 珂t 内外面ロクロナデ表面墨書あり 口縁破片 外断面薗実10測YR6/4にぶい黄燈色
IV区出土

32 土師器 珂= 外面ロクロナデ内面黒色処理表面墨書あり 体部破片 外断面面実10測YR7/4にぷい黄樫色
IV区出土

33 土師器 杯 表面淡い墨書あり 体部破片破片 外断面面実5Y視Rl6/6樟色E区出土

34 土師著書 珂〈 外面ロクロナデ 内面黒色処理 表面淡い墨書あり 底部から体部破片
外面10YR6/4にぷい黄檀色
断面実剖IJ 1区出土

35 土師器 杯 底部回転糸切り 内面黒色処理 表面墨書あり 底部から体部破片外断面面実10測YR5/4にぷい黄褐色
E区出土

36 土師器 鉢 [18.2) 7.8 
8 外面上部ロクロナデ・下部ヘラケズリ 底部向転糸切り後ヘラケズ 45 外面5YR6/4にぶい燈色
リ 部回転実視JDl・掘方出土

37 須恵器 杯 13.7 5.6 4.3 I内内面外黒面色白処理・中央から放射状ナ;:: 97 外而2.5Y7/1灰白色他
クロナデ底部回転糸切り 完全実測IJ 1lI区出土

第10表 H8号住居祉遺物観察表(1)
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番号 器積 器形 口径cm 底径cm 器高cm 鯛 襲・文 様 残存意・郷位

38 須恵器 杯 13.5 5.8 4.6 内外面ロクロナデ底部回転糸切り 90 

39 須恵器 高台付杯 6.7 (1.5) 底部回転糸切り後高台貼り付け 底部墨書あり 高台から底部破片

40 土師器
小型 (12.6) 6.7 13.4 内外商機ナデ底部回転糸切り 50 ロクロ費

41 土師器 小型 (10.4) (8.2) 内外面横ナデ外面耐l毛目状横ナデ 口i縁から胴部破片
ロクロ褒

42 土師器
小型
(12.6) (5.5) 内外面横ナデ 外面刷毛目状横ナデ 内面下部ヘラナデ 口縁から胴部破片

ロクロ褒

43 土師器
小型

6.5 (5.3) 内外面横ナデ底部回転糸切り 底部から}阿部破片
ロクロ費

44 土師器 褒 (14.5) (9.7) 口縁横ナデ外面ヘラケズリ 内面横ナデ 口縁から胴部破片

45 土師器 宮里 (18.8) (7.7) |内晴面横へナラデナデ・口縁コの字状武蔵褒 外面へフケズリ 口縁から銅部破片

46 土師器 雪量 (22.9) (4.4) |内口縁面検ヘナラナデデロ口縁縁ココのの字字状状武武蔵蔵費費 内外面商クヘシラ状ケ工ズ具リによるナデ 口縁から底部破片

47 土師器 褒 (15.8) 外面ヘラケズリ 内面へラナデ 胴部破片

48 土師器 鉢? (11.4) (6.6) 外商ロクロナデ・底部周辺へラケズリ 内面黒色処理 底部から体部破片

49 須恵器 査 (5.9) 内外面ロクロナデ 胴部破片

50 須恵器 雪量 (8.8) 外商自然粕付着・叩き痕 内面同心円当て具痕 頚部から胴部破片

51 灰紬陶器 碗 ロクロ横ナデ灰勅施軸 口縁破片

52 須恵器 褒 外面平行叩き 自然糊付着 内面へラナデ 胴部破片

53 灰紬陶器 査 内外面ロクロナデ内面灰紬 頚部破片

54 灰紬陶器 段皿 内外面ロクロナデ内外面灰粕施粕漬け掛け 体部破片

55 灰勅陶器 壷 内外面ロクロナデ 内外面部分的に灰粕施柑 胴部破片

番号 器 f重 器形 重量大長(c皿最大幅(cm散大}事(cm 調 整 ・文 様 E重量(g)

56 石器 砥石 (13.3) (2.9) (2.6) 左から下側欠損砥面2 すり痕あり 124.34 

57 石器 原石 4.3 3.3 1.5 22.07 

58 石器 ミガキ石 (3.3) (2.1) (2.1) 左側 ・下部欠損 12.33 

第11表 H8号住居祉遺物観察表 (2) 

H9号住居土止

遺構は調査区西のv-お-4グリッドに位置する。主軸はNl10 Wである。
平面形態はやや南北方向に長い方形である。

規模は南北5.9m、東西5.2m、検出面から床面までの深さは55cmを測る。

覆土は壁際から徐々に堆積した状況を示すことから自然堆積と考えられる。

備 考

外完面全実10測YR6/4にぬぷ遺い物黄積色他

外完面全実10測YR7/2にぷい黄燈色
E区出土

外面部7回5転Y実R6測/3にカぷマいド褐出色土

外回面転5YR6/6樫色
実測 ]] . IV区・力7ド出土

外回転面7実5測YR6/6燈色他
IV区 ・カマド出土

外完面全実7.5測YR6/3にぷい褐色
E区 ・カマド出土

|外回商転実7.5YR測 附燈色
]] . IV区出土

i外回面転実7.5YR測 川ぷい燈色
E区 ・カマ ド出土

l外回商転実7.5YR測 M にぷい糧色
m.IV・Dl出土

外回面転実7.5担YljR6/6糧色
IV区・カマド出土

|外回面転問実担IJ附燈色1 ']]'D2区出土

|外回面転2実m測 /2灰黄色他
W区出土

外断商面5実Y相Rll5/3にぷい赤褐色
I区出土

外断面面2実5taYll8/1灰白色
カマド出土

外断面面実7.5視YlR5/1灰色他
I区出土

外断面面実7.5視YlR8/1灰白色
E区出土

外断面面実10測YR7/1灰白色
I区出土

外面面実7.5測YR8/1灰白色
断 固区出土

備 考

E区出土

E区出土

I区出土

構造の特徴として、床面は土問状を呈し硬質であり、中央付近はほぼ平坦だが周辺部は壁に向かつ

て、緩やかに傾斜し、一部軟弱な面も認められる。壁際には壁溝が掘り込まれ、壁柱穴と思われるピ

ットが存在する。南壁際はピッ ト及び窪み等の掘り込みによって溝は不明確である。主柱穴は床面上

で不鮮明であったためPLP2の確認にとどまり、残りのP3、P4は掘方での発見である。カマドは

北壁の中央に石材及び粘土を使用して構築されている。燃焼部が住居土止内に収まる形状である。本体の

大半は破壊され、両袖の一部と焼土の堆積した火床及び煙道部に至る壁外の張り出した立ち上がりが残

存している。火床から煙道部への立ち上がりは600 程度の傾斜で北壁外60cmに至る。掘方は東側半分

と西壁際の一部が中央に比べ深く掘り下げた形状で、他の地域は硬質の貼り床のみ認められる。

遺物は土師器の坪 ・碗 ・費、須恵器の坪 ・費、灰粕陶器、すり石 ・編物石、鉄製品が出土した。士

師器碗は糸切りされた底部から開きながらやや丸みを持って口縁部に素直に立ち上がる形状に加え、体

部下部に丸みを持って立ち上がり、やや器高が低い形状が存在し、内黒が主体である。口縁部にタ

ル状の煤が付着する個体も認められる。灯明として使用された可能性が考えられる。また、墨書も多

く存在し、判読できるものに「西 ・十」が存在した。土師器費は口縁コの字状の武蔵喪と 口ク口費が

認められる。須恵器は坪 ・高台付坪が出土し、形状の残る個体は少ない。灰紬陶器は血 ・碗が存在し、

高台は接地面がやや広く、断面隅丸方形状である。他に混入品として古墳時代の土師器、弥生土器が

僅かに出土している。

時期は口縁コの字状の武蔵曹とロクロ費が共存すること、須恵器杯が減少傾向ではあるが一定量出

土している ことから 9世紀後半としたいところだが、坪に体部下部に丸みを持ち器高の低めの形状が

含まれ、灰粕陶器の高台がやや低く方形状である ことか ら、 9世紀後葉から 10世紀前半と幅を持たせ

たい。
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1 黒褐色土層(lOYR2/3)トム・ 軽石 ・炭化物含む。

2 暗褐色土層 (10YR3/3)日ーム・軽石 ・炭化物含む。

3 黒褐色土層(lOYR2/2)トム ・軽石・炭化物含む。

4 暗褐色土層(lOYR3/3)トム粒・軽石 ・炭化物含む。

5 暗赤褐色土層 (5YR3/3)焼士・ 灰 ・炭化物含む。

6 暗赤褐色土層 (5YR3/3)焼土・炭化物・灰多く含む。

7 暗褐色土層 (10YR3/4)日ーム ・軽石多く含む。しまりなし。

8 B音褐色土層 (10YR3/3)日ーム・軽石含む。しまりなし。

9 褐色土層 (7，5YR4β)トムやや多く含む。しまりなし。

10 極暗褐色土層 (7.5YR2/3)日ーム・軽石含む。しまりなし。

11 暗褐色土層 (10YR3/3)口一ムやや多く、軽石含む。

D' 
12 黒褐色土層 (10YR2/3)軽石・トム・炭化物含む。

D 
13 赤褐色土層 (5YR4/6)焼土・灰含む。

14 檀色土層 (5YR6/8)焼土層。

15 暗赤褐色土層 (5YR3/4)焼土・炭化物やや多く含む。

16 灰褐色土層 (5YR4/2)粘土層。 一部焼土化。

17 褐灰色土層(5YR4/1)粘土層。

18 明赤褐色土層 (2.5YR5/6)焼土層。
H H' G G' F F' 

場
19 にぷい黄褐色土層 (10YR4β)日ームと暗褐色土の混合土。やや硬質。

ゐ 会揚 務
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番号 書量 積 器形 口径c皿 底径cm 骨量高c皿 Z間 型産 ・文 係 残存E巨・害事位 備 考

1 土師器 旬t 13.2 5 4.2 
外商ロクロナデ 内面黒色処理 中央から6本の放射状暗文

80 
外而7.5YR6/4にぷい檀色他

底部回転糸切り 口唇部に煤痕 灯明としての使用の可能性あり 完全実担j N区出土

2 土師器 杯 13.2 5.7 3.7 
外面ロクロナァ 内面黒色ナデ・中央から十字状暗文 底部回転

80 外面7.5YR6/6燈色
糸切り 完全実がl カマド出土

3 土師器 杯 13.6 5.8 4 
外面ロクロナデ・下部議面剥離 内面黒色処理・中央から放射状ナァ

55 
外面10YR8/4浅黄燈色

底部回転糸切り 部回転実視1) N区出土

4 土師器 珂t 12.8 4.9 4.7 
外面ロクロナデ 内面黒色処理・中央から放射状ナァ 底部回転糸切り

90 
外面5YR6/4にぷい燈色

口唇部に煤痕 灯明としての使用の可能性あり 完全実測 ぬi監物

5 土師器 杯 (15.8) 6 5.9 
外面ロクロナァ 内面黒色処理・中央から十字状暗文 底部回転

60 
外商7.5YR6/4にぶい栂色

糸切り 部回転実測 E区出土他

6 土師器 杯 (13.8) 6.5 4.9 
外面ロクロナァ 内面黒色処理・中央から放射状ナァ

40 外面7.5YR6/6燈色
底部回転糸切り後一部にクシ状工具によるナデ 部回転実測 E区出土

7 土師器 杯 13.8 5.4 5 
外商ロクロナァ 内面黒色処理 ・中央から放射状ナデ

80 
外面7.5YR5/4にぷい掲色

底部回転糸切り 表商品占書「西Jあり 完全実測 E区出土

8 土問i器 杯 13.5 5.8 4.6 外商ロクロナァ 内面黒色処理・中央から5本の放射状暗文 90 
外面7.5YR6/4にぷい燈色

底部回転糸切り 表面墨書「十」あり 完全実測 ぬ遺物

9 土師器 杯 (13.5) 6 4.2 外面ロクロナデ内面黒色処理底部回転糸切り 30 
外面5YR4/4にぷい赤褐色
部回転実測カマド鍋方出土

10 土師器 珂Z 13.4 6.2 4 
外而ロクロナァ 内面黒色処理 ・中央から十字状暗文 底部回転

40 外面7.5YR6/4にぶい燈色
糸切り 完全実測 カマド出土

11 土師器 珂= 13.3 5.4 4 
外面ロクロナァ 内面黒色処理 ・中央から淡い十字状暗文

70 外面5YR6/6檀色E他
底部回転糸切り 完全実視l 区出土

12 土師器 杯 13.4 5.8 4.4 
外而ロクロナァ 内面黒色処理・中央から放射状ナァ

80 
外而7.5YR4/2灰褐色他

底部回転糸切り 表面黒色 完全実測 E区出土

13 土師器 杯 (12.8) (5.6) 4.3 外面ロクロナデ・下部ナデ内面黒色処理底部回転糸切り 30 外商7.5YR5/4にぶいカ褐Tド色掘他: 
回転実訂) 11区・ 方出土

14 土師器 杯 (14.4) (6.8) 4.5 
外而ロクロナァ下部部ナァ内面黒色処理

30 
外面7.5YR6/4にぶい燈色

底部回転糸切り後一部ナデ 回転実担1) H区銅方出土

15 土師器 珂t (13.3) (6) 3.4 
外面ロクロナァ 内面黒色処理 中央から放射状ナァ

30 
外面5YR6/4にぷい燈色

底部回転糸切り ー部回転実測 町区出土

16 土師器 杯 (13) (5.1) 4 
外而ロクロナァ 内面黒色処理・中央から放射状暗文

30 
外面7.5YR6/6宿色

底部回転糸切り 部回転実測 I区出土

17 土師器 杯 (14.2) 7.3 4.7 
外面ロクロナァ 内面黒色処理・中央から放射状ナァ

40 外面7.5YR7/4にぶい物燈色他底部回転糸切り 回転実測 tb逃

18 土師器 坪 (13) 7.6 3.6 
外面ロクロナァ 内面黒色処理・中東事ら放射状ナァ

50 
外面2.5YR5/6明赤縄色他

底部回転持切り 部回転実測 E・N区出土

19 土師器 杯 (12.8) 5 4.1 
外面ロクロナァ 内面黒色処理ミコミ部円形状ナァから放射状ナァ

40 外面2.5YR6/6檀民主色J立物
底部回転糸切り 部回転実測

20 土師器 珂t (13) (5.9) 3.3 外面ロクロナデ内面黒色処理・円形ナデ底部回転糸切り 30 
外面10YR6/4にぷい賞樫色
回転実測 N区出土

21 土師器 勾t (14.8) (6.7) 5 
外面ロクロナァ 内面中央から放射状暗文底部回転糸切り

20 外面5YR5/4にぶ区い出赤土褐色
表面に墨書あり 回転実測 皿

22 土師器 珂く (15.2) (5.6) 5.9 
外面ロクロナァ表面やや剥離 内面黒色処理・中央から放射状

30 外面2.5YR4/6赤褐区色出他土ナデ 回転実測 皿

23 土師総 珂t 底部回転糸切り 底部墨書「西Jあり 底部破片
外面7.5YR7/6燈色
断面実測 カマド出土

24 土師器 杯 (14.2) 内外面ロクロナデ 内面黒色処理痕 口縁破片
外面10YR6/3にぷい黄檀色他
回転実測 E区出土

25 土師器 珂= (13.4) 外面ロクロナデ内面黒色処理 日縁破片 外面7.5YR5/4にぷい担褐方色出他土
回転実視) 11区

26 土師器 杯 14.8 外面ロクロナデ内而黒色処理 口縁破片 外面5YR6/4にぷいI燈V区色出
回転実担1) 11- 土

27 土師探 碗 (14.4) 8 5.6 
外面ロクロナァ 内面黒色処理・中央から十字状暗文

35 外面7.5YR6/4にぷいE燈区色出他土
底部凶転糸切り後高台貼り付け 回転実視1) 11. 

28 土師器 碗 8 (3) 内面黒色処理 底部回転糸切り後やや足高の高台貼り付け 荷台から底部破片 外面部5凶Y転R実4/t2ilj灰h褐遺色物

29 土師器 碗 7.4 (4.7) 内面黒色処理 底部回転糸切り後高台貼り付け 高台から体部破片 外一部面10YR5/4にぷいド黄出褐土色他
回転実視1) カマ

30 土師器 碗 7.7 (1.9) 内面黒色処理 底部回転糸切り後高台貼り付け 高台から底部破片 外一面部5YR5/4にぶ区い赤出土褐色
回転実担1) 11 

31 土師器 碗 7.5 (2.2) |付内面け黒色処理 中央から十字状暗文 底部回転糸切り後高台貼り 高台から底部破片 外商5YR5/3にぷ区い赤出土褐色部回転実証!IJ 11 

32 土師器 碗 (12.5) (4) 外商ロクロナデ内面黒色処理! 底部回転糸切り 高台欠損 口縁から底部破片 外一商部5YR4/3にぷマい赤ド褐出土色
回転実視lカ
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番号 器積 著書 形 口径cm 成後cm 器高c皿 宮間 整・文 様 残存準 ・部位 備 考

33 土師器 碗 [16.2) (7.6) 5.6 内外面ロクロナデ底部回転糸切り 口i縁から底部破片
外面10YR8/4浅黄燈色
回転実測 カマ ド出土

34 土師器 珂= 内外而ロクロナデ 内面暗文表面墨香あり 口縁破片 外断面面実5Y測R5/6明赤褐色他E区出土

35 土師器 事干 外面ロクロナデ 内面黒色処理 ・暗文表面盤諮あり 口縁破片
外面5YR5/4にぷい赤褐色
断面実副IJ E区出土

36 土師器 珂t 外面ロクロナデ 内面黒色処理表面墨書 「西」 ワあり 体部破片
外面7.5YR6/6権色
断面実損IJ E区出土

37 土師器 杯 外面ロクロナデ内面黒色処理表面盤香「西J?あり 体部破片
外面5YR5/4にぶい赤褐色
断岡実調IJ E区出土

38 土師器 杯 外面ロクロナデ内面黒色処理表面到l書あり 口縁破片
外商2.5YR6/6樫色他
断面実証l'J I区出土

39 土師探 杯 外面ロクロナデ内面黒色処理表面盤書あり 口縁破片 |外断面面実mtHll5/3にぷい赤褐色E区f:U土

40 土師器 杯 外面ロクロナデ 内面黒色処理表而盤番あり 口縁破片
外面5YR6/4にぶい樟色
断面実i!l'J E区掴方出土

41 土師器 杯 ロクロナデ表而墨書あり 体部破片
外面5YR6/4にぷい概色
断面実視| 田区出土

42 土師器 杯 外商ロクロナデ内面黒色処理表面墨書あり 底部から体部破片
外面2.5YR6/6燈色
断面実泊J IV区出土

43 土師器 杯 外面ロク口ナデ内面黒色処理 表面墨書あり 口縁破片
外面7.5YR5/4にぶい褐色他
断面実測 I区出土

44 土日市器 杯 外面ロクロナデ内面黒色処理表而墨書あり 口縁破片
外面7.5YR6/3にぶい褐色他
断面実証明

45 土姉器 杯 外面ロクロナデ内而ナデ表而E墨書あり 体部破片
外面5YR5/4にぶい赤褐色他
断面実測 W区出土

46 土師器 杯 外面ロクロナデ 内而ナデ表面墨書あり 体部破片
外面面実5Y測R5/3にぷい赤褐色
断 カマド姻方出土

47 土師器 珂t 外商ロクロナデ内面黒色処理表面墨書あり 体部破片
外断面面実2.5測YR5/4にぶい赤褐色

E区出土

48 土師若宮 杯 外面ロクロナデ内面黒色処理 表面墨書あり 体制i破片
外面5YR6/6燈色
断面実測 E区出土

49 土師器 杯 外商ロクロナデ内面黒色処理 表面墨書あり 体部破片
外面7.5YR6/4にぶい燈色
断面実視l IV区出土

50 土師器 杯 外面ロクロナデ内面黒色処理表面墨書あり イ本部破片
外面7.5YR6/4にぷい燈色
断面実測 E区出土

51 土師器 ロクロ褒 [15.4) (7.6) 内外商ロクロナデ ロ縁から胴部破片
外面5YR5/6明赤褐色
回転実測 E区出土

52 土問J器 褒 [19.7) (13.4) 口縁検ナデコの字状武蔵現外面ヘラケズリ 内面ヘラナデ 口縁から胴部破片
外面5YR4/3にぷい赤褐色他
回転実測 II. m区出土

53 土師器 古車 21.1 4.8 22.9 円縁償ナデ・コの字状武蔵費外繭ヘラケズリ 内商へラナデ 80 
外面5YR5/3にぷい赤褐色
完全実測 E区出土

54 須恵、器 杯 6.1 (2.6) 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 底部から体部破片
外面2.5Y6/1黄灰色
一部回転実視IJIV区出土

55 須恵器 高台付杯 6.1 (2.1) 底部回転糸切り後荷台貼り付け 荷台から底部破片
外面7.5YR6/1褐灰色
一部回転実測 W区出土

56 須恵器 褒 外而平行叩き 内市I無文当て具痕 ・ナデ 胴部破片
外面N3/0暗灰色
断面実測 I区出土

57 須恵告書 勢t電、 外面平行叩き 内面無文当て具痕 ・ナデ 胴部破片
外商N4/0灰色
断面実測 I区出土

58 灰粕陶器 皿 [18.6) [10) 3.3 内外面ロクロナデ高台貼り付け 漬け掛け 口縁から高台破片
外面5Y7/2灰白色他
回転実測 W区・カマ戸畑方出土

59 灰紬陶器 碗 (14.2) 内外商ロクロナデ灰紬施軸 口縁破片
外面2.5Y7/1灰白色他
回転実測 I区出土他

60 灰紬陶穏 碗 [20) 内外而ロクロナデ 灰糊施剰l 口縁破片
外蘭7.5Y7/1灰白色他
回転実測 H区出土

61 灰利1陶器 皿or碗 [7.2) (2.1) 内外面ロクロナデ ・灰粕施利 高台貼り付け 高台から体部破片
外面7.5Y8/1灰白色
回転実測 E区出土

番号 器積 器形 阪大長(ω院大幅(c阻阪大序(cm 調 繋・文 様 震最(g) 備 考

62 石器 編す物り石石・ 8.9 5.3 4.5 l面にすり痕 306.1 
E区出土

63 石器
編物石・

7.7 5.7 3.8 側面に破打痕 199.06 
I区出土

敵石

64 石器 すり石 3.5 3.3 2.3 全体にすり痕 28.73 
W区出土

65 鉄製品 刀子 (14.22) 1.35 0.53 基部先端部欠鎖 15.72 
h造物

66 鉄製品 刀子 (21.5) 1.45 0.57 刃部先端欠煩 29.6 
II:J.造物

第13表 H9号住居祉遺物観察表 (2) 

HI0号住居祉

遺構はv-け 4グリッドに位置し、 H12を切る。 主軸はカマドを基準としてN80 Wである。
平面形態は平行四辺形的で隅の丸い方形である。規模は南北3.4m、東西3.5m、検出面から床面まで

の深さは最大で64crnを測る。

覆土は壁際から徐々に堆積した状況が見受けられることから自然堆積と考えられる。

構造の特徴と して、床面は地山の軽石が多く凹凸はあるが、全体的には硬質である。壁溝は西壁か

らコの字状に認められる。ピットは確認できない。カマ ドは南東コ ーナー付近に構築されている。 粘

土と石材を利用していたと考えられるが、大半は破壊され使用された石材が散在している。カマドの

燃焼部は火床の位置から壁内と壁外にまたがるように構築されていたと思われ、火床から煙道部への

立ち上がりは600 程度の傾斜で東壁外40crnに至る。掘方は全体的に10crn内外の厚みで軽石の多い地山

のロームを主体とした黄褐色土が埋め込まれ硬質化している。

遺物は土師器の坪 ・碗 ・費、須恵器の杯、灰紬陶器、敵石が出土した。土師器坪は糸切りされた底

部から聞きながら内湾気味に、又は底部から丸みを持って立ち上がり、器高がやや低い形状で、つく

円

L
nべU



りは組く、黒色処理された個体が多い。碗は器厚がやや厚手で、高台が足高気味の個体と薄く体部高

台ともに大きく開く個体が認められる。また、内面に花びら状の暗文を施す個体も存在する。費は厚

手で体部にヘラケズリを施す。須恵器杯は破片で数も 6片と僅かである。灰軸陶器は破片が4片出土

した。

時期は、器高の低めの坪及び足高気味の碗が主体であることから平安時代、 9世紀後葉から 10世紀

前葉としたい。
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699.500m 
o (1:80) 2旧

1 黒褐色土層 (10YR2/3)日ーム・軽石・炭化物含む。

2 暗褐色土層 (10YR3β)日ーム・軽石やや多く含む。

3 暗褐色土庖 (10YR3/4)日ーム・軽石多く含む。

4 黒褐色土層 (10YR2/3)トム ・軽石含む。

5 にぷい黄褐色土層 (10YR4β)日ーム多く含む。しまりなし。

6 極暗赤褐色土層 (5YR2/3)焼土・灰・炭化物含む。

7 ff音赤褐色土層 (5YR3β)焼土 ・灰多く含む。

8 極H音褐色土層 (7.5YR2/3)焼土 ・灰 ・炭化物含む。

9 暗褐色土層 (7.5YR3/4)焼土 ・灰少量含む。

10 にぷい褐色土層 (7.5YR6/3)日ーム主体・焼土・灰含む。

11 B音赤褐色土層 (5YR3/2)焼土 ・灰 ・軽石含む。

12 極H音赤褐色土層 (5YR2/3)焼土・粘土・炭化物含む。

13 赤褐色土層 (2.5YR4/6)焼土層(火床)。

14 明赤褐色土層 (2.5YR5/6)焼土層(奥壁面。硬質)。

15 極暗赤褐色土層 (5YR2/4)焼土 ・炭化物含む。しまりなし。

16 褐色土層 (10YR4/4)日ーム多く、軽石含む。しまりなし。

17 黒褐色土層 (lOYR2/3)日ーム・軽石含む。ややしまりなし。

18 にぷい黄褐色土層 (10YR5/3)日ーム主体。軽石多く含む。
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第25図 H10号住居祉遺物実測図 (2) 
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番号 器穫 器形 口径C皿 底径cm 器高cm 調 事l.文 様 残存率 ・部位 備 考

l 土師器 杯 12.2 6.4 3.7 外面ロクロナデ 内面へラミガキ 底部回転糸切り 60 
外面7.5YR6/4にぶい積色
完全実視j W区出土

2 土師器 杯 (12.9) 6.2 3.7 
外面ロクロナデ 内面へフミガキ ・階文・黒色処理底部回

70 
外面5YR5/4にぷい赤褐色

転糸切り 回転実担j 1tl.遺物

3 土師器 杯 (13.2) 5.8 3.6 外面ロクロナデ 内面黒色処理底部回転糸切り 80 
外而5YR5/4にぷい赤褐色
回転実測 1tl.遺物

4 土師器 珂t 12.6 5.2 4.5 外面ロクロナデ 内面黒色処理 底部回転糸切り 60 
外商5YR6/6燈色
完全実測 W区l白土

5 土師器 珂t (12.9) 5.6 4.3 
外面ロクロナデ内而黒色処理底部回転糸切り 全体に煤

50 
外面7.5YR3/1黒褐色

付着 回転実測 1 . IV検出出土

6 土師器 杯 (12.7) 5.6 3.9 
外而ロクロナデ 内面中央から放射状6本の暗文 ・黒色処理

50 
外面7.5YR6/4にぶい燈色

底部回転糸切り 回転実証l I区出土

7 土問I器 碗 15.8 6.8 5.4 
外面ロクロナデ 内面中央から十字状暗文・黒色処理

70 
外面5YR6/6糧色

底部回転糸切り後高台貼り付け 完全実測 h遺物

8 土師器 碗 15 (5.7) 
外面ロクロナデ後ナデ 内面中央から花びら状暗文・黒色処理

80 
外面5YR5/3にぷい赤褐色他

底部回転糸切り ・高台欠損 完全実測 恥造物

9 土師器 碗 7.8 (3.5) 
内面中央から放射状ミガキ ・黒色処理 高台から体部 外商5YR7/6檀色
底部回転糸切り後やや足高高台貼り付け 下部破片 完全実測 町区出土

10 土師器 碗 7.4 (3) 
内面ミガキ ・付着物多い 高台から体部 外商5YR5/6明赤褐色
底部回転糸切り後高台貼り付け 底部付着物多い 下部破片 完全実測 I区出土

11 土師器 ロクロ褒 (21) (11.8) 口縁胴上部ロクロナデ胴下部外面ヘラナデ 内面ヘラナデ 口縁から胴部破片
外面7.5YR5/2灰褐色
回転実測 1tl.遺物

12 土師器 ロクロ褒 (18.6) (8.6) 内外面ロクロナデ後ヘラナデ表面線刻あり 口縁から目阿部破片
外面5YR6/3にぷい樺色
回転実測 E区出土

13 土師器 饗 外面ヘラケズリ 内面へラナデ 胴部破片
外面7.5YR6/6檀色
断面実測 I区出土

14 土師器 鉢 外面ロクロナデ 内面ヘラミガキ ・黒色処理 体部破片 外断面面7実.5測YR7/4にIVぷ区い・櫨検色出出土

15 土師器 雪E (4) (20.3) 外面へラケズリ 内面ヘラナデ 底部から胴部破片 外同面転5実Y測R6/4にぷい積色他W区・E区出土

16 土師器 音量 (11.3) 外面ヘラケズリ 内面へラナデ 胴部破片 外回面転5実Y測R2/l黒褐色
1 . II.IV区出土

番号 君苦 種 器形 最大長(cm)最大幅(cm)掻大序(c盟) 調 襲 ・文 様 重量(g) 備 考

17 石器 敵石 16.7 4.9 3.3 正面に敵打痕 280.81 
1tl.遺物

第14表 H10号住居祉遺物観察表

Hll号住居牡

遺構はWーあ-5グリッドに位置する。主軸はN460 Eである。

平面形態は長方形である。

規模は南北3.6m、東西3.0m、検出面から床面までの深さは最大で18crnを測る。

覆土は黒褐色土の単層で炭化材が多く含まれていることから焼失住居の可能性が認められる。

構造の特徴として、床面は全体的に平坦である。東壁から南壁の一部以外に幅15crn、深さ8cm内外の

壁溝が認められる。ピットは床上で4個、掘方で 3個確認できたが、位置的に主柱穴とは断定できな

い。また、 北東及び南西コ ナ に土坑が存在する。カマドは北壁の中央に構築されている。火床の

位置から燃焼部が住居内に収まる形状である。大半は破壊されているが、袖の一部、焚き口部の天井

石と焼土の堆積した火床、壁外への立ち上がりが確認できる。火床から煙道部へは20cm程度水平の後

10cm立ち上がり、テラスを持った後再び600 程度の傾斜で北壁外30crnに至る。掘方は20crnの厚みで

地山のロームを含む暗褐色土が埋め込まれ、上面が硬質化している。
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遺物は土師器の高杯・費 ・甑・査が出土した。高坪は脚部欠損した坪部である。甑は単孔で小型の

やや聞きながら 口縁に至る個体と中型で口辺部が外反する 2種が存在する。

時期は高杯の坪部の形状から古墳時代、 5世紀後半としたい。
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<(1 699.800m 
(1:80) 2m 

1 黒褐色土層 (10YR2/3)D-A'軽石 ・炭化物含む。

2 黒褐色土層 (10YR2/2)焼土 ・炭化物含む。

3 暗赤褐色土層 (5YR3/4)焼土 ・灰 ・粘土粒含む。

4 黒褐色土層 (10YR2/3)日ーム・軽石含む。しまりなし。

5 暗褐色土層 (10YR3/4)トム主体。しまりなし。

6 a音褐色土層(lOYR3β)日ームやや多く、軽石・炭化物含む。
7 極暗赤褐色土層 (5YR2/4)燐土層。

8 黒褐色土層 (5YR2/2)焼土・炭化物含む。

9 黒褐色土層 (7.5YR2/2)トム・炭化物 ・軽石含む。

10 暗褐色土層 (7.5YR3/3)燐土 ・炭化物・軽石含む。

11 褐色土層 (7.5YR4/3)粘土層。

12 極暗褐色土層 (7.5YR2/3)トム・炭化物含む。

13 a音褐色土層 (10YR3/4)日ーム多く含む。上面やや硬質(床)。
14 黒褐色土層 (10YR2/3)しまりなし。
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第26図 Hll号住居士止遺構 ・遺物実測図
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番号 器種 線形 口径cm 底径C皿 器高cm 調 型豊 ・文 様 残存率・部位 備 考

l 土師器 高杯 16.4 (6) 杯部体部外面ミガキ・底部ヘラケズリ・ミガキ 杯部90
外面2.5YR5/6明赤褐色

内面中央から細かい放射状ミガキ 完全実測 カマド・I区出土

2 土師器 甑 14.6 3.6 9.5 外面ヘラケズリ 内面ヘラナデ底部径2cmの穿孔 98 
外面lOYR7/6明赤褐色
完全実測 地主遺物

3 土師器 甑 21.8 [7.8) (18) 外面へフケズリ後ナデ・ミガキ 内而へフナデ ミガキ 90 
外商7.5YR6/4にぷい燈色他
完全実測 1h遺物

4 土師器 褒 16 (24.8) 外面ヘラナデ・ヘラミガキ 内面ヘラナデ・ 一部ヘラミガキ 60 
外面2.5YR4/4にぷい赤褐色他
完全実現1I 1h遺物

5 土師器 き聖 8.2 (19.8) 外而ヘフケズリ 内面へフナデ
底部から胴部 外面7.5YR6/4にぷい燈色他
下部破片 完全実削J 1区・検出出土

初夢



H12号住居祉

遺構はV く-5グリ ッドに位置し、 H10に切られる。主軸はN40 Wである。 遺構の大部分は撹

乱に破壊されている。

平面形は残存状況から方形と考えられる。

規模は南北4.7m、東西4.3m、検出面から床面までの深さは25cmを測る。

覆土は残存箇所で極暗褐色土の単層であった。

構造の特徴として、残存箇所の床面は硬質で壁際に幅15cm、深さ 10cm内外の壁溝が存在する。ピッ

トは西壁中央に床面からの深さ60cm、住居祉中央付近に床面からの深さ80cmと考えられるピットが認

められ、 2本柱の主柱穴と考えられる。カマドは東壁のやや南寄りに構築されているが多く を撹乱に

破壊され、火床の一部とカマドの立ち上がり先端部、南袖が残存している。カマドの構造は燃焼部が

壁内に設置される形状である。袖の南側である南東コーナ には形状の残る良好な土師器杯が多数出

土し、周辺には粘土が散在している。掘方は残存部が壁際である ことから最も深いところでは40cmを

測り、上部に6cm内外の厚みで貼り床層が認められる。
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遺物は土師器の杯 ・碗 ・輩、須恵器の高台付

坪が出土した。土師器坪はいびつで体部下部か

ら丸みを持って立ち上がり、やや器高が低い個

体が主体で、黒色処理が多い。墨書土器が存在

する。碗の器厚は厚く、高台は足高気味である。

費は口縁コの字状の武蔵鷺の破片が認められる。

須恵器は墨書された杯の破片と低い高台を持つ

高台付杯が僅かに認められる。

時期は土師器杯の形状、足高気味の碗の存在

及び須恵器の減少が認められる事から平安時代、

9世紀後半から10世紀前葉としたい。

699.200m 
O (1 :80)2m  

1 極暗赤褐色土層 (5YR2/3)焼土・粘土・炭化物含む。

2 極暗赤褐色土層 (5YR2/4)焼土・粘土 ・炭化物やや多く含む。

3 晴赤褐色土層 (5YR3/6)焼土多量で、粘土 ・炭化物含む。

4 極暗褐色土層 (7.5YR2/3)トム ・軽石 ・炭化物含む。

5 赤褐色土層 (2.5YR4/6)焼土層。

6 にぷい赤褐色土層 (5YR5/3)焼土 ・炭化物多く含む。

7 にぷい赤褐色土層 (5YR4/3)焼土 ・炭化物含む。

8 燈色土層 (2.5YR6/8)燐土ブロック含む。

9 にぷい黄燈色土層 (lOYR7/4)粘土層。

10 褐色土層 (7.5YR4β)粘土粒 ・焼土 ・炭化物含む。

11 暗褐色土層 (7.5YR3/4)炭化物 ・焼土含む。

12 にぷい燈色土層 (7.5YR7/4)日ーム主体。 炭化物 ・焼土含む。

13 黒褐色土層 (7.5YR2/2)焼土 ・炭化物 ・灰やや多く含む。

14 B音褐色土層 (lOYR3β)上前硬質。トム .B音褐色土の混合土。

15 にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)日ーム主体。暗褐色土含む。

第27図 H12号住居牡遺構 ・遺物実測図
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第28図 H12号住居祉遺物実測図 (2) 

番号 ~種 器形 口径cm 底径C血 総高c田 調 繋・文 様 残存率 ・部位 備 考

l 土師器 珂t 13.3 5.9 4.5 
外面ロクロナデ 内面中央から放射状ミガキ・黒色処理

90 
外商7.5YR6/3にぷい褐色

底部回転糸切り 表面盛香あり 完全実出IJ rn遺物

2 土師器 杯 13.7 5.5 4.5 
外面ロクロナデ 内面中央から放射状ミガキ・黒色処理

75 
外面5YR6/4にぷい燈色

底部回転糸切り 完全実捌IJ W区・カマド出土

3 土師器 珂t 13.3 6.2 4.3 
外面ロクロナデ 内面中央から放射状ミガキ・黒色処理

80 
外面7.5YR7/6燈色他

底部回転糸切り 表面墨書あり 完全実測 カマド脇出土

4 土師器 珂t 14 5.7 3.9 
外面ロクロナデ 内面中央から放射状ミガキ黒色処理

100 
外面7.5YR4/3褐色他

底部回転糸切り 口唇部煤付着灯明として使用の可能性あり 完全実測 カマド脇出土

5 土師骨骨 碗 15.1 (5.3) (4.8) 
外面ロクロナデ 内面黒色処理 底部回転糸切り ・高台欠損

90 
外面5YR4/6昔、褐色他

表面墨書「庄」あり 完全実測 カマド脇出土

6 土師器 杯 (16) (7.4) 4 外面ロクロナデ 内面黒色処理底部回転糸切り 30 
外商10YR3/1録制色他
回転実測 カマド脇出土

7 土師器 珂= (14.4) (5) 4.4 内外面ロクロナデ底部凶転糸切り 20 
外面lOYR7/2にぷい黄燈色他
回転実測 N区出土

8 土師器 珂= 5.3 (1.7) 内面黒色処理底部回転糸切り 底部
外商7.5YR7/6檀色
完全実訓J rn造物

9 土師器 杯 (13.4) 外面ロクロナデ内面黒色処理 口縁から体部
外面7.5YR6/4にぷい燈色他
回転実担IJ N区出土

10 土師器 杯 外面ロクロナデ 内面黒色処理 表面墨書あり 口縁破片
外商5YR6/6燈色他
断面I実担IJ N区出土

11 士師器 碗 8 (3.1) 内面ミガキ 底部回転糸切り後高台貼り付け
高台から体部 外面2.5YR6/6燈色
下部破片 完全実視J rn遺物

12 土師器 碗 (7.2) (2.8) 内面中央転か糸切ら放射状のミガキ ・黒色処理 底部から体部破片
外面2.5YR6/6撞色

底部回 り・高台欠損 完全実i則 W区間土

13 土師器 杯 (20.6) 外面ロクロナデ内面ミガキ 口縁から体部破片|外断面面問実測明W区赤・褐醤色
銅方出土

14 土師器 皿l? 外商赤色塗彩 内面ナデ 底部から体部破片
外商10R4/8赤色
断面実測 N区出土

15 土師器 褒 (14.8) (4.5) 口縁横ナデ・コの字状武蔵褒外面ヘラケズリ 内面ヘラナデ 口縁破片 |外回転面目実測仰銅に方ぶ出い土赤褐色

小型
16 土師器 ロク日現 内外面ロク口横ナデ 口縁破片 !外断面商2実m剖IJ 仰にぷい赤褐色他

カマド楓方出土

17 土師器 費 (5.5) (3.6) 外面底部ヘラケズリ 内面ヘラナデ 底部から胴部破片|外国面転実5Y担Rll3/1w黒区褐出色土他

18 須恵器 高台付杯 (14.9) 6.8 5.4 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り後高台貼り付け 40 外国面転2実51Y0l6/2I灰Vs:黄-色t他
カマド出士

19 須恵器 高台付杯 7.2 (3.1) 内外面ロクロナデ底部回転糸切り後高台貼り付け
高台から体部

外完面全5実Y測6/1灰N色a漬物下部破片

20 須恵器 杯 (3.7) 内外面ロクロナデ底部回転糸切り 表面墨書あり 底部から体部破片 外而2.5YR7/3浅黄色他
断面実潤 皿区出土

第16表 H12号住居祉遺物観察表

H13号住居祉

遺構はW一う 8グリッドに位置し、 F2と切り合い関係にあり、撹乱に破壊される部分も多い。

主軸は南北軸に対してはほぼNである。

平面形態はやや平行四辺形に歪んだ方形で、規模は南北4.1m、東西4.6m、検出面から床面までの深

さは最大で10cmと浅い。

覆土はカマドを除き黒褐色士の単層である。

構造の特徴として、北壁と東壁の一部をのぞいて幅15cm、深さ 10cm程度の壁溝が存在する。床面は

全体的に硬質であるが撹乱による影響も大きく凹凸感がある。ピットは確認できなかったが、床面上

及び掘方で、コ ーナー付近に円形の土坑が存在する。カマドは北壁と東壁の 2カ所に構築されている。

いずれも破壊が著しく、焼土の堆積した火床と壁外への張り出し部が確認できたのみである。掘方は

全体的に 5~10cm程度の厚みで黒褐色土が埋め込まれ、上面に硬質面が確認できる 。

遺物は土師器の杯 ・嚢 ・甑、須恵器の杯 ・費 ・壷、凹石が出土した。土師器坪は破片が僅かに出土

し全体の形状は不明である。土師器嚢は破片が大半で全体の形状が残る個体は存在しない。全体に薄

手で口縁くの字状と思われる。やや時期が古い厚手の破片も出土している。須恵器杯も破片で全体の

形状が残る個体は存在しない。底部は回転糸切りで高台が付く個体も認められる。この他、縄文土器

片が 1片出土した。

時期は口縁くの字状で薄手の武蔵嚢が存在すること、土師器坪の出土量を超える須恵器坪の存在及

可

iヨu



二.:1

び特徴から、 8世紀後半としたい。厚手の費等については古墳時代と考えられ、混入品と考えられる。

二.:1

@ 

B 

D 

物 物放
E E' 

物 M多
1 黒褐色土層 (lOYR2/3)トム ・軽石・炭化物含む。

2 極暗赤褐色土層 (5YR2/3)焼土・灰 ・炭化物含む。

3 暗褐色土層 (lOYR3/3)日ーム ・軽石多く含む。ややしまりなし0

4 晴赤褐色土層 (5YR3/3)粘土 ・焼土 ・炭化物含む。

5 暗褐色土層 (7.5YR3/3)焼土、炭化物含む。

6 極暗褐色土層 (7.5YR2/3)焼土 ・炭化物やや多く含む。

7 暗褐色土層 (7.5YR3/4)焼土 ・炭化物やや多く含む。

8 8音赤褐色土層 (5YR3β)灰 ・焼土やや多く含む。

9 にぶい黄燈色土層 (lOYR6/4)日ームT'oック含む。
10 極H音褐色土層 (7.5YR2/3)焼土 ・粘土 ・炭化物やや多く含む。

11 灰褐色土層 (5YR4/2)粘土含む。一部焼土化。

12 暗褐色土層 (10YR3β)日ームやや多く、炭化物 ・軽石含む。

13 黒褐色土層 (lOYR3/2)日ームと暗褐色土の混合土。硬質。

、二七~~ 'L::::士一竜三8
第29図
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H13号住居祉遺構・遺物実測図

番号 器種 器形 口径CID 底径c田 総高C血 調 繋 ・文 様 残存率・音l!f立 備 考

l 土師器 杯 8.6 (2.7) 
外商ロクロナデ 内面中央から放射状ミガキ・黒色処理 底部から体部被片

外商7.5YR5/6明褐色
底部ヘラケズリ 回転実測 I区出土

2 土師器 褒 口縁横ナデ外面ヘラケズリ 内面へラナデ 口縁から』岡部破片 外面5YR4/8赤褐色
断面実現J ~tカマド出土

3 土師器 吉里 (4.2) (6.8) 外面へラケズリ 内面ヘラナデ底部へラケズリ 底部から胴部敏片
外商7.5YR4/3褐色
回転実測 北カマド出土

4 士師器 き襲 (4) (4) 外面へラケズリ 内面ヘラナデ底部ヘラケズリ 底部から胴部破片 外面lOYR4/4街色
回転実測 m.!V区出土

5 土師器 雪量 (7) (2.2) 外面ヘラケズリ 内面ヘラナデ底部木業痕 底部から胴部破片 外而lOYR5/6黄褐色
回転実副IJ

6 須恵器 t再 内外商ロクロナデ 口縁破片
外面2.5GY4/1暗オリ プ灰色
断面実測 E区・北カマド出土

7 須恵器 均く (5) (2.2) 内外商ロクロナデ底部回転糸切り 底部から体部破片 外面7.5Y6/2灰オリーブ色
回転実測 北カマド出土

8 須恵器 高台付杯 (6.8) (1.1) 底部回転糸切り後高台貼り付け 高台から底部破片
外面7.5Y6/1灰色
回転実測 E区出土

9 須恵器 査 (12) 内外商ロクロナデ外面自然利I付着 胴部破片
外面7.5Y3/1オリーブ黒色
回転実測

10 須恵器 古里 外面ナデ内面無文当て具痕ナデ 頚部破片
外面7.5Y5/1灰色
断面実測 !v区出土

第17表 H13号住居祉遺物観察表(1)
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主昏号 総種 骨量 形 口径cm 底径cm 器高cm 調 IE・文 機 残存率 ・部俊 備 考

11 須恵器 褒 外面ナデ・自然粕付着 内面ナデ 頚部破片
外面2.5GY6/1オリ プ灰色
断面実測 E区出土

12 縄文土器 深鉢 外面羽状縄文 内面ナデ繊維混入縄文前期 胴部破片
外面7.5YR5/6明褐色
断面実剖l E区出土

番号 総種 器形 最大長(cm)鰻大幅(c血)厳対事(cm) 調 整 ・文 様 重量(g) 備 考

13 石器 凹石 19.2 16 5.8 正面に凹あり 2210 
rt>.i立物

第18表 H13号住居祉遺物観察表 (2) 

H14号住居士止

二1:;1

。撹
乱

B' 

B 

<>:1 

B B' 

C c' 

物協媛~
699.500m 
(1 :80) 2.m 

第30図 H14号住居祉遺構 ・遺物実測図

1 黒褐色土層(lOYR2/3)トム ・軽石多く含む。

2 暗褐色土層(10YR3/4)トム主体。暗褐色土含む。 ややしまりあり。

UJ/富雄
X三主b-~' "'-二土 ー ヨ圃~ '

-8-。6 5U 
遺構はw-あ-9グリ ッドに位置し、北壁及び東壁は
撹乱に破壊される箇所が多い。主軸は西壁を基準として

N 50 Eである。

平面形態は隅の丸い台形で、規模は南北3_7m、東西

は計測できる最大で3_lm、検出面から床面までの深さ

は16cmを測る。

覆土は黒褐色土の単層である。

構造の特徴として、床面は全体的に土問状を呈し、硬

質である。土坑状の窪みが2カ所確認できたが、性格は

不明である。ピット、壁溝、カマドは確認できなかった。

掘方は暗褐色土の単層である。竪穴状遺構的性格が強い

遺構であるが今回は住居士止として取り扱った。

遺物は土師器の部・費、須恵器の杯、灰軸陶器、すり石が出土した。全体的に出土量が少なく形状

が残る個体は少ない。土師器坪・費は小破片である。須恵器杯は底部回転糸切り後無調整でつく りは

粗い。灰軸陶器は壷の破片と思われる。

時期は須恵器杯の特徴から 8世紀後半から 9世紀としたい。

番号 昔量 種 器形 口径C血 底径C阻 器高C血 調 繋・文 様 残存率 ・部俊 備 考

1 須恵器 杯 [12.6J [5J 5.4 内外商ロクロナデ 底部回転糸切り 口縁から底部破片
外商lOY4/1灰色
回転実担IJ 1区出土

2 須恵器 杯 [5.8J (1.6) 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 底部から体部下部破片
外面2.5Y3/3暗オリープ褐色
回転実担IJ m区出土

3 須恵器 杯 [6.2J (1.2) 内外面ロクロナデ底部回転糸切り 底部から体部下部破片
外面lOY5/1灰色
回転実剖IJ 1区出土

4 灰粕陶器 壷 内外面ロクロナデ・灰紬施軸 体部破片
外面7.5Y6/1灰色
断面実測 I区出土

害事号 器種 器形 自最大長(cm)最大幅(咽)最大厚(cm) 調 型産 ・文 様 重量(g) 傭 考

5 石総 す り石 7.7 2.9 2.1 すり面2面 54 
I区出土

6 石器 ミガキ石 2.8 1.7 1.6 一部欠損 10.23 
I区出土

第19表 H14号住居祉遺物観察表

H15号住居祉

遺構はAF あ 1グリッドに位置し、 H16を切り、中央付近を方形の撹乱に破壊されている。主

軸はN60 Wである。

平面形態はやや隅の丸い方形で、規模は南北4_3m、東西4_Om、検出面から床面までの深さは40cm

を測る。

覆土は北方向からの堆積状況を示す黒褐色土と暗褐色土の 3層で自然堆積と考えられる。

構造の特徴として、北壁周辺部をのぞき幅15cm、深さ 10cm内外の壁溝が存在した。残存した床面は

Q
d
 

円
〈

υ



全体的に土問状を呈し、硬質である。床面上で主柱穴と考え られるピットは認められなかった。カマ

ドは東壁の南寄りに構築されている。袖の一部及び円形に窪められた燃焼部と煙道への立ち上がりが

残存しているのみであった。燃焼部に焼土の堆積した円形の火床が残存し、内壁部の一部に石材が埋

め込まれていた。燃焼部の東端からはおよそ420 の傾斜で東壁外50crnに至る。また、カマド周辺には

形状をとどめた坪が数個体出土した。掘方は北東及び南東コ ナ が深く掘り込まれている他は、貼

り床の硬質層が存在する程度である。

遺物は土師器の士不 ・護、須恵器の坪 ・費、砥石 ・凹石 ・す り石 ・編物石、鉄製品が出土した。土師

器坪は底部からやや丸みを持って口縁に至る形態が主体で、底部から丸みをもって立ち上がりやや器

高が低い形態も認められる。破片も含め黒色処理がやや多い比率である。土師器費は口縁コの字状の

武蔵費とロクロ曹が存在する。須恵器杯は土師器杯の主体となる形態に近い様相を示す。破片も含め

土師器坪の 3分の l程度の出土量である。費はやや大型奮の破片である。

時期は土師器杯の形状に僅かだが潰れたような器高の低い形態が含まれること、土師器嚢に武蔵嚢

とロクロ費が認められること、須恵器坪の出土量が比較的多いこと等から 9世紀後半としたい。
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699.500m 
(1 : 80) 2m 

1 明赤褐色土層 (5Y町 /6)焼土・炭化物・軽石含む。
2 黒褐色土層 (lOYR2/2)軽石・トム・炭化物。
3 極暗赤褐色土層 (5YR2/3)トム・炭化物・焼土・灰・軽石含む。
4 暗褐色土層(lOYR3/3)日ーム・軽石含む。
5 黒褐色土層 (10YR2/2)日ーム・軽石含む。
6 暗褐色土層 (lOYR3/3)日ム・軽石多く含む。
7 褐色土層 (10YR4/6)トム主体。
8 赤褐色土層(2.5YR4/6)焼土層。
9 暗赤褐色土層 (5YR3/2) 焼土 ・ 炭化物 ・ o-~含む。

10 暗褐色土層 (7.5YR3/3)日ーム・軽石・炭化物含む。
11 褐色土層 (7.5YR4/4)日4やや多く含む。しまりなし。
12極暗赤褐色土層 (5YR2β)焼土・炭化物やや多く含む。
13 赤褐色土層 (5YR4/6)燐土主体。ややしまりあり。
14 にぷい黄褐色土層 (lOYR4β)硬質 (床)。
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第31図 H15号住居祉遺構 ・遺物実測図
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第32図

番号 2量穣 器形 口径c皿 底径cm 器高cm 調 理藍 ・文 様 残存率 ・部位 備 考

l 土師器 勾= 12.3 5.6 4.1 外面ロクロナデ内面付着物あり 底部回転糸切り 100 
外面7.5YR4/3褐色
完全実測 h遺物

2 土師器 杯 [13.5) 5.3 3.7 外面ロクロナデ内而ミガキ底部同転糸切り 50 
外面7.5YR6/6積色
回転実測 1 . II.!V区出土

3 土削1器 杯 13.6 5.5 5.3 外商ロクロナデ・黒色 内面中央から十字状暗文 ・黒色処理 90 
外商10YR3/4暗褐色
完全実測 ぬ遺物

4 土師器 杯 [12.9) 5.4 4.2 外商ロクロナデ 内!市中央から放射状ミガキ ・黒色処理 40 
外而7.5YR6/4にぷい燈色
回転実測 m.!V.カマド出土

5 土師器 珂t [13.5) 5.9 4.3 
外商ロクロナデ掻書痕 内面中央から放射状ミガキ・黒色

50 
外商7.5YR6/6糧色

処理一部色抜け 回転実測 1h逃物

6 土師器 杯 12.9 5.2 4.5 外面ロクロナデ内面黒色処理底部回転糸切り 100 
外而5YR6/6燈色
完全実測 1h遺物

7 土師器 小型雪量 [12.9) (11.4) 口縁横ナデ外面ヘラケズリ 内面ヘラナデ 口縁から府部破片 外面7.5YR6/4にぷい償色
回転実測 I.II区出土

8 土師器 雪量 口縁横ナデ コの字状口縁 口縁破片
外商5YR6/4にぶい樺色
断面実測 E区出土

9 土師器 き里 [21] (3.3) 口縁横ナデ 口縁破片
外面5YR7/4にぷい燈色
回転実測 W区出士

10 土問I器 宮里 [20) (6.1) 口縁横ナデ 外面へラケズリ 内面ヘラナデ 口縁から胴部破片 外面5YR6/4にぷい糧色
回転実測 !V庶出土

11 土師器 雪量 [4.2) (8.5) 外面・底部ヘラケズリ 内面へラナデ 底部から』岡部破片 外回面転5YR4/2灰褐色
実視Ij 1 '!V区出土

12 土師器 ロク日夜 外面刷毛目状ロクロナデ 胴部破片
外面7.5YR6/6権色
断前実出Ij I区出土

13 須恵器 杯 13.1 5.6 3.9 内外国ロクロナデ底部回転糸切り 95 外完面全2実5測Y8/2W灰区白出色土他 1h逃物

14 須恵器 杯 [12.8) 内外面ロクロナデ 底部閉転糸切り 口縁破片
外面7.5Y5/1灰色
完全実担Ij II '!V区出土

番号 器種 器形 最大長(CII)最大幅(CII)最大原(c哩) 機 鐙 ・文 様 重量(g) 備 考

15 石器 砥石 (8.9) 7.6 5 一部欠損砥函数4 敵打痕あり 51l.33 
恥造物

16 石器 凹石 (13.2) (6.4) 約1/4残存軽石製 173.03 

17 石器 すり石 10.6 8.5 2.3 表面にすり面 253.27 
W庶出土

18 石器 編物・敵石 1l.4 5.6 4.7 先端部に敵打痕 512.34 
W区出土

19 鉄製品 刀子 (9.7) l.9 0.7 両端欠煩 24.46 
1h遺物

H16号住居士止

遺構はW い 10グリ ッドに位置し、

平面形態は東西に長い隅の丸い長方形で、

は50crnを測る。

覆土は黒褐色土と暗褐色土主体で周辺から流れ込んだ堆積状況である事から自然堆積と考えられる。

構造の特徴として、床面は全体的に土問状を呈し、硬質である。ピットは4個確認できた。P2、P

3は入り口に関すると考えられるが、主柱穴と断定できるピットは認められなかった。カマドは北壁

のやや西寄りに粘土と石材を利用し構築されているが、大半は崩れ落ちた状態である。袖内部と内壁

部を石材によって補強した袖及び円形に焼土が堆積した火床が残存し、燃焼部からおよそ70。の傾斜

で北壁外40crnに至る。掘方は 5"'-'15crnの厚みがあり、 上層に硬質面が存在する。

遺物は土師器の杯 ・費 ・甑、須恵器の杯 ・墾 ・蓋、軽石製品、凹石が出土した。土師器坪は内面黒

色処理が大半である。墨書土器が 1点含まれる。土師器費は口縁コの字状で器厚の薄い武蔵曹とやや

厚手が存在する。武蔵曹が主体で、厚手の費は破片で形状は確認できない。須恵器坪は破片だが、量

的には土師器坪と同程度出土している。費は破片が出土している。

時期は、口縁コの字状の土師器武蔵費が主体であること、須恵器坪が土師器坪と同程度存在してい

ることから 9世紀前半としたい。

H15号住居祉遺物観察表第20表

Wである。

検出面から床面までの深さ

主軸はN20 

東西4.1m、

H15に切られる。

規模は南北3.4m、

-Eム
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1 黒褐色土層 (lOYR2/3)D-1・軽石・ 炭化物含む。

2 暗褐色土層 (10YR3/3)日ーム・軽石・炭化物含む。

3 暗褐色土層 (10YR3/4)日ーム ・軽石・炭化物多く含む。

4 暗褐色土層 (7.5YR3/3)日ーム・軽石・炭化物・焼土含む。

5 極暗赤褐色土層 (5YR2/4)焼土・ 炭化物多く含む。

6 極暗赤褐色土層 (5YR2/3)焼土・炭化物多く含む。

7 極暗褐色土層 (7.5YR2/3)焼土・炭化物少量含む。

8 暗赤褐色土層 (5YR3/3)焼土・ 炭化物多量に含む。しまりなし。

9 暗赤褐色土層 (5YR3/6)焼土層。

10 黒褐色土層 (7.5YR3/2)焼土・炭化物少量含む。

11 明赤褐色土層 (2.5YR5/6)焼土層。

12 にぶい赤褐色土層 (5YR5β)焼土・炭化物含む。

13 にぷい赤褐色土層 (5YR5β)焼土・炭化物やや多く含む。

14 暗赤褐色土層 (5YR3/2)焼土・炭化物・粘土含む。

15 にぷい赤褐色土層 (5YR4/4)日ーム多く、焼土・炭化物含む。

16 極暗赤褐色土層 (5YR2/3)炭化物やや多く、焼土・粘土粒含む。

17 a音赤灰色土層 (2.5YR3/1)粘土層。
18 褐色土層 (7.5YR4/4)トム主体。炭化物・焼土含む。

19 暗赤褐色土層 (5YR3/4)粘土やや焼土化。炭化物含む。

20 にぷい赤褐色土層 (5YR4/4)ローム多く含む。しまりなし。

21 褐色土層 (7.5YR4β)硬質(床)。

22 にぶい赤褐色土層 (2.5YR5/4)日ーム主体。硬質(床)。

23 暗褐色土層 (7.5YR3/4)日-17'"日ック・軽石やや多く含む。

24 暗褐色土層 (7.5YR3/3)日ーム・軽石含む。しまりなし。
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第34図 H16号住居祉遺物実測図 (2) 

番号 器種 器形 口径C血 底径c田 総高cm 調 整・文 様 残存事 ・郁位 傭 考

l 土師器 杯 [15.2J [7.2J 4.9 
外面ロクロナデ内面ミガキ ・黒色処理底部剥離

30 
外面7.5YR7/4にぷい燈色

表面墨書 「見」つ あり 回転実測 E区出土

2 土師器 宮里 [20.2J (25) 口縁横ナデ・ コの字状武蔵褒外商ヘラケズリ 内面ヘラナデ 60 
外面lOYR5/6赤色
部回転実測 ぬ遺物

3 土師器 雪E 20.7 (25.7) 口縁横ナデコの字状武蔵費外面へフケズリ 内面ヘラナデ 50 
外面2.5YR3/3暗赤褐色
部回転実視l I区出土

4 土師器 雪襲 [21J (9) 口縁横ナデ・コの字状武蔵喫外面ヘラケズリ 内面へラナデ 口縁から胴部破片 外面5YR4/4にぷい赤褐色
回転実調IJ 1区出土

5 土師器 宮里 [20J (8.2) 口縁横ナデコの字状武蔵費外面ヘラケズリ 内面ヘラナデ 口縁から胴部破片 外面5YR4/8赤褐色
回転実測 カマド出土

6 土師器 褒 [20J (5.9) 口縁検ナデ・ コの字状武蔵費外面ヘラケズリ 内面ヘラナデ 口縁から胴部破片
外面5YR5/8明赤褐色
回転実罰IJ m区・カマド出土

7 土師器 褒 [20J (3) 口縁横ナデ 口縁破片
外商5YR5/8明赤褐色
回転実測 I区・カマド出土

8 土師器 宮里 [20.5J (17.1) 口縁横ナデ・コの字状武蔵型外面ヘラケズリ 内面ヘラナデ 口縁から胴部破片 外面5YR4/8赤褐色
回転実測 I区・カマド出土

9 土師器 輔ι (15.7) 外面へフケズリ 内面へフナデ 胴部破片
外面7.5YR5/4にぶい褐色
回転実測 I区カマド出土

10 土師器 受 (13.7) 外商へフケズリ 内面ヘラナデ 胴部破片
外面5YR4/8赤褐色
回転実測 I区・カマド出土

第21表 H16号住居士止遺物観察表(1)
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番号 器種 器形 口径c田 底径cm

11 土師器 小型褒 (12) 

12 土師器 甑 (6) 

13 須恵器 珂t (14.5) 

14 須恵器 杯

15 須恵器 杯 (14) (7.2) 

16 須恵器 杯 (7.4) 

17 須恵器 杯 (8.2) 

18 須恵器 杯 (8) 

19 須恵器 蓋

20 須恵器 蓋 (15.4) 

21 須恵器 古里

22 須恵器 き更

23 須恵、器 褒 (12) 

24 須恵器 宮里

25 須恵器 褒

26 須恵器 褒

番号 務種 器形 盛大長(cm)最大橋(cm)

27 石器 すり石 10.8 6.9 

28 石製品 掲臼 31 28.4 

H17号住居祉
OJI 

A 

器高c皿 鵜 繋・文 様 残存率・部位 備 考

(5) 口縁横ナデ外面へラケズリ 内面へラナデ 口縁から胴部破片
外面5YR5/4にぷい赤褐色
回転実測 カマド出土

(4.5) 外面ヘラケズリ 内函へラナデ 胴下部破片
外面7.5YR5/4にぷい褐色
回転実現IJ II区出土

内外面ロクロナデ 口縁破片
外面7.5YR7/2明褐灰色
回転実証明 E区・カマド出土

内外面ロクロナデ 口縁破片
外面2.5GY5/1オリ プ灰色
断面実測 I区・カマド出土

3.8 内外面ロクロナデ底部回転糸切り 口縁から底部破片
外面2.5GY5/1オリ プ灰色
回転実測 E区出土

(1.3) 内外面ロクロナデ底部回転糸切り 底部から体部破片
外商2.5GY4/1暗オリ ブ灰色
回転実測 E区出土

(2.3) 内外面ロクロナデ底部回転糸切り 底部から体部破片
外面2.5Y6/3にぷい黄色
回転実測 I区出土

(2.2) 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 底部から体部破片
外商7.5Y5/1灰色
回転実測 I区出土

内外面ロクロナデ 天井部回転へラケズリ 破片
外面7.5YR6/3にぷい褐色
断面実視IJ E区出土

(2.4) 内外面ロクロナデ天井部回転ヘラケズリ 返りから天井部破片
外面5GY5/1オリ ブ灰色
回転実担IJ II区出土

口縁横ナデ 外面平行叩き・自然納付着 内面同心円当て具痕 頚部から肩部
外面7.5YR3/4暗褐色
回転実担IJ II区・カマド出土

外面平行叩き・自然勅付着 内面同心円当て具痕 胴部破片 外断而面7実.5測YR3/4暗褐色
I区・カマド出土

(4) 外面平行町き・自然糊付着 内面自然糊付着 底部ヘラケズリ 底部から胴部破片 外回面転実N4測/0灰色
E区出土

外面縄目状叩き 内面ナデ 胴部破片 |外断面面実間測的灰褐色
I区出土

外面平行叩き 内面当て具痕 胴部破片 |外断面面実N証5明/0灰色E区出土

外面平行叩き 内面当て具痕 胴部破片 グ|断ト面面実N4測/0灰色
I区出土

最大原(cm) 調 整・文 後 重量(g) 備 考

5.6 全体にすり痕 1面平担軽石製 207.6 
カマド出土

12.3 径18.5cm、深さ7.8cmの窪みあり 12430 
110.造物

第22表 H16号住居祉遺物観察表 (2) 

A' 

1 暗褐色土層 (lOYR3β)日ーム・ 軽石 ・炭化物含む。

2 黒褐色土層 (10YR2β)日ーム ・軽石 ・炭化物含む。

二二男むこ。子q
3 階褐色土層(lOYR3/3)炭化物多く、日ーム ・軽石含む。

4 黒褐色土層 (10YR2/2)トム ・軽石 ・炭化物含む。

υl ∞| 

易ム揚揚妥多
D D' 

協働~
699.300m 
(1:80) 2m 

5 黒褐色土層 (10YR2/3)O-h・軽石多く、炭化物含む。

6 日音赤褐色土層 (5YR3/4)焼土 ・炭化物多量に含む。

7 暗褐色土層 (7.5YR3/3)D-h、軽石やや多く含む。しまりなし。

8 極暗褐色土層 (7.5YR2/3)トム・軽石含む。しまりなし。

9 赤褐色土層 (2.5YR4/6)焼土層(火床)。

10 暗赤褐色土層 (5YR3/2)トム・軽石・炭化物含む。

11 黒褐色土層 (7.5YR3/2)トム・炭化物含む。

12 褐色土層 (7.5YR4/4)日ーム主体。暗褐色土含む。

13 暗褐色土層(lOYR3β)しまりあり(床)。

14 にぷい黄褐色土層 (10YR4β)暗褐色土アロック含む。しまりあり。

15 褐色土層 (10YR4/4)日ーム主体。

第35図 H17号住居祉実測図

遺構はAE一け 1グリッドに位置する。主軸はN290 Wである。

平面形態は東西にやや長い隅の丸い長方形で、規模は南北3.2m、東西4.1m、検出面から床面までの

深さは40cmを測る。

覆土は黒褐色土と暗褐色土主体で周辺部から流れ込んだ堆積状況であることから自然堆積と考えら

れる。
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構造の特徴として、床面は平坦で土問状の硬質面を持つ。ピットは床面上で4個確認できた。P3 

.P4は入り口に関すると考えられる。 主柱穴と断定できるピットは確認できなかった。カマドは北壁

の中央に構築されていて、大半は崩落している。 袖の一部及び円形に焼土が堆積した火床と周辺燃焼

部の窪み、燃焼部から煙道部に至る立ち上がりのみ確認できた。掘方は全体的に20----30cmと比較的深

く掘り下げ、上層には 5cm内外の厚みで硬質の貼り床層が確認できた。

遺物は土師器の坪または碗 ・輩、 須恵器の坪 ・嚢 ・壷、鉄製品が出土した。土師器杯または碗は破

片が僅かに出土している。土師器曹は薄手の口縁コの字状で小型と大型があ り、本住居吐から出土し

た土器の大半を占める器種である。須恵器杯は破片が主体だが出土量は土師器坪を上回る。奮は表面

に縄目を持つ平行叩きを施す。

時期は口縁コの字状武蔵衰の存在、破片資料も含め土師器杯の出土量を超す須恵器坪の存在から 9

世紀前半としたい。
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第36図 H17号住居祉遺物実測図

落号 若苦 積 器形 口径C皿 底径C阻 器高C血 調 穫 ・文 様 幾存率 ・部位 備 考

1 土師器 褒 (22J (8.7) 口縁横ナデ 外面ヘラケズリ 内面ヘラナデ U縁から胴部破片
外商7.5YR5/6明褐色
回転実測 W区カマド出土

2 土師器 褒 (3J (18.6) 外面へラケズリ 内面ヘラナデ 胴部破片
外面5YR4/6赤褐色
回転実測 カマド出土

3 土師探 費 外面へフケズリ 内而へフナデ 胴部破片
外面10YR5/8黄褐色
断面実測 W区出土

4 土師器 号車 口縁横ナデ・ややコの字状口縁 口縁から胴部破片
外商7.5YR5/8明褐色
断面実測 I区出土

5 土田ji器 古里 (12.8J (7.5) 口縁横ナデ・ややコの字状口縁 口縁から胴部破片
外面7.5YR5/6明褐色
回転実視il 1 IR出土

6 土師器 号車 内外面械ナデ 口縁破片
外商7.5YR4/2灰褐色
断面実調'1 I区出土

7 須恵器 杯 (14.3) 内外面ロクロナデ 日縁破片
外面5GY4/1暗オリ プ以色
回転実担'1 皿区出土

8 須恵器 杯 (13J 内外商ロクロナデ 口縁破片
外面5Y5/2灰オリ プ色
回転実iIl'l I.II区出土

9 須恵器 杯 (6.4J (1.4) 内外面ロクロナデ底部回転糸切り 底部から体部破片l外回面転凍7.5YR測 山ぷい褐色
H区出土

10 須恵器 杯 内外面ロクロナデ 口縁破片
外面5GY4/1陥オリ プ灰色
断面実視l W区出土

11 須恵器 宣古E (4J (1) 内外面自然利付着 口縁破片
外面7.5Y2/1黒色
回転実担l I区出土

12 須恵器 褒 外商平行叫1き・自然紬付着 外面ナデ 胴部破片
外面10Y3/1オリ プ黒色
断而実担l I区出土

13 須恵器 古里 外面網目平行ilflき ・ナデ 内面lナデ 胴部破片 外断面面実7.5測YR3/1黒褐色
E区出土

14 須恵器 褒 外面倒目平iJ叩き ・ナデ 内面ナデ 胴部破片 |外断商面実7.5YR担l| mI黒区褐出色土

15 須恵若苦 護 外出平行illJき 内面同心円当て具痕 胴部破片 1外断面商実7.5YR骨111 mE黒氏褐出色土

番号 器種 器 形 最次長(cm)最大幅(咽)最大j事(cm) 宮崎 整 ・文 様 E重量(g) 傭 考

16 鉄製品
紡錘車

6.2 6.2 0.47 孔径0.4 一部欠撹
~.遺物

はずみ車 31.56 

第23表 H17号住居祉遺物観察表
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1 黒褐色土層 (10YR2/3)日-h.軽石 ・炭化物含む。

2 極暗赤褐色土層 (5YR2/3)焼土 灰 ・炭化物含む。

3 黒褐色土層 (5YR2/2)焼士多く含む。

4 にぷい赤褐色土層 (5YR4/4)灰多く含む。

5 極暗赤褐色土層 (2.5YR2/2)焼土 ・粘土 ・灰含む。

6 黒褐色土層 (7.5YR2/2)軽石 ・炭化物含む。

7 極日音褐色土層 (7.5YR2/3)U-h・軽石 ・炭化物含む。

8 暗褐色土層 (7.5YR3/3)日ーム・軽石含む。

しまりな し。

H18号住居祉

ーあ易協-

⑥ 

9 明赤褐色土層 (2.5YR5/6)焼土層。

10 極暗褐色土層 (7.5YR2β)H ・炭化物含む。

11 暗褐色土層 (7.5YR3β)日4 ・粘土・焼土含む。

ややしまりあり。

12 極階褐色土層 (7.5YR2β)日ーム ・焼土・

炭化物含む。

13 暗褐色土層 (10YR3β)日ーム ・軽石多く含む。

しまりあり。上面硬質。

2m 
699.900rn 
(l :80) 。

A' 

'圃
E
E膚
t

、ミ~r

二 三 o-~
D' D c' C 

物滅多 ゑ勿~
F' F E' E 

戸λ10
℃ミニ2二~Ql1

¥三五Jr
三ヰ一万

同

日j

物多多

咽!
H18号住居士rt遺構・遺物実測図

l番号 器積 器形 口径C皿 底径cm 総高C血 調 聾・文 様 残存率・部位 備 考

l 須恵器 珂t 14.6 7 3.9 内外面ロクロナデ底部回転糸切り 80 
外面5Y7/2灰白色
完全実測 tb.遺物

2 須恵器 高台付杯 16.2 9 7.2 内外商ロクロナデ 底部回転糸切り後高台貼り付け 70 
外面2.5GY4/1暗オリ プ灰色
完全実測 E区出土

3 須恵器 杯 7 (3.3) 内外面ロクロナデ底部回転糸切り 底部から体部の一部
外商7.5Y5/2灰オリ プ色
完全実担1) n区出土

4 須恵器 勾く (13.6J (7.4J 3.3 内外而ロクロナデ底部回転糸切り 底部から日縁破片
外面7.5Y5/2灰オリ プ色
回転実視1) n区出土

5 須恵器 き聖 内外面ロクロナデ外面自然納付着 口辺から胴部破片
外面10Y3/1オリ プ黒色
断面実視1) IV区出土

6 須恵器 褒 外面ロクロナデ・自然紬付着 胴部破片
外面7.5Y3/1オリ プ黒色
断面実抑l カマド出土

7 須恵器 雪量 外面横ナデ 内外商自然納付着 胴部破片
外面5GY2/1オリ プ黒色
断面実測 I区出土

8 須恵器 古里 外面平行叩き 内面同心円当て具痕 胴部破片
外面7.5YR3/2黒褐色
断面実測 カマド出土

番号 器種 器形 最大長(cm)簸大幅(CII)最大厚(cm) 調 整・文 様 重量(g) 備 考

9 石器 すか敵石 7.8 7.9 4.5 正・裏面にすり面側面に敵打痕 414.32 
ぬ遺物

10 鉄製品 鎌 13 2.3 0.43 完形品錆付着 31.23 
ぬ遺物

11 鉄製品 刀子 13.6 1.2 0.46 完形品錆付着 13.23 
tb.遺物

12 銅製品 巡方 3.15 2.4 0.53 一部欠損 5.37 
tb.遺物

13 銅製品 巡方 (1.65) (1.85) (0.19) 多くを欠損 1.27 
ぬ遺物

第37図

E 主軸は東壁を基準としてNI0。

H18号住居祉遺物観察表

一部撹乱に破壊される。

-46一

第24表

遺構はAF一き-3グリッドに位置し、

である。



平面形態はやや隅の丸い方形で、規模は南北3.5m、東西3.7m、検出面から床面までの深さは30cm

を視リる。

覆土は黒褐色土と極暗褐色土が主体で周辺部から流れ込んだ堆積状況であることから、自然堆積と

考えられる。

構造の特徴として、床面は土問状に硬質で、壁際に幅15cm、深さ 12cm内外の壁溝が存在する。床面

上でピットは確認できなかった。カマドは北壁中央に構築されている。燃焼部の多くが壁外に台形状

に張り出す形態で、住居内に延びる袖は確認できなかった。火床には円形の焼土の堆積があり、 燃焼

部からおよそ70。の傾斜で検出面に至る。掘方は全体的に10cm内外の厚みで暗褐色土が埋め込まれ、

全体的に硬質である。

遺物は土師器の坪 ・曹、須恵器の坪 ・高台付坪 ・費 ・査、すり ・敵石、鉄製品、銅製品が出土した。

土師器坪は破片のみで形状を窺える個体は認められない。土師器費は薄手で胴部の破片が主体である

が、僅かに口縁コの字状と思われる破片が含まれる。須恵器坪は回転糸切りされた底部からやや聞き

気味に口縁部に至る。高台付坪は高台の付いた底部からやや急な角度で直線的に口縁部に至り深身で

ある。費・壷は表面自然紬、叩きを施す。

時期は土師器費の口縁がコの字状の可能性があること、須恵器坪の形状及び土師器杯を上回る須恵

器坪の存在から 9世紀前半としたい。

H19号住居祉

遺構はAFーか-6グリッドに位置し、南側は撹乱に破壊されている。主軸はN20 Eである。

平面形態は残存状況から方形と考えられる。規模は東西5.4m、南北は調査規模で4.5m、検出面から

床面までの深さは最大で、30cmを測る。
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12 褐灰色土層 (7.5YR5/1)粘土層。軽石含む。

13 黒褐色土層 (7.5YR3/1)焼士 ・軽石 ・トム含む。

14 にぷい褐色土層 (7.5YR5/3)粘土主体。軽石含む。

15 灰褐色土層 (7.5YR5/2)粘土層。

16 極暗褐色土層 (7.5YR2β)硬質(床)。

17 にぷい黄褐色土層 (10YR4β)日ーム主体。暗褐色土含む。やや硬質。

18 黒褐色土層 (10YR2β)日ーム多く、軽石 ・炭化物含む。

19 暗褐色土層 (10YR3/3)ローム・軽石含む。

20 黒褐色土層 (10YR2/2)日4 ・軽石 ・炭化物含む。

21 灰黄褐色土層 (10YR6/2)トム7守口ック含む。

1 黒褐色士層(lOYR2/3)トム ・軽石・炭化物含む。

2 階褐色土層 (7.5YR3/3)トム・軽石 ・炭化物・焼土含む。

3 暗赤褐色土層(5YR3/3)焼土 ・粘土塊 ・炭化物多く含む。

4 暗赤褐色土層 (5YR3/4)焼土・粘土塊 ・炭化物多く含む。

5 明赤褐色土層 (2.5YR5/6)焼土層。

6 暗褐色土層 (7.5YR3β)トム・軽石やや多く、炭化物含む。

7 暗褐色土層 (7.5YR3/4)0-1.7'"日ックやや多く、軽石・炭化物含む。

8 極暗褐色土層 (7.5YR2/3)日ーム・軽石 ・炭化物含む。

9 黒褐色土層 (7.5YR2/2)焼土・粘土粒含む。

10 明赤褐色土層 (2.5YR5/6)焼土層(火床)。

11 極暗赤褐色土層 (5YR2/3)焼土 ・炭化物やや多く含む。

。
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H19号住居士止実測図 (2) 

覆土は黒褐色土と暗褐色士主体で北側部において流れ込んだ堆積状況が確認できることから自然堆

積と考えられる。

構造の特徴として、残存した床面は全体に硬質でピットは床面上で 5個確認できた。

主柱穴で、 P5は位置的に土坑的性格を持つと考えられる。カマドは北壁中央に構築され、西側の一

部は撹乱に破壊されている。火床部は住居内にほぼ収まる形態で、粘土で構築された袖の一部、燃焼

部の窪みと火床に堆積した焼土が確認できた。検出面への立ち上がりは燃焼部北端から360 の傾斜で

一度立ち上がり、テラス状の平坦面の後、やや急な傾斜で北壁外60cmに至る。掘方は 5cm程度の厚み

の床面を除去した結果、一回り小型な方形の住居祉の痕跡が存在した。規模は、南北4.0m、東西3.8m

を測り、平面形は、やや隅の丸い方形であった。床は存在しなかったが、 主柱穴と貯蔵穴と考えられ

るピット状の掘り込みが確認できた。本住居祉は小型の住居祉からの拡張文は建て替えが行われたと

考えられる。

遺物は土師器の杯 ・嚢 ・甑、臼玉が出土した。杯は丸底の底部から立ち上がり体部途中に明瞭な稜

を有し、口辺部にナデを施す形態が主体で、 一部口辺部に緩やかな段が認められる個体も存在する。

嚢は胴部の最大径が上方に認められ、口縁部が外反する長胴嚢と胴丸費、小型費が存在する。甑は小

型のヘルメット状を呈する底部多孔と、ヘルメット状を縦にやや延ばし底部を平坦にした単孔と、中

型の単孔が存在する。

時期は、体部途中に明瞭な稜 ・段を持つ

土師器坪が主体であり、 一部口辺部に緩や

かな段が認められる個体が存在すること、

胴部の上方に最大径が認められる費の形状

から古墳時代、 6世紀中葉から 7世紀初頭

としたい。
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E2 番号 器種 器量 形 口径c田 底径c皿 器高C田 調 整 ・文 様 残存率・ 部位 備 考

1 土師器 杯 12.8 丸底 4.4 
口辺内外面刷毛目状の横ナデ 底部手持ちへラケズリ

100 
外而7.5YR6/4にぷい燈色他

内面みこみ部へラナデ 完全実調l th遺物

2 土師器 勾t [14) 丸底 4.2 
口辺外面横ナデ底部手持ちへラケズリ 口辺内面横ミガキ

日縁から底部破片
外面7.5YR7/4にぷい燈色他

みこみ部ミガキ・やや摩耗 回転実担11 1区出土

3 土師器 杯 [14.2) 丸底 5.1 
口辺外面横ナデ ・口辺部に緩やかな段

45 
外面7.5YR5/1褐灰色

内而刷毛白状ナデ黒色処理 回転実担l I区出土

4 土師器 杯 [13.8) 丸底 5.3 
口辺内外面積ナデ・口辺部に緩やかな段 底部手持ちへラケズリ

40 
外面2.5YR6/6被色

みこみ部ナデ ・剥離 回転実測 th遺物

5 土師器 珂t 14 丸底 5 口辺横ナデ 底部手持ちへラケズリ 内面やや摩耗 90 
外商7.5YR8/3浅黄燈色他
完全実担l I区カマド出土

6 土師器 杯 [13) 丸底 5 
口辺内外面横ナデ 底部手持ちへラケズリ

50 
外面7.5YR6/3にぷい褐色

内商みこみ部中央から放射状暗文 回転実測 I区出土

7 土師器 杯 丸底 (3.1) 外商手持ちへラケズリ 内而ナデ ・やや摩耗 底部周辺破片
外商7.5YR6/4にぷい燈色他
回転実視1 th造物

8 土師器 杯 12.6 丸底 8 口辺内外面横ナデ底部手持ちへラケズリ 内商黒色処理 60 
外而5YR6/2灰褐色
完全実証明 I区・カマド出土

9 土師禄 盟E 18.2 丸底 11.1 内口辺面横下部ナデへ 外面縦へフケズリ 底部16個の穿孔 95 
外面5YR6/4にぷい燈色

ラナデ ・上部刷毛目状横ナデ 完全実視'1 th遺物

10 土師器 甑 18.9 7.8 12.3 
口辺横ナデ外商 ・底部へフケズリ 底部径3.1cmの穿孔

95 
外面10YR7/4にぶい黄償色

内面下部に付着物 ・上部クシ状工具による横ナデ 完全実視'1 th遺物

11 土師器 甑 [9.6) (12.3) 外商へラケズリ 内面ヘラナデ 胴下部破片
外面5YR6/6燈色
回転実視IJ II区出土

12 土師器 小型褒 15 8.4 15.9 口辺横ナデ外商ヘラケズリ 内面へラナデ底部ヘラケズリ 80 
外面2.5YR4/2灰赤色他
完全実il{lj I区出土

13 士郎i器 宮里 22 (32.2) 口辺横ナデ外面へラケズリ 内面ヘラナデ 70 外商5YR3/2恥明遺赤物褐色
完全実測

14 土師器 褒 5.4 (34.1) 口辺機ナデ外面ヘラケズリ 内面へラナデ 50 外凶面転5実YtRRll6/4にぶい燈色
th遺物

15 土師器 宮里 [21.2) (19.6) 口辺横ナデ外面ヘラケズリ 内面刷毛目状工具によるナデ 口縁から胴部破片 外回面転5実Y担Rll5/4赤褐色I区出土

16 土師器 m (14.9) U辺機ナデ外商ヘラケズリ 内面ヘラナデ 口辺から胴占s破片 外回商転5実Y説Rll7/6燈色
I区出土

17 土師器 褒 (21.6) 外面へラケズリ 内面刷毛目状工具によるナデ 胴部破片 外岡商軒5宜Y珊Rll5/3にぶい赤褐色
I区・カマド出土

18 土師器 号車 [18) 7.8 26.9 口辺横ナデ 外面ヘラケズリ 内而へラナデ 底部木東痕 85 外完商全5実Y損Rll7/2ぬ明遺褐物灰色

19 土師器 号電 [9.6) (23.4) 外面へラケズリ 内面刷毛日状工具によるナデ 胴部から底部破片 外回面転実7.5視YllR7/I3に区ぷ出土い燈色他

20 土師苦言 宮里 [6) (2) 底部木葉痕 底部周辺破片 外同面転宰7.5相YllR5/I1褐区灰出色土

番号 器種 器形 最大長(cm)最大幅(cm)最大原(c置) 調 護・文 様 重量(g) 備 考

21 石製品 臼玉 1.1 1.1 0.6 滑石製 径3.5mmの穿孔 1.06 
灰白色

thi世物

22 石製品 臼玉 1.4 1.4 0.7 滑石製径3酬の穿孔 1.85 
灰白色

i'hi世物

第25表 H19号住居士I上遺物観察表

H20号住居祉

遺構はAF一え 5グリ ッドに位置し、北壁部をMlに切られる。主軸はN40 Wである。

平面形態は残存状況からやや隅の丸い方形と考えられる。規模は東西4.0m、南北は残存規模の最大

で3.0m、検出面から床面までの深さは20cmを測る。

覆土は黒褐色士層の単層である。

構造の特徴と して、床面は平坦で全体に硬質面を持つ。壁際には幅15cm、深さ 10cm内外の溝が存在

する。カマドは東壁の南寄りに構築されている。燃焼部と考えられる位置に焼土の堆積した火床が確

認できる程度で大半が破壊されている。主柱穴と思われるピットは確認できなかった。南壁の中央付

近に接して浅い窪み状の土坑が存在した。掘方は浅く 5cm内外の貼り床と思われる硬質層のみ確認でき

た。

遺物は土師器の坪 ・費、須恵器の杯 ・蓋 ・壷が出土した。土師器坪は古墳時代の破片が主体である

ハ
U
巳
U



が出土量は少ない。費は奈良・平安時代の武蔵費と厚手の破片が存在する。須恵器杯は奈良 ・平安時

代と思われる破片が数片出土した。

時期は古墳時代と奈良 ・平安時代の土器が混在するが、カマドから武蔵衰の破片が出土している こ

とから奈良・平安時代としたい。
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1 黒褐色土層 (10YR2/3)トム・ 軽石多く、炭化物含む。

2 暗褐色土層 (10YR3/4)トム・軽石多く含む。

3 明赤褐色土層 (2.5YR5/6)焼土層(火床)。

4 にぶい黄褐色土層 (10YR4β)トム主体。暗褐色土少畳含む。しまりあり。

5 暗褐色土層(lOYR3/3)日ーム ・軽石含む。しまりなし。

6 暗褐色土層 (10YR3/4)トム ・軽石含む。しまりなし。
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醤号 器種 器形 口径C血 底筏C皿 告最高c皿 Z燭 整・文 様 残存率・部位 備 考

1 須恵器 j;p (12.8J (7J 3.2 内外面ロクロナデ底部回転糸切り 20 
外面2.5GY5/1オリ プ灰色
回転実測 ぬ遺物

2 須恵告書 杯 (7.1J (l.5) 内外商ロクロナデ底部回転糸切り 底部から体制l破片
外面5GY5/1オリ プ灰色
回転実測

3 須恵器 高台付杯 8.4 (l.6) 底部回転糸切り後高台i泊り付け 高台から底部敏片
外面2.5GY4/1階オリープ灰色
完全実証I'J rtJ.遺物

4 須恵器 蓋 (14.2J (2.1) 内外面ロクロナデ 天井部回転ヘラケズリ 返りから天井部破片
外面5P3/1暗紫灰色
回転実割IJ

5 須恵器 雪量 内外面ロクロナデ 頚部破片
外面N4/0灰色
断面実劃IJ I区出土

6 須恵器 壷 内外面ロクロナデ外面自然糊付着 胴下部破片
外面N4/0灰色
断I師実例IJ II区出土

7 土師器 杯 内外商ロクロナデ 口縁破片
外商5YR5/4にぷい赤褐色
断面実例j E区出土

8 土師器 褒 内外而ロクロナデ 口縁破片
外面5YR6/4にぶい燈色
断面実測 カマド出土

第26表 H20号住居祉遺物観察表

H21号住居祉

遺構はAF あ-4グリ ッドに位置し、部分的に撹乱に破壊される。主軸はN10 Wである。

平面形態はやや南北に長い隅の丸い長方形で、規模は南北4.2m、東西3.5m、検出面から床面までの

l~さは25crn を担リ る。

覆土は黒褐色土と暗褐色土が主体で周辺部から流れ込んだ状況が認められることから自然堆積と考

えられる。

構造の特徴として、床面は南側がやや低い他は平坦で、土問状の硬質面を持つ。壁際の溝及びピッ

トは確認できなかった。カマドは北壁の中央からやや東に寄った位置に構築されている。燃焼部の主

体が住居内に収まる形状で袖は粘土と石材で構築されている。石材は焚き口入り口部及び内壁部分、

袖の心材に使用されていた。燃焼部はやや窪んでおり焼土の堆積は認められなかった。カマ ド前方部

にはカマ ドの構築材と考えられる石材が散在していた。掘方は南側の土坑状の窪みが存在する地域以

-EムFb
 



外は全体的に5cm程度の硬質な貼り床層のみである。また、北東コーナーに土坑が確認できた。床面上

から掘り込まれていた可能性も考えられる。

遺物は土師器の杯・碗 ・皿 ・費、須恵器の杯 ・蓋 ・曹、すり石 ・剥片が出土した。土師器部は体部

下部の丸みが強く、やや器高が低い。内面は黒色処理が主体である。墨書土器の破片が2片出土して

いる。碗は坪に比べやや器

厚が厚い。費は口縁コの字

状の武蔵室の破片と台付き

奮の台部から胴下部の破損

品が認められる。須恵器は

坪 ・蓋・費いずれも破片資

料である。

時期は資料不足ではある

が、土師器杯の形状及び須

恵器坪の出土量に減少が認

められることから 9世紀後

半から10世紀前葉としたい。
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1 黒褐色土層(lOYR2/3)日ム・軽石・炭化物含む。
2 黒褐色土層(lOYR2/2)トム・軽石・炭化物・焼土含む。
3 暗褐色土層(lOYR3/4)D-1多量に含む。
4 極暗赤褐色土層 (5YR2/3)焼土・炭化物・灰含む。
5 暗褐色土層 (lOYR3/3)焼土・炭化物・トム・軽石含む。
6 褐灰色土居 (5YR4/1)粘土層。
7 極暗褐色土層 (7.5YR2/3)日ーム・軽石・炭化物含む。
8 褐色土層 (7.5YR4/4)日ーム多く、炭化物含む。
9 暗褐色土層 (lOYR3/4)トム多く含む。
10 日音褐色土層 (10YR3/3)日仏と暗褐色土の混合土。
11 褐色土層(lOYR4/3)しまりあり。
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番号 器種 器 形 口径cm 底径cm 器高C田 朔 整 ・文 様 残存率 ・部位 備 考

1 土師器 杯 12.6 5.7 4 外商ロクロナデ 内面ミガキ ・黒色処理 底部回転糸切り 85 
外面7.5YR5/2灰褐色
完全実担l I区出土 1h遺物

2 土師器 杯 [12.9) 6.5 3.5 外商ロクロナデ 内面ミガキ ・黒色処理底部回転糸切り 口縁から底部破片
外面2.5YR5/6明赤褐色
回転実測 I区出土

3 土師器 血l [14.9) (5.2) (2.5) 外商ロクロナデ内商ミガキ・黒色処理底部高台欠損 口j縁から底部破片
外面7.5YR5/4にぷい褐色
回転実測 カマド出土

4 土師器 碗 7 (3.6) 外面ロクロナデ 内面中央から放射状ミガキ・ 黒色処理
高台100から体部 外面5YR5/8明赤褐色

底部回転糸切り後高台貼り付け 破片 一部回転実測 I区出土

5 土師器 台付褒 7.4 (6.9) 現部外面へラケズリ 内面ヘラナデ 台部内外面横ナデ 台部から胴部破片
外面2.5YR5/4にぶい赤褐色
一部回転実測 カマド出土

6 土師器 珂t 外面ロクロナデ 内面黒色処理表面墨書あり 体部破片
外商7.5YR7/6燈色
断面実測 I区出土

7 土師器 界 外面ロクロナデ内面黒色処理表面墨書あり 体部破片
外面7.5YR5/4にぷい褐色
断面実担.~ E区出土

8 士師器 褒 内外面ロクロナデ 口縁破片
外面5Y宜5/6明赤褐色
断商実iJtlJ E区出土

9 土師器 望星 内外面ロクロナデ 口辺破片 外断面面呈7姐5YR6/4にぷい糧色
IV区出土

10 須恵器 杯 内外面ロクロナデ 口縁破片
外面5Y5/1灰色
断面実測 E区出土

11 須恵器 惹 天井部回転ヘラケズリ 宝珠つまみ貼り付け 天井部破片 外面5回R転.P4実/1暗繁灰色一部 測 W区出土

12 須恵器 褒 内外面ロクロナデ 二重口縁 外商櫛描波状文 口縁破片
外面N3/1暗灰色
断面実測 IV区出土



番号 様積 器形 口径c田 底径C血 喜善1高c皿 調 型在・文 犠 残存率・部位 備 考

13 須恵器 費 外面白然袖付着内面ナデ 胴部破片
外商5R3/1暗赤灰色
断面実剖1) I区出土

14 須恵器 警E 外面平行叩き・自然納付着 内面ナデ 胴部破片
外而2.5Y3/1黒褐色
断面実罰1) E区出土

醤吟 器種 器形 最大長(CII)最丸幅(cm)最大序(佃) 誠 型産 ・文 4譲 重量量(g) 備 考

15 石器 すり石 10.1 9.4 3.2 正面にすり面 367.04 
1"-造物

16 石器 すり石 5.2 3.7 2.2 全体にすり痕 49.07 
I区出土

17 石器 剥片 2.4 1.3 1 同時害lれによる剥離か? 黒暇石 2.44 
E区出土

第28表 H21号住居祉遺物観察表 (2) 
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1 黒褐色土層(lOYR2/3)日4・軽石 ・炭化物含む。

2 にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)炭化物やや多く、日ーム・軽石含む。

3 暗褐色土層 (10YR3/4)炭化物やや多〈、トム ・軽石、少量の焼土含む。

4 赤褐色土層 (5YR4/6)焼土・炭化物 ・灰多く含む。

5 暗褐色土層 (7.5YR3/3)O-b・炭化物 ・軽石含む。しまりなし。

6 褐色土層 (7.5YR4/4)トム主体。炭化物含む。しまりなし。

7 黒褐色土層 (10YR3/2)トム・軽石 ・炭化物含む。

8 にぷい黄褐色土層 (10YR4β)炭化物・トム・軽石含む。

9 にぶい黄褐色土層(lOYR5/4)日ーム主体。炭化物含む。しまりあり。

10 暗褐色土層 (10YR3β) しまりなし。

11 にぶい黄褐色土層 (10YR4β)トム多く、炭化物含む。しまりなし。

12 明赤褐色土層 (5YR5/8)焼土層。

13 黒褐色土層 (7.5YR3/2)焼土・ 炭化物含む。

14 褐色土層 (7.5YR4/4)焼土 ・炭化物やや多く含む。

15 明赤褐色土層 (5YR5/6)粘土層。

16 黒褐色土層 (7.5YR3/2)焼土・炭化物含む。

17 褐色土層 (7.5YR4β)トムナ、日ック・軽石・炭化物含む。

18 黒褐色土層 (7.5YR2/2)焼土・炭化物含む。

19 暗褐色土層 (7.5YR3β)トムと暗褐色土の混合土。

20 褐色土層 (7.5YR4β)日ム主体。暗褐色土 ・炭化物含む。

21 極暗褐色土層 (7.SYR2/3)トム7""日ック ・軽石 ・炭化物含む。

22 日音褐色土層 (SYR3/3)焼土・炭化物多く含む。

第45図 H22号住居祉実測図

遺構はWーお-10グリッドに位置し、 H3・4に切られ、南壁の一部を撹乱に破壊されている。主

軸はN370 Wである。

平面形態、は残存状況から隅丸の方形と考えられ、規模は5.6m、東西5.4m、検出面から床面までの深

さ}ま25cmを調。る。
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覆土はすり鉢状の 2層でカマド付近は壁方向から流れ込んだ状況が認められ、自然堆積と考えられ

る。

構造の特徴として、床面は南東部の一部分を除き土問状に硬質である。南東コ ナ 付近以外に幅

15cm、深さ10cm内外の壁溝が存在する。ピットは床面上から 6個確認できた。主住穴はPl""P4で

ある。南壁の東寄りには方形の土坑が2基切り合う状態で存在した。カマドは西壁の南寄りに構築さ

れていた。カマドの位置としては類例の少ない位置である。南袖と火床が確認できた。火床の位置か

ら住居内に燃焼部が設置される形状である。南袖は粘土で構築され、内壁部に石材が埋め込まれてい

る。火床は円形の焼土の堆積が認められ、上部にカマド材と考えられる石が散在していた。掘方は中央

部が浅く、周辺部がやや深く掘り込まれた状況である。

遺物は土師器の坪・嚢 ・壷・高杯、須恵器の費、敵石及び混入と思われる弥生土器片が出土した。

坪は丸底の底部から丸みを持って立ち上がり、口縁端部で僅かに外反する形態と体部途中か ら内傾し

口縁に至る形態が存在する。壷は小型丸底壷である。費は口縁くの字状の小型 ・中型品が存在する。

高杯は破片である。須恵器聾の器厚は薄く内面当て具痕、外面日日き痕が認められる。

時期は口縁端部が僅かに外反する土師器杯及び小型丸底壷の存在から 5世紀中葉としたい。
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番号 器種 器形 口径C阻 底径C血 器高cm 調 襲 ・文 様 残存事 ・部位 備 考

1 土師器 珂く [13) 丸底 6 
外面口縁・体部ミガキ・底部へフケズリ

40 
外面5YR6/6燈色

内面中央から放射状のミガキ 回転実訓1) I区出土

2 土師器 杯 [10.2) 5.8 7.3 
外商口辺部刷毛目・ヘラナデ ・ミガキ 内面口辺ミガキ

口縁から底部破片
外面7.5YR7/3にぷい燈色

内面ヘラナデ底部木薬痕 完全実担~ lV区出土

3 土師器 壷 (9.3) 外面胴上部ミガキ 下部ヘラケズリ 内面へラナデ 胴部破片
外商2.5YR5/6明赤褐色
回転実測 1. II区出土

4 土師器 壷 [10.4) (7.2) 内外面ミガキ 口縁から胴部破片
外面10R3/3暗赤側色
回転実視1) 1区出土

5 土師器 壷 [8.2) (8.7) 外面 内面υ辺ナデ・ミガキ 内面輪積痕・ ヘラナデ 口縁から鯛部破片
外而5YR6/6燈色
回転実測 1 . lV区出土

6 士師器 w (5.8) 外面上部ナデ下部へラケズリ 内面へラナデ 胴部破片
外面5YR5/4にぷい赤褐色
回転実担j I1正出土

7 土師器 手担土器 [7.6) [4) 4.8 内外面ヘラナデ 口i縁から底部破片
外面7.5YR5/2灰褐色
悶転実担) lV区出土

8 土師器 小型褒 [14.8) (14.4) 口縁械ナデ外而ヘラナデ -一部刷毛目ナデ内面へラナデ 口縁から胴部破片
外面5YR5/3にぷい赤褐色
回転実割1) II区出土

9 土師II~ 小型資 11.3 5.4 10.2 口縁横ナデ外商・底部ヘラケズリ 内面ヘラナデ 80 
外商2.5YR5/6明赤褐色
完全実担1) 1 .lV区・カマト 出土

10 土師器 雪量 [17.6) (9.2) 口縁横ナデ内外面へラナデ 口j縁から胴部破片
外面5YR6/4にぷい燈色
回転、実担1) 1・lV区出土

11 士師器 褒 [17.8) (11.7) ロ縁償ナデ 内外面へラナデ 口j縁から胴部破片 外回面転、実2.5相YllR6/6償色
カマド.lV区出土

12 土師器 雪量 5.8 (6.3) 外面・底部ヘラケズリ 内面へラナデ 同から胴下部破片外面5回Y転R実6/S6Ul燈色他
部 1 'lV区・力Tド出土

13 土師器 雪軽 外商刷毛目 内面ナデ 胴部破片 外断商面実10測YR4/2灰黄褐色他1 . lV区出土

14 土師器 雪量 外雨l刷毛目ナデ内面ナデ 胴部破片 外断面面7実5gYulR6/4Iに区ぷ出土い燈色

15 須恵骨量 ~ [21.6) (38) 口縁械ナデ 外面平行叩き 内面当具痕 ・ナデ 口縁から胴部破片 外回商転実10担YlR4/1純灰色1 .lV・力7ド出土

16 弥生土器 褒 外面縦櫛摘波状文内面ナデ混入巡物 胴部破片 外断商而寧5Y捌R3/lE黒区褐出色土他

17 弥生土器 褒 外面櫛措文内面ナデ混入遺物 胴部破片 外断面面実7.5測YR7/W4に区ぶ銅方い燈出色土

18 弥生土器 褒 外商櫛摘文内面ナデ混入造物 胴部破片 外断面面7婁5捌YllR7/W6糧~色出土

19 弥生土器 褒 外而櫛描文 内面ナデ混入遺物 胴部破片 |外断国而7輩m湘11 明IV燈区色姻方111土

20 弥生土器 雪量 外商櫛揃文内面ナデ混入遺物 頚部破片 |外断商市1寧7.5YR摺ll wIV燈区色11¥土

番号 器種 器形 最大長(cm)厳大幅(畑)最大淳(c皿) 灘 型車・文 様 重量(g) 備 考

21 石器 敵石 12.1 6.7 4.1 先端・側面に敵打痕 487.15 
I区出土

第29表 H22号住居祉遺物観察表
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第47図 H23号住居泣実測図
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1 黒褐色土層 (10YR2/3)トム ・軽石 ・炭化物含む。

2 暗褐色土層 (7.5YR3/3)燐土・ 灰 ・炭化物多く含む。

3 暗褐色土層(lOYR3β)焼土・ 炭化物 ・軽石 ・日ーム含む。

4 黒褐色土層 (7.5YR3/2)焼土 ・炭化物 ・軽石 ・トム含む。

5 黒褐色土層 (7.5YR2/2)炭化物やや多 く、焼土 ・軽石含む。

6 極暗赤褐色土層 (5YR2/3)炭化物 ・焼土多く、軽石含む。

7 暗褐色土層 (10YR3β)日4・軽石 ・炭化物含む。 しま りなし。

8 暗褐色土層 (lOYR3/4)日ーム・軽石 ・炭化物含む。 しまり な し。

9 暗褐色土層 (7.5YR3/3)炭化物多く、焼土 ・粘土粒含む。

10 D音褐色土層 (7.5YR3/4)トムr日ック ・軽石含む。 上面やや硬質。

遺構はw-え-7グリ ッドに位置し、 H1に
切られ、部分的に撹乱に破壊されている。主軸

はN2rwである。
平面形態は残存状況から方形と考えられ、規

模は南北4.2m、東西4.2m、検出面から床面ま

での深さは30cmを測る。

覆土は上層に黒褐色土、下層に暗褐色土の2

層である。

構造の特徴として、床面は周辺部が一部低く

軟弱な部分も認められるが、全体的には土問状

の硬質面が存在する。壁際には幅15cm、深さ10

cm 内外の溝が巡り西壁には主柱穴に向かつて間

仕切り状の溝が延びる。主柱穴は3個確認でき、

南壁の角に土坑が存在する。カマドは確認でき



なかった。 Hlに破壊された可能性が考えられる。掘方は中央部は浅く周辺部を若干深く掘り下げた

状態であった。

遺物は土師器の坪 ・高杯 ・嚢 ・童、須恵器の杯、編物石・砥石 ・すり石・ 臼玉、鉄製品が出土した。

土師器杯は口縁端部が僅かに外反する。高坪は坪部底部と体部の境に明瞭な稜を持ち、体部はやや聞

きながら直線的に口縁部に至る。壷は口縁部の破片である。須恵器坪は底部から体部の破片が l片認

められた。

時期は口縁端部が僅かに外反する坪及び高坪の坪部形状から古墳時代中期終わり、 5世紀後半とし

たい。
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第48図 H23号住居祉遺物実測図

番号 器種 器形 口径cm 底径cm 総高c皿 Z間 整・文 様 残存率 ・部位 備 考

l 土師器 珂= (13.6J (4.2) ロ縁横ナデ 外商ナデ 内面ミガキ 口縁から体部破片
外商2.5YR5/8明赤褐色
回転実例IJ m区・検出出土

2 土師器 高旅 15.8 (6.3) 内外商ミガキ 杯部60
外面2.5YR5/6明赤褐色
完全実測 I.N区出土

3 土師器 高杯 (17.1J (6.1) 内外商ミガキ 杯部30
外面2.5YR4/6赤褐色
一部回転実例l I区出土

4 土師器 雪聾 (18.2J (5.2) 内外面ミガキ 口縁破片
外面7.5YR5/4にぷい褐色
回転実罰IJ N区出土

5 土師器 高杯 (13J (1.6) 外面ミガキ 内面ナデ 脚部破片
外面2.5YR4/6赤褐色
回転実現IJ I.N区出土

6 土師器 褒 (5.1) 口辺機ナデ内外面ヘラナデ 口辺から胴部破片
外面2.5YR5/4にぷい赤褐色他
回転実担IJ N区出土

7 土師器 褒 (27J (5.6) 口縁横ナデ 口辺から頚部破片
外商5YR7/6燈色
回転実担IJ II区出土

8 須恵器 勾t (5J (2.7) 内外面ロクロナデ外商ヘラケズリ 底部から体部破片
外面N5/0灰色
回転実担IJ m区・検出出土

番号 器種 器形 最大長(cm)最大幅(cm)最大厚(c置) 調 繋・文 様 重量(g) 鏑 考

9 石器
編物・

8.5 6.8 2.6 全体に表面滑らか表面に凹あり 199.8 
E区出土

すり石

10 石器 砥石 10.9 9.4 3.8 砥面2 531.02 
rtJ.遺物

11 石器 すり・蔽石 9.8 8.5 2.7 全体に滑らか側面に敵打痕 268.06 
E区出土

12 石器 すり・敵石 7.5 6.8 2.8 全体に滑らか側商に敵打痕 185.63 
E区出土

13 石器 すり石 3.7 3 0.9 表面すり痕 12.55 
I区出土

14 石製品 臼玉 0.45 0.4 孔径0.15 0.15 
ぬ遺物

15 石製品 臼玉 0.4 0.3 孔径0.15 0.09 
N:l.遺物

16 石製品 臼玉 0.45 0.2 孔径0.2 0.08 
h遺物

17 石製品 臼玉 0.5 0.35 孔径0.2 0.15 
ぬ遺物

番号 書官 種 器形 最大長(cm)最大幅(c血)短大厚(c担) 調 整 ・文 様 1fi量(g) 備 考

18 鉄製品 万子 6.57 1.5 0.47 錆付着 4.45 
I区出土

」

第30表 H23号住居祉遺物観察表
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H24号住居祉

遺構はAFーお-2グリ ッドに位置し、北側及び中央付近を大き く撹乱に破壊されている。主軸は

N 30 Wである。

平面形態は残存状況からやや隅の丸い方形又は長方形と考えられる。

規模は東西3.6m、南北は調査規模の最大で3.8m、検出面から床面までの深さは16cmを測る。

覆土はほぼ水平に堆積した 2層で、カマド周辺は壁方向から流れ込んだ状況が認められた。自然堆

積と考えられる。

構造の特徴として、残存した床面はやや凹凸感が認められるが、やや硬質な面が存在した。壁溝は

西壁にのみ存在した。カマドは東壁に構築されていた。多くは破壊され、燃焼部から壁外への立ち上

がりと円形に焼土が堆積した火床のみ確認できた。掘方は全体的に10cm内外の深さで暗褐色土が埋め

込まれやや硬質である。

遺物は土師器の坪 ・碗 ・曹、須恵器の杯・室、すり石 ・編物石が出土した。土師器杯は内面黒色処

理が主体であり、碗は高台が低い。費はやや厚手のロクロ費と薄手の武蔵聾が存在する。須恵器杯は

001 

④ 

国|

。 699.700m (1 :80) 2m 

J
C
 

⑧.<(¥ 
小破片で出土数は少ない。灰

軸陶器は皿または碗の破片で

ある。

時期は、 ロクロ費と武蔵衰

の存在、土師器碗の高台に足

高が認められないことから 9

世紀後半と したい。

ー揚揚-
1 黒褐色土層(10YR2/3)日ーム・軽石・炭化物含む。
2 暗褐色土層 (10YR3/4)トム・軽石多く、 炭化物含む。
3 暗褐色土層 (10YR3/4)日ーム多く含む。しまりなし。
4 にぶい赤褐色土層 (2.5YR4/4)粘土主体。 熱を受けている。
5 暗赤褐色土層 (5YR3/2)粘土・焼土・炭化物多く含む。
6 極精赤褐色土層 (5YR2/3)焼土・灰・炭化物含む。
7 にぷい赤褐色土層(5YR5/4)焼土層。
8 にぶい黄褐色土層 (10YR4/3)トム・軽石・炭化物含む。
9 にぷい黄燈色土層(10YR6/4)トム主体。
10 暗褐色土層 (lOYR3/3)D-il'軽石やや多い。
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第49図 H24号住居吐遺構 ・遺物実測図

番号 器積 銭形 口径cm 底径C皿 器高c皿 調 襲・文 様 残存率・部伎 備 考

1 土師器 碗 (14.6J 6.8 4.7 
外面ロクロナデ 中央から放射状暗文・内面黒色処理

30 
外商10YR6/6明黄褐色他

底部回転糸切り後高台貼り付け・ナデ 一部回転実担1) IV区姻点・カマド出土
2 土師器 原 (13.6J 4.8 4.2 外商ロクロナデ内面黒色処理底部回転糸切り 30 

外商10YR5/6黄褐色
一部回転実現1) 1. IV区出土

3 土師器 碗 (5.5J (0.8) 
底部岡転糸切り 内面2本単位の放射状暗文 黒色処理外 底部破片 外商7.5YR6/6被色面盛香痕 一部回転、実測 I区出土

4 土師器 碗 7.8 (1.6) 底部回転糸切り後高台貼り付け 内面ミガキ 高台から底部破片外面5YR6/6燈色回転実掴1) IV区m土
5 土師器 ロクロ護 (16.3J (8.3) 内外商ロクロナデ 外面胴下部ヘラケズリ 口縁から胴部破片外面7.5YR7/4にぷい燈色

回転実担1) IV区出土
第31表 H24号住居牡遺物観察表 (1)
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番号 器積 器形 IJ径c皿 底径c皿 務高c田 調 整 ・文 様 残存率・部位 備 考

6 須恵器 珂く [14.2) [7.2) 3.5 内外而ロクロナデ底部回転糸切り 口縁から底部破片
外面2.5Y7/2J;火黄色他
回転実測 1 . IV区出土

7 須恵器 哩主 底部ヘラケズリ 底部破片
外面5Y7/1灰白色
断面実測 IV区出土

番号 器種 器形 最大長(cm)最大幅(cm)最大厚(cm) 調 整・文 様 重量(g) 備 考

8 石器 す り石 9 8.7 3.8 正・裏面にすり痕 388.82 
E区出土

9 石器 すり石 3.2 2.5 1.5 正・裏面にすり痕 15.44 
W区出土

10 石器 編物石 8.4 3.5 1.9 表面に1カ所凹あり 75.33 
E区楓方/:l:¥土

第32表 H24号住居祉遺物観察表 (2) 

H25号住居祉

遺構は調査区東のAA一き-8グリッドに位置し、一部撹乱に破壊される。主軸はNIOO Eである。
平面形態は東西に長い隅丸の長方形である。

規模は南北2.2m、東西2.6m、検出面から床面までの深さは30cmを測る。

覆土は上下2層で下層は壁際から堆積した状況が認められる事から自然堆積と考えられる。

構造の特徴として、床面は中央か らカマドに向かつて緩やかに傾斜する他は平坦で、土問状の硬質

面を持つ。ピット、壁溝は確認できなかった。西壁の中央付近に接して長径88cm、深さ20cmを測る土

坑が存在した。カマドは北壁の東寄りに構築されている。燃焼部の半分が北壁外に張りだす形状であ

る。大半が破壊されている。袖の一部及び燃焼部の窪みと検出面への立ち上がりが確認できた。掘方

は 5"-" 1 Ocmの厚みで硬質化した暗褐色土が埋め込まれていた。

遺物は土師器の費、須恵器の杯 ・壷が出土した。土師器費は口縁コの字状の武蔵費である。須恵器坪

は回転糸切り後無調整で形状が判別できる 1個体、壷は胴部の破片が出土した。

時期は、土師器武蔵棄の形状及び底部回転糸切り後無調整の須恵器坪から 9世紀前半としたい。
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1 黒褐色土層 (10YR2β)0-)， ・軽石 ・炭化物含む。

2 晴褐色土層 (10YR3/4)トム・軽石やや多く含む。

3 暗褐色土層 (10YR3/3)軽石多く、日ーム含む。

4 黒褐色土層 (10YR3/2)粘土・軽石・トム・炭化物含む。

5 暗褐色土層(lOYR3/4)焼土・灰・炭化物含む。

6 黒褐色土層 (10YR2/2)炭化物多く含む。

7 極暗赤褐色土層 (5YR2/3)粘土層。トム・軽石含む。
8 暗褐色土層 (10YR3/4)トム7守口ック・軽石多く含む。

やや硬質。

699.600m 
O (1:80)2m  
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番号 器穣 器形 口径cm 底径C皿 器高cm 務 整・文 様 残存率・ 部位 備 考

1 土師器 雪量 [23.1] (12.8) 
口縁横ナデ・ややコの字状武蔵褒 外面へフケス'リ 内面へ

口縁から胴部破片
外商5YR5/6明赤褐色

ラナデ 回転実測 II区出土

2 土師器 褒 [22] (5.2) 
口縁横ナデ ・ややコの字状武蔵褒 外而へフケズリ 内面へ

日縁破片
外面7.5YR5/4にぷい褐色

ラナデ 回転実測 カマド出土

3 土師器 褒 外面へラケズリ 内而輪fj'jj良・ヘラナデ 胴部破片
外面2.5YR5/3にぶい赤褐色
断面実測 カマド出土

4 土師器 吉里 [4.6] (8.4) 外両ヘラケズリ 内面ヘラナデ 底部ヘラケズリ 底部から胴部破片
外面7.5YR4/4褐色
回転実測 W区・カマド出土

5 土師器 き聖 [4.2] (4.8) 外面ヘラケズリ 内面へラナデ底部へラケズリ 底部から胴部破片
外商7.5YR4/4褐色
一部回転実担IJ カマド出土

6 土師器 褒 [4.2] (6) 外面ヘラケズリ 内面へラナデ底部ヘラケズリ 底部から胴部破片
外面10YR6/8明黄褐色
回転実測 カマド出土

7 須恵器 杯 13.9 6.3 3.9 内外商ロクロナデ 底部回転糸切り 80 
外国7.5Y5/2灰オリープ色
完全実測 カマド出士

8 須恵器 ~ (15.4) 
内外面ロクロナデ・へラナデ 外商部自然利付着

胴部破片
外商7.5Y4/2灰オリープ色

9と同一個体の可能性あり 回転実担IJ カマド出土

9 須恵器 宜世E 
内外面ロクロナデ・へラナデ外面 部自然紬付着

胴部破片
外面2.5Y4/2暗灰黄色

8と同一個体の可能性あり 断而実視| 田区・カマド出土

第33表 H25号住居祉遺物観察表

日26号住居祉
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1 暗褐色土層 (lOYR3/3)トム ・軽石 ・炭化物含む。

2 黒褐色土層 (lOYR2/3)トム・ 軽石 ・炭化物含む。

3 褐色土層 (10YR4/6)トム主体。軽石多く含む。

4 暗褐色土層 (10YR3/4)D-1・軽石 ・炭化物含む。

5 極暗褐色土層 (7.5YR2/3)軽石 ・トム・ 炭化物 ・焼土 ・粘土粒含む。

6 暗褐色土層 (7.5YR3/3)軽石 ・トム ・炭化物 ・焼土 ・粘土粒含む。

i:rJ1 
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7 黒褐色土層 (7.5YR2/2)軽石 ・トム・炭化物 ・焼土・ 粘土粒含む。

8 褐色土層 (lOYR4/4)トム多く、軽石 ・炭化物含む。

9 褐色土層 (7.5YR4/4)トム・赤色目ーム・炭化物 ・軽石含む。しまりな し。

10 褐色土層 (7.5YR4/3)日ーム多く、軽石 ・炭化物含む。しまりなし。

11 暗褐色土層 (10YR3/3)炭化物多く、日ーム ・軽石含む。

12 黒褐色土層 (7.5YR3/1)灰層。

13 明赤褐色土層 (5YR5/6)D-1層。

14 暗褐色土層 (7.5YR3/4)焼土 ・炭化物 ・日ーム・軽石含む。

15 黒褐色土層 (10YR2/2)焼土 ・粘土粒 ・炭化物含む。

16 にぷい赤褐色土層 (2.5YR5/4)焼土層。

17 極H音褐色土層 (7.5YR2β)炭化物 ・焼土含む。

18 褐色土層 (7.5YR4/3)炭化物 ・焼土含む。

19 褐色土層 (7.5YR4/4)日4主体。炭化物含む。

20 にぷい黄褐色土層 (10YR4/3)日-1主体。粘土粒含む。しまりあり。

21 日産褐色土層 (7.5YR3/4)焼土 ・炭化物含む。

22 にぷい褐色土層 (7.5YR5/4)日-1多く含む、やや硬質。

第51図 H26号住居祉実測図

遺構は調査区北東のAR-う-7グリッドに位置し、北壁付近を大きく 撹乱に破壊されている。主

軸はN150 Wである。

平面形態は残存状況から南北に長い長方形と考えられる。

規模は東西3.4m、南北5.1m、検出面から床面までの深さは20cmを測る。

覆土は壁際からの流れ込みによる堆積状況である ことから自然堆積と考えられる。
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構造の特徴として、床面は硬質面を持つ。壁際には幅15crn、深さ10crn内外の溝が巡る。ピットは確

認できなかった。床面上では南東隅に長径11Ocrn、深さ20crnの貯蔵穴と考えられる土坑が存在した。

カマドは東壁と北壁西側の 2カ所に存在する。壁溝が北壁カマド手前で周 り、 北カマド付近は南側の

床面より若干高いことから、別の住居が存在していた可能性が考えられる。

遺物は土師器の坪 ・碗・費 ・皿、須恵器の杯 ・費、灰軸陶器、緑紬陶器が出土した。土師器坪は回

転糸切りされた底部から聞き気味に素直に口縁に至る。黒色処理と未処理が存在し、出土量は黒色処

理が上回る。費は小型のロクロ費と口縁コの字状の武蔵費が存在する。灰紬陶器は碗・皿の破損品で

高台は内側がやや湾曲する三日月状である。緑紬陶器は高台の内側と底部以外は軸薬が施されている。

須恵器費は大型の破片と思われ、 表面に平行叩き及び叩き後にナデ消しを行った痕跡を有する破片が

存在する。

時期は口縁コの字状の武蔵費及びロク口費の存在、灰紬陶器の高台が三日 月状であることから 9世

紀後半としたい。
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番号 器積 器形 日筏cm 成径ω 器高C田 昔時 理畏 ・文 様 残存率 ・部位 備 考

1 土問I器 坪 [13.3J 6 4.3 
外面ロクロナデ 内面中央から放射状に2本単位時文 ・口辺

90 
外面5YR6/6燈色

部2本の暗文・黒色処理 底部回転糸切り 部回転実証明ぬ造物

2 土師器 杯 [13J 5.8 4 
外商ロクロナデ ・底部周辺部ヘラナデ 内面放射状に1・3

70 
外面7.5YR6/4にぷい燈色

本単位の時文・ 黒色処理 底部阿転糸切り 部回転、実測 I区出土

3 土師器 杯 [12.4J 6.2 4.1 
外面ロクロナデ ・底部周辺部ヘラナデ 内面放射状に1・3

70 外商7.5YR6/6栂色他
本単位の暗文・ 黒色処理 底部回転糸切り 一部回転実測 カマ ド出土

4 土師器 杯 [13J [5J 3.6 
外面ロクロナデ 内面中央から放射状に1本単位階文・黒色処理

口縁から底部破片
外商5YR6/6償色

底部回転糸切り 回転実測 W区出士

5 土師器 珂t [14J 6.1 4.1 外面ロクロナデ 内商黒色処玉虫 底部阿転糸切り 50 
外商5YR5/6明赤褐色
部回転実測 m.rv区出土

6 土師器 杯 [13.4J 5 4.4 
外商ロクロナデ 内面ミガキ ・やや摩耗 ・黒色処理

50 
外面5YR6/6燈色

底部回転糸切り 部回転実抑J 1区出土

7 土師器 勾く [14.8J 6.2 5.4 
外面ロクロナデ 内面中央から放射状に花びら状暗文 黒色処理

30 
外面7.5YR6/6槌色

底部回転糸切り 部回転実剖IJ rv区出土

8 土師器 杯 [12.8J [5.2J 4.1 
外商ロクロナデ ・ナデ 内商中央から放射状にi本単位の暗

口j縁から底部破片
外商7.5YR7/日栂色

文 黒色処理底部回転糸切り 回転実測 カマド掘方出土

9 土師器 杯 [12.2J [5.6J 3.7 
外商ロクロヲデ 内面中央から放射状に1本単位の暗文・黒色処理

口縁から底部破片
外而lOYR7/6明黄褐色

底部回転糸切り 回転実測 北カマド・D7出土

10 土師器 珂く [13.2J (6J 4 内外面ロクロナデ底部回転糸切り 口縁から底部破片
外商lOYR6/6明黄褐色
回転実測 撹乱出土

11 土師器 杯 [13J [6J 4 外面ロクロナデ 内面黒色処理 底部回転糸切り 口縁から底部破片 外回転商10YR6/6明黄褐色
実測 W区・束力?ド出土

12 土師器 杯 [5.4J (3.5) 外底面部ロ回ケ転ロ糸ナ切デり 内面中央から放射状に1本単仲の暗文 黒色処理 体部から底部破片 外回商転実5Y測R6/6栂色m.rv区出:1

13 土師器 杯 [12.6J [6.4J 4.3 外商ロクロナデ 内商黒色処理底部回転糸切り 口縁から底部破片 外回商転、実7.5相YtR7/6燈E色区出土

14 土師器 杯 [12.2J [5.8J 3.3 外商ロクロナデ内商黒色処程底部岡転糸切り 日縁から底部破片 外回転而5実Y測R5/6明赤褐色

15 土師器 杯 [16.5J (5) 外商ロクロナデ 内所ミガキ ・黒色処理 口縁から体部破片 外面5YR5/4にぷい赤褐色
回転実測 lI.m区出土

第34表 H26号住居祉遺物観察表 (1)
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番号 器 種 器 形 口径cm 底径cm 銭高c皿 調 繋 ・文 様 残存$・部位 備 考

16 土師器 事ヰ 外面ロクロナデ内面黒色処理? 口縁破片
外面7.5YR5/6明褐色
断面実視l 束力マド出土

17 土師器 杯 [15J (3.5) 外面ロクロナデ内面黒色処理 口縁破片
外面7.5YR6/4にぶい按色
回転実測 皿区出土

18 土師器 杯 外面ロクロナデ内面黒色処理? 口縁破片
外面2.5Y7/6明黄褐色他
断面実割l 北カマド出土

19 土師器 杯 6 (1.3) 内面放射状ミガキ ・黒色処理 底部回転糸切り 底部破片
外而7.5YR6/6積色
部回転実測撹乱出土

20 土師器 杯 5.4 (2.8) 外面ロクロナデ 内面ミガキ・黒色処理底部回転糸切り 底部100から体部破片
外面5YR6/4にぷい燈色
部回転実関IJN区出土

21 土師器 杯 6 (2.1) 内面放射状暗文底部回転糸切り 底部l∞から体部破片 外面7.5YR5/6明褐色
完全実視IJ Dl出土

22 土師器 碗 15 7.8 5.4 外商ロクロナァ 内而中央から放射状ミガキ・黒色処理 100 外面7.5YR6/4にぶい糧色
底部回転糸切り後高台貼り付け 完全実視IJ tb.遺物

23 土師器 碗 [16.2J 8 7.3 外面ロクロナデ 内面黒色処理やや剥離・付着物底部高 80 外面5YR6/4にぶい燈色
台貼り付け後ナデ 部回転実担IJtb.迫物他

24 土師器 碗 7 (3.9) 外面ロクロナデ 内面黒色処理底部回転糸切り後高台貼り 高台100から体部破片
外面7.5YR5/6明褐色

付け 部向転実視l北カマド出土

25 士師器 碗 14.9 (5.5) 外商ロクロナデ内面黒色処理底部高台欠損 90 
外面10YR5/4にぷい黄褐色
完全実測 施主遺物

26 土師器 碗 7.4 (1.7) 内面暗文・淡い採色処理 底部回転糸切り後高台貼り付け 底部100 外面2.5YR5/6明赤褐色
完全実視IJ 撹乱出土

27 土師器 椀 [6.6J (2.1) 外面ロクロナァ 内面黒色処理 荷台から体部破片
外面7.5YR6/6燈色

底部回転糸切り後やや足高の高台貼り付け 回転実担.IJ m区出土

28 土師器 碗 [7.2J (1.8) 内而ミガキ 底部回転糸切り後高台貼り付け 高台から底部破片
外面5YR5/8明赤褐色
回転実記.IJ m区出土

29 土師器 皿 [15.7J (3.6) 外面ロクロナT・やや黒色 内面中央から放射状時文・黒色処理 口縁から底部破片 外面7.5YR3/1黒褐色
底部回転糸切り ・高台欠損 部回転実測 E・N区出土

30 土師器 碗 [14.4J (5) 外商ロクロナ7 墨書内商黒色処理底部回転糸切り・高 口縁から底部破片 外面7.5YR4/3褐色
台欠損 部回転実測 II.m区・撹乱出土

31 土師器 碗 (1.7) 内聞ミガキ底部回転糸切り 荷台欠損 底部破片
外面7.5YR5/6明褐色
完全実測 I区出土

32 土師器 小型褒 [6.8J (10.8) 外面横ナデ ・やや摩耗 内面ナデ底部回転糸切り 底部から』岡部破片
外面7.5YR5/3にぶい縄色
部回転実測 W区出土

33 土師器 小型褒 [13J (7.8) 内外面ロクロナデ 口縁から胴部破片
外面7.5YR5/日明褐色
回転、実jj!lJ I.N区出土

34 土師器 褒 やや丸底 (14.8) 外面へラケズリ 内面へラナデ 底部から胴部破片
外面7.5YR5/4にぷい褐色
回転実測 tb.遺物・束力?ト出土

35 土師器 褒 [18.8J [6J 口縁横ナァ ・コの字状武蔵喪外面ヘラケズリ 内面刷毛目 口縁から胴部破片
外面7.5YR5/6明褐色

ナデ 回転実視l 北カマド出土

36 土師器 古里 [20.4J (18.5) 日縁横ナデ 内外面へフナデ 口縁から胴部破片
外面7.5YR5/4にぷい褐色
回転実測 j'N区・東カマド出土

37 土師器 杯 内面黒色処理表面墨書あり 体部破片
外面5YR6/6檀色
断面実証I'J

38 土師器 杯 内面黒色処理表面墨書あり 体部破片
外面5YR6/4にぶい檀色
断面実視l I区出土

39 須恵器 杯 5.6 (1.2) 内外面ロクロナデ 底部回転糸切り 底部から体部破片
外面N4/0灰色
完全実担IJ N区出土

40 須恵器 褒 外面平行叩き 内面ナデ 胴部破片
外面N4/0灰色
断商実測 I区出土

41 須恵器 褒 外面平行叩き 内商ナデ 胴部破片
外面N4/0灰色
断面実測 撹乱出土

42 須恵器 褒 外面淡く平行町Iき 内面ナデ 胴部破片
外面5Y4/2灰オリ ブ色
断面実祖l

43 須恵器 褒 [14.2J (3.3) 内外面ナデ 底部から胴部破片
外面5GY3/1暗オリ出ー土ブ灰色
回転実担l 撹乱

44 須恵器 褒 内外面ロクロナデ 外面耳 ・隆帯貼り付け 肩部貼付
外面N3/0暗灰色
断面実測

45 灰紬陶器 碗 内外而lロクロナデ ・灰糊施糊 口縁から体部破片 外面5Y8/2灰白I色VI正断面実測 出土

46 灰粕陶器 皿or碗 [6.4J (1.5) 高台貼り付け表面灰紬施粕 高台から体部破片 外面2.5YR6/2灰撹黄乱色出土回転実測

47 須恵器 褒 外面平行叩き・自然利付着 内面剥雌 胴部破片
外面7.5Y6/2灰オリ ブ色
断面実測

48 緑紬陶器 皿or碗 12 (1.6) 内外面緑軸施紬高台貼り付け 高台重ね痕 底部1∞から体部破片外一商部7回5転Y実4/担3ll暗撹オ乱リ出ー土ブ色

第35表 H26号住居祉遺物観察表 (2) 

日27号住居祉

遺構はAGーい-7グリ ッドに位置する。主軸はN390 Wである。

平面形態はやや隅の丸い方形である。

規模は南北3.3m、東西3.6m、検出面から床面までの深さは50crnを測る。

覆土は周囲からの流れ込みを示す堆積状況であることから自然堆積と考えられる。

構造の特徴として、床面は平坦で周辺の一部を除き土問状の硬質面を持つ。壁際には幅20crn内外、

深さ 1O，...._. 1 5crnの壁溝が存在する。ピッ トは3個確認できたが主住穴といった状態ではなかった。土坑

はカマドの東脇と南西コ ナーに存在し、深さは25crnを測る。カマドは北壁の中央からやや東に位置

し、燃焼部が住居内に収まる形態である。大半は破壊されているが、粘土で構築された袖と円形に焼

土が堆積した火床が確認できた。燃焼部からは、 700 ときつい傾斜で北壁外25crnに至る。掘方は全体

的に12crn内外の厚みで、黄褐色土が埋め込まれ、上面は硬質である。

遺物は土師器の坪 ・護、蔽石 ・剥片、土玉、混入と考えられる縄文土器片が出土した。土師器坪は

丸底で体部途中に明瞭な稜 ・段を有し、聞き気味に口縁に至る形態が主体である。費は中型で胴部と

口縁部の境に明瞭な稜を有し、外反気味に立ち上がる。

時期は、 土師器杯の形状から 6世紀中葉から 7世紀初頭としたい。
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1 1宿褐色土層 (IOYR3/4)軽石 ・トム含む。

2 暗褐色土層(lOYR3/3)軽石 ・日ーム ・炭化物含む。

3 にぶい黄褐色土層 (IOYR5/4)焼士 ・粘土 ・軽石 ・炭化物含む。

4 褐色土層 (7.5YR4/4)焼土ア日ック ・灰 ・粘土含む。

5 灰褐色土層 (7.5YR4/2)灰・焼土 ・粘土粒含む。

6 暗褐色土層 (10YR3/4)軽石 ・日ム ・炭化物含む。

7 黒褐色土層 (10YR2/3)灰 ・トム7"0妙含む。

8 褐色土層 (10YR4/4)0-1.主体。焼土少量含む。

9 褐色土層(lOYR4/6)トム主体。炭化物含む。

10 にぷい黄褐色土層 (10YR4β)トムやや多く、軽石 ・炭化物含む。

11 暗褐色土層 (7.5YR3β)炭化物 ・Eーム・軽石含む。

12 褐色土層 (10YR4/4)0-1.主体。 しまりなし。

13 明赤褐色土居 (5YR5/6)焼土層。

14 暗褐色土層 (lOYR3/4)焼士、少量の炭化物含む。

15 褐色土層 (7.5YR4/3)粘土層。

16 褐色土層 (7.5YR4/6)粘土層。やや被熱。

17 灰褐色土層 (7.5YR4/2)焼土 ・灰主体。

18 黄褐色土層 (10YR5/6)日ーム主体。暗褐色土アロック含む。 上面硬質。

19 褐色土層(lOYR4/6)日ーム主体。暗褐色土7"日ック含む。しまりなし。
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番号 援種 器形 口径c田 底径c皿 器高C血 調 型車 ・文 様 残存率・部位 備 考

1 土師器 杯 [13.7) 丸底 4.3 口辺横ナデ底部手持ちへラケズリ 内商ナデ ・やや摩耗 50 
外国5YR7/4にぷい燈色
回転実測 m'N区出土

2 土師器 杯 [13.6) 丸底 4.3 口辺機ナデ 底部手持ちヘラケズリ 内面倒ナデ ミガキ 35 
外商7.5YR4/1褐灰色
回転実測i E区・カマド出土

3 土師器 係 [15.8) 丸底 (3.9) 口辺機ナデ 底部手持ちへフケズリ 内面横ナデ ミガキ 口j縁から底部破片
外面lOYR4/2灰黄褐色他
回転実測 N区出土

4 土師器 杯 13.3 丸底 4.7 口辺横ナデ 底部手持ちへラケズリ 内面ナデ・やや摩耗 70 
外面5YR6/41こぶい桜色
完全実測 N区出土

5 土師器 珂く [13.5) 丸底 4.6 口辺横ナデ底部手持ちへフケズリ 内面黒色処理 口縁から底部破片
外面5YR6/4にぷい燈色
回転実担.'1 Il区出土

6 土師器 杯 [14) [7.2) (4.4) 外面ヘラナデ内面ミガキ ・やや摩耗底部ヘラケズリ 口縁から底部破片
外商7.5YR4/2灰褐色他
回転実iJ!'1 N区 カマド出土

7 土師器 Z蔓 [17.8) 6.4 19.9 口縁横ナデ外面ヘラケズリ 内面ヘラナデ 底部へラケズリ 口縁から底部破片
外面2.5YR5/4にぷい赤褐色
部回転実測 N区 ・カマド出土

8 縄文土器 深鉢 隆帯鮎り付け後指圧 胴部破片
外面5YR6/3にぷい燈色
断商実測 W区出土

第36表 H27号住居祉遺物観察表 (1)
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番号 器 種 器形 最大長(c由)最大幅(cm)最大厚(01) 鵡 襲・文 綴 重Jl(g) 備 考

9 石器 蔽石 14 7.8 4.1 上下端部に敵打痕 511.38 
I区出土

10 石器 事l片 3.8 2.1 0.7 議ポジ一面 白然面あり 4.05 
E区出土

11 土製品 土玉 0.6 0.67 0.49 孔径0.13 0.22 
土ふるい時出土

12 土製品 土玉 0.7 0.66 0.45 孔筏0.18 0.23 
土ふるい時出土

一 第37表 H27号住居士止遺物観察表 (2) 

第 2節竪穴状遺構

竪穴状遺構は竪穴建物祉・竪穴遺構とも呼ばれ、中世以降の遺跡から発見される代表的な遺構であ

る。形態は方形、長方形が中心で規模は 2m前後から10mを越える大型も確認されている。遺構の内

部に柱穴を持ち建物と考えられるものや使途不明のものが存在する。本遺跡では、土坑と区別するた

め長辺が3mを越える遺構を竪穴状遺構とした。

Tal 

務参議多。

Ta2 ~ I 

|ドミ

国|

699.627m 
(l: 80) 2m 

1 暗褐色土層 (10YR3/3)口一ム ・軽石やや多く、炭化物含む。

2 暗褐色土層(lOYR3/4)トム ・軽石やや多く、炭化物含む。

3 黒褐色土層 (10YR2/3)トム ・軽石・炭化物含む。

Ta3 

拠

出

乱

K
一

1 黒褐色土層 (10YR2/3)日ーム ・軽石含む。。 688.900m (l :80) 2m 

第55図 Tal・2・3号竪穴状遺構 ・Ta2号遺物実測図

鵜 懇 ・文 様

第38表 Ta2号竪穴状遺構遺物観察表

..:1 

l 黒褐色土層(lOYR2/3)

軽石・日ーム・炭化物含む。

。 fi97.800m (l :80) 2m 

備考

備考

l北西隅上部俊乱に一部
Wーかー101破壊される

ALき 51東側一部撹乱に破壊さ
~ ~ I :I1.る

第39表 竪穴状遺構観察表

備考
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第3節溝状遺構

M 1 . 2号溝状遺構

Ml 

A A' 

勿努

g g' 

勿媛

三物三
700.127m 

o (1:160) 4m 

I 表土 (整地層)。

1 黒褐色土層 (10YR2/3)

トム・軽石含む。

M2 

⑧撹乱

A A' 

勤務努
B R' 

ゑ物多 P¥ ¥ ¥ ¥ f鮮L

C ε: 

物弱多ぷ
D D' 

ゑ務多

\己主~'

冶当ヨ
3 

2 a音褐色土層 (10YR3/4)トム主体。

瓦ヰヨ' f貴重L

調.，.，

r
、、4 

第56図 Ml・2号溝状遺構 ・M2号遺物実測図
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山
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，~ω
》
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第57図

M3・4・5号溝状遺構

@ 

M5 

M4 

A 
h 

A' 

A' 
とご、

今
春
b
『申44J今 2m 

1 黒褐色土層 (7.5YR2/2)トム・軽石 ・炭化物含む。

2 極暗褐色土層 (7.5YR2/3)軽石多く、トム ・炭化物含む。

3 褐色土層 (10YR4/6)日-A主体。軽石含む。

4 8音褐色土層 (lOYR3/3)トム ・軽石多く含む。

5 8音褐色土層 (10YR3/4)日ーム・軽石多く含む。

6 黒褐色土層 (10YR2/2)軽石多く含む。

7 黒褐色土層 (lOYR2/3)軽石多く、トム ・炭化物含む。

8 暗褐色土層 (lOYR3/4)トム・軽石多く含む。

698.500m 
(1 ・80)。

物多機

A 

M3 

@ 

2m 

1 黒褐色土層 (lOYR2/3)日ーム・軽石 ・炭化物含む。

2 暗褐色土層 (lOYR3/3)トム・軽石 ・炭化物やや多く含む。

3 褐色土層 (lOYR4/6)ローム主体。暗褐色土含む。

4 褐色土層 (lOYR4/4)トムと暗褐色土の混合土。

698.500m 
(1 :80) 。

調
達
伊
見
物
匁

M3・4・5号溝状遺構実測図
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色」
M6・7・8号溝状遺構

⑧ 

A 

品
吻
弘
苛
ピ
「

/
/
ぺ
恥
吋
今

ゐ 場

698.500m 
o (1:80) 2m 

1 黒褐色土層 (10YR2/3)

軽石多く、口一ム ・炭化物含む。

⑧ 

J
8
 

A' 

2m 

く二=>3
第59図 M4号溝状遺構遺物実測図

務参務 1 黒褐色土層 (lOYR2/3)

トム・軽石・炭化物含む。

2 暗褐色土層 (10YR3/4)

軽石やや多く、日ーム ・炭化物含む。

-67-
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。 698.500m (1 :80) 

ー
易協~

M8 

一

M

。 697.800m 
(1 :80) 2m 

第60図 M6・7・8号潜状遺構実測図



番号 器種 器形 口径cm 底径cm 総高C泊 曹亀 整・文 様 残存盟事・部位 備 考

1 土師器 碗 6.8 (2.1) 内面黒色処理 底部回転糸切り後高台貼り付け 高台から底部
外面7.5YR6/6檀色
一部回転実測

2 土師器 碗 (5.5) (1.6) 内面黒色処理 底部回転糸切り後高台貼り付け 高台から底部破片 外面7.5YR7/6樺色
回転実測

3 土師器 褒 (6.7) (2.7) 外面ヘラケズリ 内面へラナデ 底部から胴部破片
外面7.5YR6/6撞色
回転実測

4 須恵器 号車 (21.6) (5.5) 口縁横ナデ外面叩き痕内面ナデ 口j縁から肩部破片
外面7.5YR4/1灰色
回転実測

5 須恵器 褒 内外面ロクロナデ 口縁破片
外面10YR2/2黒褐色
断面実測

6 須恵器 費 外面叩き痕 ・自然紬付着・横登突帯・耳あり 内面ナデ 肩部破片
外面2.5YR2/1黒色他
断面実証明

7 須恵器 褒 外面叩き痕内面ナデ 胴部破片
外面5YR5/2灰褐色
断面実担IJ

8 須恵器 褒 外面叩き痕内商ナデ 胴部破片
外面7.5YR4/2灰褐色
断面実視u

9 須恵器 褒 外面叩き・席IJ毛目状ナデ 内面同心円当て具痕 胴部破片
外面10Y7/1灰白色
断面実調IJ

10 灰紬陶器 査守 内外面ロクロナデ 外面灰糊施糊 胴部破片
外面5YR6/2灰オリ ーブ色
断面実視IJ

番号 器種 器形 最大長(cm)最大幅(cm)最大厚(c血) 調 繋・文 様 重量(g) 備 考

11 石器 犠 1.7 1.3 0.25 チャ ト製 0.3 
t<J.遺物

第40表 M2号溝状遺構遺物観察表

番号 器穏 器形 口径C皿 底径cm 器高c皿 調 整 ・文 様 残存率・部位 備 考

1 土師器 向= 外面横ナデ内面黒色処理表面墨書「井j あり 日縁から底部般片 外面5YR6/4にぷい檀色他

2 土師器 珂く 外面ロクロナデ 内面黒色処理 体部から底部破片 外面7.5YR7/6檀色

番号 器種 器形 最大長(cm)最大幅(c唖)最大浮(c曲) Z晴 整 ・文 様 重量(g) 備 考

3 石器 石匙 4.1 2.2 0.7 チャ ト製 6.22 

第41表 M4号溝状遺構遺物観察表

第4節土坑 ・井戸

竪穴状遺構 ・ピットと区別するため、直径または長辺が50cm以上 3mに満たない掘り込みを土坑と

して取り扱った。形態は円形・楕円形 ・隅丸の方形 ・長方形など様々である。また、湧水は認められ

なかったが最大径2.9m、深さ1.7mを測る井戸祉 (D5)が発見された。

D2 @ 二t:1
s' 

H22 
-<1 

日 B' 

協調- ゐ脇町湯多

2m 

二て|

-<1 

1 暗褐色土層 (10YR3β)

。
日ーム・軽石・炭化物含む。

699.800m 
(1:80) 2m 

主己主
揚揚物物多多

。 700.200m 
(1 :80) 

1 黒褐色土層 (10YR2/3)

2m 

軽石多く、日ム ・炭化物含む。

@ 引正?乃王 ? 正:U
Aにグ
A 

。

易弱多多
699.800m 
(1 :80) 

ト:

1 黒褐色土層(lOYR2/3)

日ーム・軽石やや多く含む。

2m 

A 

多ゑ五家
702.900m 
(1 :80) 

A' 
A 

Z反反疹
702.900m 

o (1:80) 2m 
2m 

多揚ゑ多
703.300m 
(1 :80) 

1 黒褐色土層(lOYR2/3)

2m 

軽石やや多く、トム・炭化物含む。

1 暗褐色土層(lOYR3/3) 1 暗褐色土層 (10YR3β) 2 暗褐色土層 (IOYR3/3)

軽石やや多く、トム ・炭化物含む。 軽石やや多く、日ーム ・炭化物含む。 軽石やや多く、日ーム・炭化物含む。

第61図 D1~4 、 D6~8 号土坑実測図
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05 <1 

-<1 

1 黒褐色土層 (lOYR2/2)軽石・トム・炭化物含む。

2 暗褐色土層 (10YR3β)日ーム・軽石 ・炭化物含む。

3 暗褐色土層 (10YR3/4)トム7"0ック ・軽石やや多く含む。

4 にぷい黄褐色土層 (10YR4β)軽石・トム含む。

5 黒褐色土層 (lOYR2/3)軽石 ・日ム ・炭化物 ・砂含む。

6 褐色土層 (10YR4/6)0-1.多量、軽石含む。

7 黒褐色土層 (10YR2/2)軽石やや多く、日-1.含む。

8 黒褐色土層 (10YR2/3)トム・軽石含む。

9 褐色土層 (10YR4/4)砂層。

10 褐色土層 (10YR4/6)暗褐色土と黄褐色土の混合土。

11 黄褐色土層 (10YR5/6)トム主体。軽石・暗褐色土含む。

12 にぷい褐色士層 (7.5YR6β)日ーム層。

13 褐色土層 (10YR4/6)暗褐色土と褐色土の混合土。軽石含む。

14 黄褐色土層 (10YR5/8)0-1.主体。軽石・暗褐色土含む。

⑧ 09 

~O五
⑧ 010 

企O五
1 黒褐色土層 (10YR2/3)

日ーム ・軽石 ・トム7"0ック

(lcm大)含む。

2 暗褐色土層 (10YR3/3)

日ーム・ 日ーーム7守口ック

(1 ~ 5cm大)含む。
A ‘ A' 

疹揚 697.600m 
o (1:80) 2m 

戸

口

(
口
守

-
)

戸目〔
}
C円‘
∞
由
也

o 

15 暗褐色土層 (7.5YR3β)日ーム・ 軽石含む。

16 黄褐色土層 (lOYR5/8)日ーム主体。

17 褐色土層 (10YR4/4)トム多量、暗褐色土と褐色土の混合土。

18 明褐色土層 (7.5YR5/6)トム層。

19 灰褐色土層 (5YR5/2)トム含む。

20 にぷい赤褐色土層 (5YR4/4)トムやや多く、軽石含む。

21 極暗褐色土層 (7.5YR2β)黒褐色土とトムの混合土。

22 にぷい黄褐色土層 (10YR5/4)日ーム主体。軽石含む。

23 にぷい黄褐色土層 (10YR4/3)トムと黒褐色土の混合土。トム多く、軽石含む。

24 黄褐色土層 (lOYR5/6)トム主体。軽石 ・暗褐色土含む。

25 褐色土層 (10YR4/6)0-1.・白色トム・暗褐色土含む。

26 黒褐色土層 (10YR2β)軽石 ・トム ・砂含む。

27 にぷい種色土層 (7.5YR6/4)シル ト層。

28 暗褐色土層 (10YR3/3)0-1.やや多く、軽石含む。

⑧ 012 
~O 五 1 黒褐色土層 (IOYR2/2)

トム・軽石 ・日ームT"Oヅク

(3 ~ 5cm大)含む。

湯弱家 697.600m 。 (1:80)2m  

697.600m 
o (1:80) 2m 

1 黒褐色土層 (10YR2/2)

日ーム・軽石含む。

2 黒褐色土層 (lOYR2/3)

日ーム・軽石含む。

3 暗褐色土層 (10YR3β)

トムやや多く、軽石含む。
-<1 -< 

1 黒褐色土層 (10YR2/3)

日ーム ・日ーム7、、目ツク

(1 ~ 2cm大)・ 軽石含む。⑮。 1 A音褐色土層 (10YR3/3)

日ーム・軽石 ・日ームT"日ック

(1 ~ 3cm大)

やや多く含む。

2 a音褐色土層 (lOYR3/4)
日ーム多く、日ムr目、ソク
(1 ~ 3cm大)・軽石含む。

697.600m 
o (1:80) 2m 

A A' 

ゑ多 697.800m 
o (1:80) 2m 

第62図 D5 ・ 9~13号土坑実測図
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遺構名 形態 南北(cm)東西(叩)深さ (cm) {立腹 備 考

Dl 隅丸方形 186 82 49 Wお 8 H2に切られる

D2 不整形 170 271 53 W お 10H3・H22を切る

D3 楕円形 110 194 27 Nい4

D4 円形 101 109 22 v-くーl

D5 円形 248 296 170 AC-お 5 井戸

D6 円形 113 116 32 ARお 7

D7 楠円形 159 185 30 ARう 6

遺機名 形態 南北(cm)東西{咽)深さ (cm) 位置 備 考

D8 円形 116 130 27 AQこ6

D9 楕円形 134 94 38 AMあ7

DI0 不盤形 80 97 20 ALーこ-6

011 隅丸方形 134 172 19 ALけ6

012 楕円形 78 60 19 ALーこる

D13 隅丸方形 151 85 42 ALーか-4小刀出土

第42表土坑観察表

\司品-~ ct，{ 

q
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第63図士坑遺物実測図

遺構 器種 器形 口径cm 底筏C加 器高cm 調 聾 ・文 様 残存率・部位 備 考

l 土師探 ロクロ褒 内外面ロクロナデ 口縁から胴部破片 5YR5/6明赤褐色
断面実測 D6出土

2 土師器 杯 [13.7) 内外面ロクロナデ表面淡い墨容 口縁から体部破片 5YR6/3にぷい燈色
回転実測 07出土

3 土師器 珂く 内外面ロクロナデ 表面墨書 「家J?あり 口縁破片
7.5YR7/3にぶい燈色
断面実測 D7出土

4 須恵器 鉢 内外面ロクロナデ外面下部ヘラケズリ 口縁から体部破片 7.5YR6/1灰色
断面実測 DI0出土

遺構 器積 器形 最大長(cm)最大幅(cm)最大摩(cm) 調 型豊 ・文 様 E重量(g) 備 考

5 石器 すり石 7.6 6.4 4.8 すり面あり 315.16 
DI0出土

6 鉄製品 小万 (25.85) 3.1 0.76 基部欠損 162.39 
013出土

第43表 土坑遺物観察表

第 5節 掘立住建物跡

F 1・2号掘立柱建物跡

q匂d
二0::1 001 

⑧¥b 
二0::1

Pl 

Fl 。 H13 。P3 j P3 

撹乱

⑥ -J9_ 話f 。P5 P6⑮ 
国| -<1 由l υl -<1 

-<1 

飛699.800m 。 (1: 80) 2m 
699.600m 。 (1 :80) 2m 

1 黒褐色土層(lOYR2/3)トム・ 軽石 ・炭化物含む。

2 黒褐色土層 (lOYR2/2)トム ・軽石 ・炭化物含む。
1 黒褐色土層(lOYR2/3)トム ・軽石 ・炭化物含む。

第64図 F 1・2号掘立柱建物跡実測図
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2 (Fl) 

遺構名 ピット書骨 形態 畳筏(咽) 短径{咽) 深さ{咽) 位置 • J号

P 1 不整形 84 72 85 AF-おー1一部措置乱に破壊される

P2 円形 80 64 56 AFーかーl

F 1 P3 不整形 92 72 20 AF-か 2

P4 円形 72 64 68 AFーかー2

P 5 円形 60 52 52 AFーおー2

遺構名 ピット書骨 形態 畳径{咽) 短径(ca) 探さ(咽) 位置 • 考
P 1 円形 50 48 16 w-，ト8
P2 円形ワ 60 52 40 W う 8 H 13を切る
P3 円形 47 45 18 w-う-9 H 13を切る

F2 P4 円形 44 42 36 W う 9

P5 円形 28 32 8 w-う-9
P6 不整円形 40 50 38 w-い-9
P7 円形 46 44 23 W い 9

¥ ト___./γ

ノ(F2)
第65図 F 1・2号掘立柱建物跡遺物実測図

第44表 F 1・2号掘立柱建物跡観察表

調 獲 ・文 様 備考

内外面ナデ

J
7

一
ナ
一
面
一
内
一

一J
T

リ

一

ナ

ズ
一

口

ケ

一
ク

-フ

一
口

へ
一
面

面
一
外

外

一
内

第45表 F 1・2号掘立柱建物跡遺物観察表
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⑧ 
P677 1 a音褐色土層 (10YR3/3)トム ・軽石含む。

A AR-ぁ寸
2 暗褐色土層 (10YR3/4)日ム ・軽石やや多く含む。

3 黒褐色土層 (10YR2/2)日ーム 軽石含む。
76 主。i 4 黒褐色土層(lOYR2β)トム ・軽石含む。

5 暗褐色土層(lOYR3β)軽石多く含む。

4云@7 
6 暗褐色土層(lOYR3/4)トム ・暗褐色土の混合土。

岨
7 暗褐色土層 (10YR3/3)トムやや多く含む。

~ ícコ、l 一E一 8 黒褐色土層 (10YR2/3)日ーム・軽石含む。しまりなし。

P681 9 黒褐色土層(lOYR2/3)トム ・軽石 ・トムT'Dック (1~ 2cm大)含む。
W 'V  E 10 黒褐色土層 (10YR2/3)トム・軽石 ・トムT'Dック (1~ 4cm大)含む。P674 

11 黒褐色土層 (10YR2/3)日ーム ・軽石 ・日-I.T'日ッヲ (1~3cm 大) 含む。

12 黒褐色土層(lOYR2/2)トム ・軽石 ・日ームT'Dック (1~2cm 大) 含む。

13 暗褐色土層(lOYR3/3)日ーム・軽石やや多く含む。

AR-l.'ーす A時オ
14 黒褐色土層 (10YR2/3)日ーム・軽石やや多く含む。

15 暗褐色土層 (10YR3/4)日ームやや多く、軽石含む。

16 暗褐色土層 (lOYR3/4)日ームと黒褐色土の混合土。トムT'日ヅク多く含む。
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第94図 ピット実測図 (29)

遺構 音量 種 器形 口径c田 底筏cm 器i高C阻 調 整・文 様 残存率・宮lH¥T. 傭 考

1 土師器 杯 (15.2) (5.2) 5.6 外面ロクロナデ内面黒色処理底部へラケズリ 40 
外面10YR6/6明黄褐色
回転実測 P126出土

2 土師器 碗 8.2 (1.8) 内面黒色処理 底部回転糸切り後高台貼り付け 高台・底部100
外面7.5YR6/6燈色
完全実測 P116出土

3 士郎i器 碗 (6.7) (1.5) 内面黒色処理 底部回転糸切り後高台貼り付け 高台から底部破片 外面5YR5/4
回転実視'I P681出土

4 土師器 杯 (6.9) (3.3) 内面ミガキ 底部へラケズリ 底部から体部破片 外面5YR5/3にぷい赤褐色
回転実剖'I P371出土

5 土師器 杯 外面ロクロナデ内面黒色処理 口縁破片
外面5YR5/6明赤褐色
断面実担'I P347出土

6 土師器 杯 外商ロクロナデ 内面黒色処理 口縁破片
外面5YR6/3にぶい燈色
断面実視l P136出土

7 土師器 珂= 外面ロクロナデ 内面黒色処理 口縁破片
外商7.5YR6/6燈色
断面実がl P136出土

8 土師器 珂〈 内外面ロクロナデ 口縁破片
外而7.5YR6/6燈色
断面実測 P740出土

9 土師器 杯 外面ロクロナデ 内面黒色処理 口縁破片
外面5YR6/3にぶい燈色
断面実測 P136出土

10 土師苦言 杯 内外商ロクロナデ 口縁破片
外商7.5YR6/4にぷい燈色
断面実測 P191出土

11 土師器 褒 内外面ナデ 日縁破片
外面5YR5/4にぶい赤褐色
断面実測 P179出土

12 須恵器 杯 内外面ロクロナデ 口縁破片 外断面面実10証Y明R7/1灰白色P304出士

13 須恵器 官ヰ 内外面ロクロナデ 口縁破片 1外断商面実問測R5/1褐灰色P311山土

14 須恵器 亦 内外面ロクロナデ 口縁破片
外面10YR6/1褐灰色
|断面実担1I P124日'土

15 須恵器 珂= 内外面ロクロナデ 口縁破片 |外断商面実10YR担ll7/3にぷい黄燈色P135出土

16 須恵器 杯 内外面ロクロナデ 口縁破片 外断面面実5YtR6ll/1灰色
P275出土

17 灰粕陶器 皿or碗 内外面ロクロナデ 口縁破片 |外断而面宰2.5Y7淵 /1灰白色P603出土

18 須恵器 褒 内外面ナデ・自然粕付着 胴部破片 |外断面面目実測/1紫黒色P273出土

遺構 穂積 苦言 形 最大長(cm)最大幅(cm)最大厚(cm) 調 繋 ・文 様 重量(g) 備 考

19 石器 すり石 5 3.9 2.9 一部欠損全体にすり痕 56.16 
P5出土
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ピット名 形態 直径(cm)深さ (cm) 検出位置 ピット名 形態 直径(cm)深さ (cm) 検出位置 ピット名 形態 直筏(cm)深さ (cm) 検出位置
l 円形つ (16) 22 AF-こ-9 77 円形 30 28 N-う←7 153 楕円形 52 15 v-き3
2 楕円形 32 13 AFーこ 9 78 円形 32 20 Nいー7 154 間丸方形 40 22 v-き-3
3 方形 18 16 AF-こ-8 79 梢円形 36 18 N-いー7 155 椅円形 30 28 Vーさ-3
4 円形? (11) 16 AFこ9 80 椅円形 44 29 Nい7 156 陶丸方形 28 14 Vき3
5 方形 30 19 AF-こ-8 81 円形 29 34 N-え6 157 拘円形 56 19 V吉3
6 隅丸方形 28 19 AFーこ-8 82 不格形 54 29 Nう7 158 円形 28 26 v-くー2
7 楕円形 28 20 AFこ-8 83 円形 32 38 N-うー7 159 円形 32 12 Vく2
8 楕円形 26 16 AFこ8 84 円形 48 20 Nえ7 160 楕円形 76 26 V-<-3 
9 楕円形 34 18 AFけ8 85 楕円形 31 38 N-えー7 161 円形 28 16 v-く-3
10 間丸方形 21 13 AF-けー7 86 楕円形 49 32 Nえ7 162 円形 38 14 v-くー3
11 円形 25 22 AFけ 7 87 円形 52 41 Nう8 163 円形 34 18 Vく3
12 円形 36 20 AFけ 7 88 円形 (38) 19 N-え-8 164 椅円形 62 32 v-く-3
13 円形 (24) 12 AF-け 7 89 円形 54 20 Nえ8 165 円形 42 39 v-き-3
14 円形 28 20 AFけ 7 90 円形 41 13 N-え-8 166 不整形 69 38 v-けー2
15 方形 22 22 AFけ 7 91 不整形 68 28 Nお8 167 円形 56 23 Vけ3
16 方形 30 28 AF-け-6 92 円形 47 32 Nお8 168 円形 26 26 Vけ3
17 方形 26 18 AFーけ-6 93 楕円形 30 28 Nお9 169 楕円形 62 18 v-け3
18 楕円形 28 16 AFけ 6 94 円形 56 27 Nお9 170 円形 32 10 v-け-3
19 円形 28 30 AF け 6 95 円形 33 37 Nお9 171 円形 34 26 Vき3
20 隅丸方形 28 22 AF-け 5 96 円形 46 14 Nお9 172 楕円形 62 22 v-く-4
21 方形 26 26 AF け5 97 円形 25 23 Nう10 173 楕円形 35 14 v-く-4
22 隅丸方形 31 40 AFけ5 9日 楕円形 40 12 Vえ1 174 楕円形 46 20 v-く-4
23 方形 26 41 AFけ5 99 楕円形 66 24 Nう10 175 円形 30 20 v-く-4
24 隅丸方形 27 29 AF-く-4 100 楕円形 47 20 v-えー1 176 不整形 51 20 v-く-4
25 隅丸方形 30 30 AFく4 101 格円形 47 30 v-え2 177 精円形 53 18 Vく4

26 楕円形 32 10 AF-く3 102 円形 35 18 v-えー2 178 円売手 41 30 Vーさ-4

27 楕円形? (30) 24 AF-く-3 103 円形 25 17 Vお2 179 円形 22 16 Vか4

28 隅丸方形 29 20 AFく3 104 円形 41 62 Vお2 180 楕円形 40 13 Vお 6

29 隅丸方形 28 38 AF-き“2 105 円形 31 18 Vお2 181 円形 23 13 v-か-6
30 円形 28 28 AFき3 106 円形 47 34 v-おー2 182 円形 42 38 Vーか-6

31 円形 34 25 AFき3 107 楕円形 46 27 Vお2 183 楕円形 48 20 v-き-6
32 円形 44 16 AF-き-3 108 円形 45 50 Vおー2 184 楕円形 46 17 Vーか-4

33 隅丸方形 26 28 AFーき-2 109 不整形 109 24 v-かー2 185 梢円形 53 18 v-き4
34 円形 38 18 AFき2 110 楕円形 50 16 Nか 10 186 円形 32 34 v-か4
35 方形 23 21 w-え-6 111 円形 33 20 N-かー10 187 楕円形 36 21 Vーか-5

36 方形 21 32 W え5 112 双円形 54 18 Nき一10 188 円形 66 12 V か 5

37 隅丸方形 23 26 W え5 113 楕円形 53 19 Nき 10 189 円形 32 24 Vき5

38 方形 24 29 w-うー5 114 円形 22 14 Vーかーl 190 円形 28 12 v-き-6
39 隅丸方形 22 30 w-う4 115 円形 46 36 Vーかーl 191 円形 36 20 v-き-6
40 円形 33 28 w-うー3 116 円形 54 44 Vきl 192 円形 44 32 Vけ4

41 隅丸方形 24 10 W い4 117 円形 24 18 N-きー10 193 楕円形 43 18 v-け-4
42 隅丸方形 31 40 w-い-3 118 円形 39 15 Nき 10 194 椅円形 38 21 Vけ4

43 方形 27 28 W い3 119 円形 40 20 v-き-1 195 楕円形 38 18 Vこ4

44 円形 27 30 W い2 120 楕円形 49 22 Vく1 196 円形 43 24 V十こ4

45 隅丸方形 29 23 W い←2 121 楕円形 46 35 v-吉一1 197 円形 42 27 v-こ-3
46 円形 30 34 w-いー2 122 楕円形 30 13 v-きー1 198 円形 40 24 v-こ-3
47 円形 43 12 W あ 1 123 楕円形 45 9 v-かー1 199 円形 36 30 Vーと-4

48 円形 27 11 W あ 1 124 楕円形 71 16 v-由、-1 200 円形 25 14 Vこ4

49 円形 20 9 AFくー3 125 円形 45 20 v-お-3 201 楕円形 58 24 Vこ4

50 隅丸方形 26 15 AFーくー5 126 楕円形 33 30 Nう5 202 円形 35 22 v-こ4
51 隅丸方形 36 24 Wか 10 127 円形 58 16 N-うー5 203 円形 31 24 Vこ4

52 方形 26 29 w-う-4 128 精円形 (49) 33 Nう6 204 円形 44 25 v-こ4
53 隅丸方形 27 28 W う4 129 不整形 (50) 41 N-えー6 205 円形 27 20 Vこ5

54 隅丸方形 30 35 W い3 130 繍円形 48 47 Nえ5 206 円形 35 65 Vけ3

55 楕円形 41 37 Nえ3 131 楕円形 34 12 N-お-6 207 円形 50 38 v-こ-3
56 間丸方形 44 28 Nお2 132 円形 36 8 Nお6 208 円形 34 7 W あ3

57 楕円形 83 34 Nえ2 133 円形 38 16 v-くー1 209 椅円形 62 41 W あ4

58 楕円形 61 32 Nえー1 134 楕円形 49 68 v-くー1 210 円形 24 9 Wザあ4

59 円形 51 51 N-うー1 135 円形 60 27 Vくl 211 円形 45 31 w-あ4
60 円形 54 42 Nう1 136 円j[;i 48 14 Vく1 212 円形 48 27 Vこ4

61 方形 28 25 G- 137 円形 46 46 Vくl 213 楕円形 33 14 W あ4

62 円形 42 30 G- 138 双円形 66 45 Vく2 214 不整形 44 23 W あ4

63 円形 23 11 N-い-3 139 円形 31 14 Vきl 215 符円形 27 14 Wあ4

64 楕円形 33 27 N-い-3 140 不盤形 72 43 v-きー2 216 楕円形 28 17 Wあ4

65 円形 35 25 N-い-3 141 隅丸方形 35 31 Vきl 217 円形 33 20 Wあ4

66 楕円形 102 51 Nい4 142 円形 31 24 Nお 10 218 円形 24 21 Wあ4

67 円形 54 30 N-い4 143 円形 24 8 Nお 10 219 円形 28 28 W あ4 I 
68 椅円形 47 17 N-うー5 144 楕円形 45 37 v-か2 220 円形 43 36 W あ5

69 円形 40 20 Nい5 145 円形 28 18 Vか2 221 円形 35 22 W あ 5

70 円形 64 29 Nい→6 146 楕円形 51 28 Vき2 222 円形 38 19 v-こる
71 円形 40 42 N-い-6 147 椅円形 (44) 42 V一吉一2 223 円形 30 32 v-こる
72 楕円形 41 28 N-う-6 148 不整形 82 28 v-きー2 224 円形 29 38 Vけ5

73 楕円形 47 44 N-う-6 149 円形 28 20 v-古一2 225 楕円形 38 35 Vこ5

74 円形 46 28 N-い-6 150 円形 3日 39 Vお3 226 円形 28 22 v-こる
75 円形 31 38 Nい6 151 円形 22 14 Vーか-3 227 円形 21 17 v-こ屯
76 椅円形 31 20 N-う-6 152 円形 44 23 Vーか-3 228 円形 26 26 Vこ5

第47表 ピッ ト観察表(1)
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ピット名 形態 直径(cm)深さ (cm) 検出位置 ヒ.ット名 形態 直径(cm)深さ (cm) 検出位置 ピット名 形態 直径 (cm)深さ (cm) 検出位置

229 円形 29 20 v-け-5 305 楕円形 33 18 W あ 7 381 欠番

230 円形 45 33 Vける 306 楕円形 68 20 W こ7 382 欠番

231 円形 24 12 Vけ5 307 楠円形 <40> 16 W あ 7 383 方形 27 9 AFう7

232 円形 28 13 v-け-5 308 円形 48 28 W こ7 384 円形 30 14 AFーう-3

233 楕円形 46 29 Vけ 5 309 不整形 58 24 w-こ7 385 楕円形 37 15 AFえ 3

234 円形 33 30 W あ5 310 円形 28 22 W こ7 386 円形 28 11 AFーえ-3

235 楕円形 76 19 v-け-5 311 円形 30 14 W こ7 387 円形 34 11 AFーえー3

236 円形 60 34 Vけ 5 312 円形 32 12 W こ7 388 楕円形 83 34 AF-えー2

237 円形 44 18 v-け6 313 楕円形 73 34 Vけ6 389 不整形 78 21 AFえ4

238 円形? <24> 12 可くーも 314 円形 41 47 Vけ 6 390 円形 36 10 AFーえる

239 円形 29 12 Vお 7 315 隅丸方形 40 15 V-<-6 391 楕円形 29 14 AEけ 2

240 円形 <53> 40 Vおー2 316 隅丸方形 41 38 Vけ 6 392 円形 28 10 AF-お 3

241 ? <22> (28) Vお 2 317 楕円形 72 33 v-け-6 393 楕円形 50 15 AFーお-3

242 椅円形 <54> 47 Vおーl 318 楕円形 <37> 48 Vけ 6 394 楕円形 32 8 AFお 4

243 楕円形 59 25 Vーかー1 319 円形 47 37 Vけ 6 395 椅円形 61 18 AFお 4

244 楕円形 <54> 56 Vかー1 320 隅丸方形 36 30 Vけ6 396 円形 38 30 AFか 4

245 円形 23 26 W あ5 321 楕円形 44 24 Vけ6 397 円形 31 10 AFか 5

246 円形 27 22 W ある 322 隅丸方形 63 36 v-け-6 398 円形 28 15 AFーか-5

247 円形 21 13 W あ 6 323 楕円形 49 24 v-く-8 399 円形 20 8 AF-tJ、 4

248 楕円形 24 23 W あ5 324 楕円形 67 8 v-く-8 400 楕円形 58 15 AF-き-4

249 円形 29 18 W ある 325 円形 47 32 Vく6 401 楕円形 45 13 AF-き4

250 円形 22 14 W あ4 326 円形 40 13 v-く6 402 不整形 <79> 16 AFき4

251 円形 26 25 W い4 327 円形 42 22 v-く-6 403 円汗手 22 10 AF-き4

252 円形 30 33 W い5 328 楕円形 38 22 v-く6 404 円形 20 12 AF-き4

253 円形 32 27 W い5 329 不整形 60 42 Vく6 405 円形 28 11 AF-吉一5

254 特円形 26 13 w-い5 330 円形 33 10 v-くる 406 隅丸方形 24 14 AF-き4

255 円7居 32 11 W い 5 331 円形 20 6 v-く6 407 円形 14 6 AFき4

256 楕円形 59 12 W い 5 332 楕円形 38 18 v-く-6 408 円形 47 20 AFき 5

257 円形 22 11 w-い5 333 不整形 88 28 Vく-6 409 楕円形 43 15 AF-お-6

258 r~円形 45 20 W い5 334 楕円形 32 23 V-<-6 410 円形 31 7 AFーか-3

259 楕円形 26 12 W い 5 335 楕円1惇 57 36 Vく7 411 円形 58 31 AFか 3

260 円形 28 14 W い5 336 隅丸方形 32 16 v-くー7 412 楕円形 32 11 AFーか-3

261 円形 52 22 V町うー5 337 楕円形 47 26 Vく7 413 円形 34 20 AFお 1

262 円1惇 29 43 v-こる 338 円形 42 16 v-くー7 414 円形 32 18 AFーか 1 

263 円形 22 29 Vこ5 339 円形 43 26 Vく7 415 円形 32 14 AFか 1

264 楕円形 37 29 Vこ5 340 楕円形 く34> 16 Vく7 416 不整形 72 30 AF十か 2 

265 円形 26 20 v-こ5 341 円形 38 12 v-くー7 417 円形 36 28 AFーか 2 

266 円形 48 27 Vこ5 342 円形 49 23 Vき 6 418 楕円形 47 21 AFーか-2

267 円形 36 24 Vこ5 343 円形 38 11 v-き-6 419 円形 29 14 AF-，が 2

268 円形 52 47 v-こ-5 344 円形 25 12 Vき 7 420 円形 31 16 W う 10

269 円形 28 20 Vこ5 345 双円形 70 25 Vき8 421 円形 25 21 w-うー10
270 円形 26 28 Vこ5 346 円形 61 22 v-き8 422 隅丸方形 26 24 w-うー10
271 楕円形 45 24 Vこ5 347 円形 34 23 v-き-8 423 楕円形 42 15 w-え 9
272 円形 61 27 W あ 5 348 円形 49 16 Vき 8 424 楕円形 40 21 w-え9
273 円形 34 32 W あ 5 349 隅丸方形 39 21 v-吉一日 425 円形 34 34 W え 10

274 円1醇 52 32 W あ 5 350 楕円形 23 11 Vお 7 426 悶丸方形 38 14 W え 10

275 楕円形 36 18 W あ 5 351 円形 39 14 v-お 8 427 欠番

276 円形 40 32 Wあ 6 352 円形 24 8 Vお 8 428 椅円形 30 11 AFえ 1

277 円形 30 24 W あ 6 353 楕円形 28 18 Vお 8 429 楕円形 26 25 AF-えーl

278 円形 25 20 W あ6 354 円形 29 22 v-お-8 430 円形 26 15 AFーうーl

279 円形 52 18 W あ6 355 円形 26 26 Vお 7 431 楕円形 32 12 AFう l

280 円形 <34> 46 w-あ-6 356 円形 30 30 v-か-8 432 中首円1醇 33 10 AE-く-2

281 円形 38 30 W あ6 357 円形 37 37 V か日 433 楕円形 29 19 AEーくー2

282 円形 38 34 W あ 6 358 円形 66 34 Vこ 10 434 杓円形 45 15 AEーくー2

283 円形 2日 28 Wあ 6 359 円形 27 25 v-こ-10 435 円形 27 12 AFう 1

284 円形 65 26 Wあ→6 360 楕円形 39 24 Vこ 10 436 物円形 40 31 Vえ 8

285 円形 40 30 Wあ6 361 楕円形 76 31 Vけ 10 437 円形 35 31 v-え 8
286 双円形 82 28 w-あ-6 362 楕円形 35 15 v-けー10 438 精円形 29 26 v-え 8
287 円形 22 19 Wあ6 363 精円形 34 16 V け 10 439 楕円形 41 16 v-え-8
288 円形 56 56 Wあ6 364 楕円形 45 10 Vけ 10 440 円形 39 28 v-え 8
289 円形 40 41 w-い-6 365 円形 67 27 Vく 10 441 円形 33 16 v-え-8
290 楕円形 59 20 W い6 366 隅丸方形 36 16 w-あー10 442 円形 19 16 Vえ 8

291 円形 33 16 w-い-6 367 円形 36 15 W あ 10 443 円形 26 17 v-え 8
292 物円形 34 34 W い6 368 楕円形 30 20 W い 10 444 円形 27 25 v-え←8
293 円形 24 20 w-こ-6 369 円形 43 23 w-い 10 445 楕円形? く52> 76 Vう8

294 円形 70 44 w-こ-6 370 楕円形 52 16 AFあ 1 446 楕円形 31 19 v-う-8
295 円形 43 20 w-け-6 371 楕円形 44 13 AFあ l 447 円形 48 28 v-う-8
296 円形 49 62 w-こ-6 372 椅円形 33 20 AEこ2 448 柑円形 25 28 v-う-8
297 内m 62 45 W こ-6 373 精円形 38 30 AEこ2 449 円形 42 52 v-う8
298 円形 <36> 26 W こ6 374 円形 34 11 AFあ2 450 円形 20 8 v-う-8
299 円形 <28> 20 W こ6 375 楕円形 41 8 AFあ 3 451 円形 21 18 Vい9

300 相円形 46 28 W こ6 376 椅円形 50 24 AFあ 3 452 楕円形 35 31 v-うー7
301 円形 25 12 W こら 377 楕円形 38 8 AFーい-6 453 楕円形 30 25 Vい 8

302 椅円形 33 18 w-こ6 378 楕円形 32 9 AFい6 454 楕円形 44 28 Vあ 8

303 精円形 44 46 w-こ-6 379 円1醇 30 7 AFい 7 455 楕円形 49 17 Vあ 8

304 梢円形 <36> 40 W こ6 380 円jf<i 42 12 AF-うー7 456 円形 36 24 Vあ 8

第48表 ピット観察表 (2) 
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ピット名 形態 直径(cm)深さ(cm) 検出位置 ピット名 形態 直径(cm)深さ (cm) 検出位置 ピット名 形態 直径 (cm)深さ (cm) 検出位置
457 方形 28 16 Vあ 9 533 円形 35 36 AAけ8 609 楕円形 32 18 Zか一10
458 隅丸方形 24 40 Vあ8 534 円形 28 19 AAけ8 610 楕円形 59 50 z-かー10
459 円形 38 40 v-あ一日 535 円形 24 13 AA-<-8 611 楕円形 40 14 AIーかーl
460 楕円形 48 23 u-こ-8 536 梢円形 32 18 AAーく-8 612 楕円形 <44> 18 AIーかーl
461 附丸方形 28 32 u-こ-9 537 円形 24 8 AAーく-8 613 楕円形 36 31 AIーか-1
462 円形 28 25 u-こ-9 538 相円形 35 19 AAーく-8 614 円形 33 40 Alーかー1
463 円形 24 28 u-け8 539 楕円形 24 18 AAーく-8 615 円形 34 28 AIか l
464 円形 31 29 u-け-8 540 円形 30 14 AAく8 616 楕円形 32 27 AIーかーl
465 楕円形 47 49 Uけ9 541 椅円形 42 24 AA-き-8 617 楕円形 23 16 AIか 1
466 円形 35 27 u-く-9 542 円形 41 20 AA-き8 618 楕円形 24 24 AI←き 1
467 楕円形 43 18 u-けー10 543 円形 28 20 AAき8 619 円形 26 27 AIか l
468 円形? <42> 27 u-くー10 544 円形 25 20 AAーき-8 620 円形 <24> 16 AIーかーl
469 楕円形 48 33 u-くー10 545 円形 55 21 AAき8 621 楕円形 24 34 AI-きーl
470 栴円形 41 25 u-くー10 546 梢円形 34 1も AAーき-8 622 円形 23 40 AIーかーl
471 楕円形 36 32 u-く一10 547 楕円形 44 14 AAーき-8 623 円形 27 44 AIか l
472 楕円形 39 17 u-くー10 548 円形 36 17 AA-古一8 624 円形 24 28 AIか l
473 円形 35 29 Uく10 549 円形 34 16 AAき8 625 円形 27 28 AIか→l
474 円形 26 18 u-き 10 550 円形 26 12 AAき8 626 楕円形 40 15 AIか l
475 楕円形 31 20 u-吉一10 551 円形 29 17 AA一吉-8 627 楕円形 <36> 55 AIーかーl
476 楕円形 34 13 Uき9 552 円形ワ (9) 8 AAき B 628 楕円形 81 30 AIーかーl
477 円形 28 11 u-均'-10 553 楕円形 39 13 AA-き-8 629 物円形 <30> 18 AIーかーl
478 楕円形 61 22 Uーかー10 554 円形 41 21 AAき8 630 円形 43 41 AIーかーl
479 栴円形 74 33 u-カト10 555 円形 24 20 AAーき-8 631 円形 28 41 AIーかーl
480 円形 24 18 Uーかー10 556 円形 29 19 AAき-8 632 円形 27 15 AIーかーl
481 楕円形 32 18 u-方、 10 557 円形 19 14 z-くー10 633 椅円形 39 32 AIか l
482 円形 52 25 ADーかーl 558 楕円形 34 14 z-く10 634 円形。 17 18 AIか l
483 円形 36 20 U か 10 559 円形 23 12 z-くー10 635 円形 26 41 AIーかー1
484 円形 16 11 Uーカト10 560 円形 28 16 z-くー10 636 円形 26 20 AI-tJト1

485 円形 18 13 AD-お l 561 楕円形 28 19 Zくー10 637 粉円形 66 52 AI-かーl

486 隅丸方形 26 26 ADお l 562 円形 44 31 z-くー10 638 楕円形 31 48 AIーかーl

487 楕円形 37 35 AD 563 椅円形 (36) 20 z-<一10 639 円形。 く16) 58 AIーかーl

488 円形 29 22 AD-おー1 564 楕円形 22 15 Zく10 640 不整形 48 25 AIーかーl

489 円形 27 17 ADお 1 565 円形 14 4 AIく1 641 楕円形 25 32 AIか l

490 円形 33 29 ADお 1 566 椅円形 20 6 AIーくーl 642 円形 26 44 AIか I

491 円形 71 26 AD-おー1 567 円形 24 9 AIく1 643 円形 29 29 AIお l

492 円形 29 35 ADえ 1 568 円形 25 21 AIーくーl 644 円形 22 14 AIか 1

493 円形 23 16 AD-え 1 569 楕円形 24 11 AIくl 645 椅円形 く35) 20 z-か-10

494 円形 26 11 Uう 10 570 椅円形 40 32 AIーくーl 646 楕円形 30 51 z-か-10

495 円形 32 12 AD-うー1 571 楕円形 29 37 AI-くー1 647 楕円形 36 28 z-か・10

496 楕円形 34 14 AD-う1 572 楕円形 31 10 AIくl 648 円形 27 40 Zーかー10

497 相円形 23 29 AD-うー1 573 絹円形 26 8 AI-く一l 649 相円形 56 62 z-か一10

498 楕円形 38 30 ADう1 574 円形 43 20 AIーくーl 650 不殺形 59 40 z-かー10

499 円形 24 32 ADう1 575 円形 48 55 AI-き I 651 楕円形 47 63 z-おー10

500 円形 23 28 ADーあー1 576 円形 27 37 AIーきーl 652 椅円形 30 24 Z け 10

501 楕円形 47 14 ACけ2 577 円形 27 22 AI-き一1 653 楕円形 25 13 AA-いー10

502 楕円形 23 24 AC-く2 578 楕円形 30 21 AIーきーl 654 隅丸方形 24 7 AAあ 10

503 円形 27 25 ACーく-2 579 円形 25 36 AIき l 655 円形 25 20 AIけ l

504 楕円形 19 10 ACーくー2 580 円形 14 6 Al一吉一l 656 精円形 23 12 AAき9

505 円形 53 20 AC-く-2 581 円形 36 27 AI一吉一l 657 円形 23 41 AAーか-9

506 円形 27 36 AC-く3 582 楕円形 <34> 49 AIーきーl 658 円形 26 6 AAーか-9

507 円形 30 44 AC-く-3 583 円形 23 18 AI一吉一l 659 楕円形 24 13 AAき-9

508 円形 28 37 AC-く3 584 円形 28 46 AIき 1 660 隅丸方形 27 32 AL-くる

509 楕円形 76 24 ACく一3 585 円形 28 39 AI-き-1 661 円形 28 23 AAい 10

510 隅丸方形 24 l7 ACーくー2 586 楕円形 26 16 Zき 10 662 円形 31 34 AAーいー10

511 円形 16 16 u-く-9 587 楕円形 34 30 z-きー10 663 隅丸方形 31 11 AA-い-9

512 楕円形 29 25 ACーき-2 588 円形 23 49 Zきー10 664 円形 26 36 AIーくーl

513 円形 42 28 AC-き一2 589 円形 35 37 Zき 10 665 円形 24 20 AI-くーl

514 楕円形 28 13 z-くー10 590 円形 34 20 z-き一10 666 円形 18 10 z-くー10

515 楕円形 36 36 Z一吉一10 591 円形 24 49 Z一吉一10 667 楕円形 25 10 z-く→10

516 楕円形 26 14 ACき3 592 楕円形 43 23 Zきー10 668 円形 21 13 z-く-9

517 楕円形 27 49 z-きー10 593 円形 38 26 Zき 10 669 楕円形 23 6 Zく10

518 楕円形 25 14 ACーか-3 594 楕円形 29 21 z-き一10 670 円形 25 36 Zき 10

519 円形 19 12 ACーかー4 595 円f惇 22 21 z-きー10 671 楕円形 (45) 62 AIーかーl

520 楕円形 31 20 ACーか-4 596 円形 19 13 Zきー10 672 円形 44 32 AA-け-8

521 円形 46 19 ACーか4 597 円形 34 13 AIき l 673 粉円形 31 16 ABき7

522 楕円形 49 11 ACーか-4 598 楕円形 42 30 Zーかー10 674 円形 36 35 ARあ唱

523 楕円形 29 日 AC か4 599 双円形 52 40 Z泊、 10 675 円形 29 40 AR-あ-6

524 円形 24 8 AB→う-4 600 楕円形 53 45 Z由、10 676 円形 37 41 AR-あ-6

525 円形 36 14 ACあ5 601 楕円形 <29> 14 Zか 10 677 円形 35 53 ARあ5

526 円形 28 20 ACーあ4 602 楕円形 28 16 z-かー1()__j 678 楕円形 (22) 12 ARあ6

527 相円形 28 22 ACあ4 603 楕円形 59 24 Zかー10 679 円形 (24) (14) AR-いー7

528 相円形 51 23 ACあ5 604 楕円形 31 15 Zーかー10 680 円形 (27) (36) ARあ 日

529 楕円形 33 16 ACあ5 605 椅円形 28 40 Zーかー10 681 方形 21 36 AR-あー6

530 楕円形 17 7 ABけ6 606 楕円形 42 14 z-か一10 682 附丸方形 64 16 ALお 5

531 円形 22 7 ABーけ-6 607 精円形 29 28 z-カト10 683 隅丸方形 25 60 ALく4

532 円形 32 36 AAーけ-8 608 楕円形 33 14 z-か一10 684 楕円形 27 37 AL-くー5
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ピット名 形態 直径(叩)深さ (cm) 検出位置 ピット名 形態 直径 (crn) 深さ (cm) 検出位間 ピット名 形態 直径 (cm)深さ (cm) 検出位置

685 隅丸方形 29 42 ALく5 735 円形 31 50 ALこ5 785 隅丸方形 48 31 y-う9

686 楕円形 27 23 AL-く-5 736 円形 (23) 30 ALこ5 786 円形 36 22 Yう 10

687 円形 30 47 ALく-5 737 隅丸方形 24 25 ALと 5 787 符円形ワ (30) 32 y-うー10

688 椅円形 29 48 ALく5 738 隅丸方形 38 61 ALこ5 788 円形 30 25 y-う 10

689 楕円形 46 59 ALくる 739 円形 27 20 ALこ5 789 椅円形 38 30 Yうー10

690 円形 21 27 AL→く 6 740 円形 28 41 ALこ4 790 精円形 45 14 Yい 10

691 隅丸方形 22 38 ALーく-6 741 隅丸方形 27 44 ALこ4 791 円形 31 17 Yい 10

692 隅丸方形 26 79 ALく-6 742 隅丸方形 28 48 ALこ4 792 円形 48 36 y-うー10

693 円形 21 24 AL-く6 743 楕円形 60 34 ALこ3 793 円形 30 26 Yい 10

694 円形 30 51 AL-く-6 744 楕円形 61 50 ALこ3 794 相円形 40 18 Yい 10

695 隅丸方形 27 29 AL-くる 745 楕円形 52 42 ALこ3 795 不整形 42 26 AI-lーあーl

696 円形 27 44 AL-く-6 746 楕円形 83 60 ALこ2 796 円形 32 24 AH-あーl

697 円形 (24) 54 ALく6 747 隅丸方形 27 15 AMあ 3 797 円形 48 16 AI-Iあ 1

698 隅丸方形 28 36 ALくー7 748 円形 26 42 AMい4 798 双円形 82 21 AG←こー2

699 円形 25 27 AL-くー7 749 方形 21 53 AMあ4 799 円形 27 16 AGーこ-2

700 隅丸方形 21 34 ALく一7 750 隅丸方形 33 28 AMあ4 800 円形 34 17 AG-こー2

701 円形 30 32 AL-け-4 751 円形 36 10 AMあ4 801 円形 37 32 AG-こ2 I 
702 円形 33 42 ALけ 5 752 円形 36 18 AMあ4 802 楕円形 28 20 AGけ 2

703 円形 20 35 ALーけー5 753 楕円形 33 16 AMい4 803 円形 29 25 AGこ3

704 楕円形 48 41 AL-けー5 754 隅丸方形 31 43 AMあ 5 804 円形 50 21 AGけ 3

705 円形 14 30 ALけ 5 755 円形 45 45 AMーあー5 805 隅丸方形 29 24 AGーき-4

706 楕円形 39 55 AL-けー5 756 円形 47 62 AMあ 5 806 円形 50 18 AGき4

707 楕円形 22 16 AL-け-5 757 楕円形 42 52 AMあ 5 807 円形 32 16 AGーき-4

708 円形 19 13 ALけ 5 758 円形 27 38 AMあ 6 808 楕円形 44 13 AGお 6

709 円形 17 19 ALける 759 間丸方形 30 44 AMあ 6 809 楕円形 40 18 AGお 6

710 円形 17 28 ALーけー5 760 円形 36 15 AMあ 6 810 桁円形 46 11 AG-お 5

711 円形 34 35 ALーけー5 761 精円形 58 54 AM-あ 6 811 楕円形 (54) 18 AGお 5

712 楕円形 37 73 ALけ5 762 楕円形 28 42 AMあ6 812 円形 (32) 17 AG-お 5

713 楕円形 28 28 AL けー5 763 持円形 43 55 AMい 6 日13 円形 28 12 AGーおー5

714 精円形 36 48 AL け 5 764 円形 26 34 AMい 5 814 符円形 31 20 AGか 5

715 円形 20 35 AL-.j-5 765 楕円形 29 31 AMい5 815 間丸方形。 (34) 28 AGーきる

716 円形 (34) 21 AL け 6 766 楕円形 39 44 AMい 5 816 円形 48 26 AG-き-4

717 円形 (34) 58 ALーけ-6 767 円形 30 47 AMいー5 817 円形 48 14 AGき4

718 円形 (28) 55 ALけ 6 I 768 円形 30 26 AMい 5 818 円形? (24) 21 AG-吉一4

719 円7静 17 26 AL-け-6 769 杓円形 31 27 AM-い4 819 楕円形 18 12 ALきー2

720 楕円形 (36) 41 ALーけ-6 770 相円形 27 28 AM-い4 820 隅丸方形 25 12 Aしきー2

721 楕円形 46 54 ALけ6 771 楕円形 47 22 AMーえー6 821 双円形 30 27 ALく-2

722 隅丸方形 30 32 ALけ6 772 拘円形 30 7 AMあ 3 822 隅丸方形 19 自 ALーくー2

723 円形 32 48 ALけ-6 773 円形 (8) 15 ALーか 4 823 円形 18 9 ALく3

724 隅丸方形 23 12 ALけ 6 774 円形 18 18 ALか4 824 楕円形 46 18 Aしき-3

725 楕円形 (38) 64 ALけ 7 775 隅丸方形 23 41 ALくー7 825 隅丸方形 31 13 AL-吉一2

726 円形 22 22 ALけー7 776 円形 38 54 AMあ 5 826 椅円形 18 22 AL-き-3

727 円形 29 28 ALこ7 777 円形 30 24 AHあ 2 827 隅丸方形 18 20 AL-き2

728 楕円形 47 48 ALこー7 778 円形 32 11 ADこ8 828 桁円形 34 22 AL一吉一2

729 円形 27 44 ALこ7 779 楕円形 36 8 i¥Dこ-8 829 精円形 23 16 ALーき一2

730 杓円形 40 39 AL-こー7 780 円形 19 15 AD-こ-8 830 隅丸方形 26 10 AM-あ 1

731 円形 43 16 ALこ7 781 円形 20 12 ADこ8 831 間丸方形 26 12 AMあ 1

732 楕円形 76 16 ALこ6 782 隅丸方形 24 6 ADこ8 832 円形 24 12 AMあ 1

733 円形 51 46 ALこ6 783 円形 26 28 Yえ 8 833 楕円形 46 ムー 16 ALこ i

734 楕円形 44 22 ALこー5 784 円形 33 22 y-う-9 (検出値) (残存値〉

第50表 ピット観察表 (4)

第 7節遺構外遺物

鍾込 議~
uD  2(表採) くこ:>3 (AM士 3)

第95図 遺構外遺物実測図

番号 昔量 種 器形 口径cm 底径cm 総高cm 調 整・文 様 残存率 ・部位 備 考

1 須恵総 宮里 外面総回叩き ・自然納付着 内面ナデ 胴部破片
外面N3/1階灰色
断面実証I'J 表採出土

番待 総稜 器 形 最大長(cm)最大幅(c四)巌大淳(cm) 調 務 ・文 様 震盤(g) 備 考

2 石製品 制j錘車 4.48 4.35 1.7 孔径5.5mm 46.83 
外而5B6/1背灰色
完全実測 表採出土

3 石器 鍬 2 0.35 0.92 左脚先端欠損 0.92 
AMえ 3グリッド出土
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野馬窪遺跡VI 調査区調査前(北東から)

A区全景 (北東から)

B区全景 (南西から)

図
版
1

野馬窪遺跡VI調査区調査前 (南から)

A区全景 (南から)

C区全景 (北西から)



図
版
2

D区全景 (南から)

D区全景 (北から)



E区全景 (酋から)

E区全景 (東から)

図
版
3



図
版
4

F区全景(南西から)

G区全景(南西から)



図
版
5

H区全景 (北西から)

H区全景 (東から)



図
版
6

試掘調査(北から)

平成24年度表土除去作業(北から)

C区調査終了状況(南から)

平成24年度調査風景2(北東から)

一一ーー一一一一ーーー ー~ 一-ー一一ー一一一

一一一一一一 一一一一一
一→一一一一一ーーー一、、

平成24年度表土除去作業(南から)

¥守、¥

A.B区調査終了状況(南から)

岡田昌7叫九二 .， 寸司F・圃'・・睡眠1
圃ヤペ立.よ計百 ず争時図!当豊島司 l 

|局ナj現行 ¥守秘為
|吋山~恥必 吋-九、 守 l

平成24年度基準杭設定作業・調査風景1(南から)

仁、¥

平成24年度調査風景3(南から)



平成25年度表土除去作業1(北から)

平成25年度表土除去作業3(北から)

平成25年度ハウス等設置状況

平成25年度調査風景2(南から)

図
版
7

平成25年度表土除去作業2(北から)

平成25年度表土除去作業4(南東から)

平成25年度基準杭設定作業 ・調査風景1(北から)

平成25年度調査風景3(西から)



図
版
8

平成25年度調査風景4(南東から)

平成25年度D区調査終了状況(北から)

平成25年度G区調査終了状況(西から)

平成25年度H区調査終了状況(東から)
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